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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第148回 半期総大会報告

1978年9月30日 ，10月1日 に，ユタ州 ソル トレーク ・シテ ィー，

テ ンプルスク エア，タバ ナク ル にお いて催さ.れた 大会 の報 告

「大神権の職 を管理する長たる者の義務は全教会 を統轄すべ きものにして
，

モーセの如 くあるべ し。

すなわち，見よ，この教会の頭首に神の与 えたもうあらゆる賜 を有 し誠に

彼は聖見者たり，啓示 を受 くる者 たり，翻訳者た り， また予言者た り， ここ

に智恵現わる。」(教 義 と聖約107：91-92)

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長 は，この職に伴 う権能 と約束，みたま

をもって，やがて教会歴史の中にその歩みの一頁 を飾 るもの となる総大会を

再び管理 された。

今回の半期総大会は，出席 した教会員に，教会に下 された啓示 を 「主のみ

言葉 とし，み こころ として受 け入れる」挙手の支持が求め られた とい うこと

で，極めて重要 な大会であった。

この啓示は，「人種や肌の色 を問わず……教会の資格ある男性会員全員に神

権 と神殿の祝福 を授け ることができる」 というものであった。すでに6月9

日に発表されていた啓示であ るが，この度，大会で会員の支持が求め られた

ものである。(p.23参 照)

大会はスペ ンサー ・W・ キンボール大管長の管理の下に開かれ，土曜 日午

前の最初の一般大会で，新 しい十二使徒評議貝会会員，七十人第一定員会会

長，ならびに3名 の七十人第一定貝会会員の名前が提示された。十二使徒評

議員会の空席は，去る8月19日 の デルバー ト・L・ ステイプレー長老の死去

に伴って生 じた ものである。

また，これ らの教会幹部の支持に先立って，N・ エル ドン ・タナー第一副
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管 長 か ら ， 先 に 述 べ た 啓 示 に 対 す る 支 持 の.提 議 が 行 な われ た 。次 い で ， 「長 年 ，

無 私 の 愛 を も っ て 献 身 的 に 奉 仕 の 業 に 」携 わ って き た 教 会 幹 部 に ， 「必 要 に応

じて 」 「名 誉 会 員 」の 称 号 が 与 えら れ る ことに な った とい う発 表 が あ っ た 。こ の

名 誉 会 員 と な る教 会 幹 部 は ， 職 務 か ら は 解 任 さ れ な い が ， 実 際 の 業 務 に は携

わ らな い 。(P.167参 照)

名 誉 会 員 に 支 持 さ れ た 教 会 幹 部 は ， 以 下 の7名 で あ る 。 ス ター リン グ ・W・

シ ル 長 老 ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラー 長 老 ， ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア 長 老 ，

ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン 長 老 ， ウ ィ リア ム ・H・ ベ ネ ッ ト長 老 ， ジ ョ ン ・H・

バ ンデ ンバ ー グ長 老 ，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ 長 老 。

前 七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 の ジ ェー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト長 老 が ， 新 た に 十

二 使 徒 評 議 員 会 会 貝 と して 支 持 さ れ た 。 ま た ， 七 十 人 第 一 定 員 会 のW・ グ ラ

ン ト ・バ ン ガー タ ー 長 老 が 薪 た に 七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 に 支 持 さ れ た 。 そ し

て ， 新 た に 次 の3人 が 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と し て 支 持 さ れ た 。 ユ タ 州 バ ウ

ン テ フ ル のF・ バ ー ト ン ・ハ ワ ー ド長 老 ， カ ナ ダ， カ ル ガ リー の テ デ ィ ー ・

E・ ブ ル ー ア ー トン ， ソ ル トレ ニ ク ・シ テ ィー の ジ ャ ッ ク ・H・ ゴー ス リ ン

ド ・ジ ュ ニ ア 。 こ の 結 果 ， 教 会 幹 部 の 総 数 は68名 とな り， 七 十 人 第一 定 員 会

は49名 とな っ た 。(略 歴 に 関 して は ，P.161を 参 照)

大 会 は ，9月30日(土)，10月1日(日)の 両 日，テ ン プ ル ス ク ェ ア の タバ

ナ ク ル で 開 か れ ，32名 の 教 会 幹 部 が 話 を した 。

大 会 の 模 様 は ，.合 衆 国 と カ ナ ダ の テ レ ビ 局200局 と376の 有 線 テ レ ビ 放 送 ，

イ タ リア の テ レ ビ 局50局 ， 合 衆 国 の ラ ジ オ 局61局 ， 中 南 米71局 ， オ ー ス トラ

リア61局 ， イ タ リア20局 ， ヨー ロ ッ パ お よ び ア フ リカ 向 け 短 波 放 送2局 か ら

放 送 され た 。 ま た ， 合 衆 国 内 の 有 線 放 送320カ 所 ， ヨー ロ ッパ64カ 所 ， ヨ「

ロ ッバ のFM放 送 受 信 地73カ 所 で も大 会 の 模 様 が 伝 え ら れ た 。 さ らに ， 土 曜

日の 神 権 会 に つ い て は ， 合 衆 国 ， カ ナ ダ， プ エ ル ト リ コ の1，424カ 所 ，オ ー ス

トラ リア， ニ ュ ー ジー ラ ン ド， フ ィ リピ ン， 香 港 ， 韓 国 ， 日本 の54カ 所 で 有

線 放 送 が 行 な わ れ た 。

ま た ，2日 間 に わ た る 一 般 大 会 とは 別 に ，9月29日(金)に 教 会 本 部 ビ ル

で 地 区 代 表 セ ミナ ー が 催 さ れ た 。 そ し て こ の セ ミナ ー で は ， キ ン ボー ル 大 管

長 か ら， 福 音 を受 け 入 れ る備 え の で き て い る 国 々 の こ と， ま た 他 の 教 会 幹 部

か ら ， 大 切 な 教 会 プ ロ グ ラ ム と優 先 順 位 に つ い て の 指 示 が 与 え られ た 。(詳 細

に つ い て は ，P.168参 照)
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1978年9月30日(土)

午前の部における説教

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会第148回 半期総大会報告

"

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管長 ボ イ ド ・K・ パ ッカ ー長 老 レッ クス ・D・ ビネガ ー長 老

パ ワー ド ・W・ ハ ン ター長 老 マ リオ ン ・G・ロム ニ ー第 二 副 管長
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大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

鉄の棒 を しっか りつかむ

たとえ変革の風が吹さ，大波に洗われよう

と，私たちがしっかりとつかまって身を守る

ことのできる棒がある

十 二使徒定員会会貝のデルバー ト・L・ ス.
テ イプレー長老が死去 されたことを，私

たち教会貝は非常 に悲 しく思 っている。ステ

イプレー長老 は1978年8月19日 に亡 くなられ

たが，これまで十二使徒 として28年 間忠実に

立派な働 きをしてこられた。その彼が今，こ

の席にいないことは大 きな悲しみである。私

たちは もう一度ステイプレー長老の.ご家族に

愛 と哀悼の意 を表 したいと思 う。ここで私 た

ちは，ステイプレー長老に代わって，新たに

十二使徒定員会会員にジェームズ ・エス ドラ

ス ・.ファウス ト長老 を支持 して下 さるように

皆さんに提議 したい。この提議に賛成の方は，

右手 を挙げてその意 を表わ レていただきたい。

私たちはまた，七十人第一定員会会買 とし

て，ブレッ ド・バー トソ ・ハ ワー ド，テディ

ー ・ユー ジー ン・ブルーアー トン
，ジャック・

H・ ゴース リン ド・ジュニア を支持 して下 さ

るよう提議す る。次に，ファウス ト長老に代

わ り，七十人第一定貝会会長 としてウィリア

ム ・グラン ト・バ ンガー ター を支持 して下 さ

るように提議する。この提議に賛成の方は右

手 を挙げてその意 を表わしていただ きたい。.

もし反対の方があれば，同 じようにその意 を

表わ していただきたい。

ただ今支持 された教会幹部の方々は，それ

ぞれ壇上の定め.られた席に着いていただ きた

い 。

兄弟姉妹の皆さん，末 日聖徒 イエス ・キ リ

ス ト教会の総大会に世界各地から集まってこ

られた皆 さんに歓迎の言葉 を述べ， ソル トレ

ー ク ・シテ ィーをは じめ
，各地でこの大会の

模様 を視聴 しておられる大勢の方々の姿 を心

に描けることはなん と栄えあることであろう

か。.実にこの大会は，忠実な聖徒たちの国際

的 な集 いである。

現在 この地上におけ る主の王国が， 自由世

界のほ とんどの国々に及び，発展 しているこ

とを皆 さん と共に喜びたい。私たちは，着実

に新 しい地域に福音の門戸 を開き，新 しい伝

道部を開設 し，そして分割 し， さらに多くの

青年 男女が専任宣教師 として伝道に出られる

ように効果的な指導を行 なお うと努めている。

6カ 月前の大会以降，新 たに10の 伝道部が開

設 され，伝道部は全世界で166に なった。現

在，26，606名 の宣教師が，十二使徒定員会の

指導の下に，ほ とんどあらゆる国民，部族，

国語の民，民族の間で福音 を宣べ伝えている。・

十二使徒定員会の神聖な召しは，「教会の大管
さだめ

長会の指揮下に於て，天の制 に適 うよう主の

御名によりて職務 を行 う。すなわち，これら1

の 者は教会 を設立 し， よろずの国民に於ける

教会のあ らゆ る事務 を整理」(教義 と聖約107：

33)す るこ とである。

今年の末には，ステーキ部数は1，000を 越

えることだろっ。1943年 に私が使徒に召され

た当時，全世 界でわずか145の ス テーキ部 し

かなか ったことを思えば， まさに驚 くべ き発

展である。

この進歩と発展は主のお陰である。これは

人 を救い，人々をキ リス トの羊の群れの中に

招 くこのプログラムを，主が導いておられる

か らである。私 たちは これ まで多くのことを

行ない，達成 して きたが， まだまだなすべ き

ことはそれ以上に 多く残されている。私たち

は雄々 しく， しか も勇気をもってこれか らも

前進 を続け，イエス ・キ リス トが復活された

主であ り，人類の賄 い主であるこ とを世 の人

人に宣言 しなければな らない。 、

私 たちはこれまで，すべての教会員に可能

な限 り家庭菜園を造 り.，食物 を生産するよう
聯 　 ㎝ 拠3嚇'脚 「4.畢詞=..ゴ」吼・譜=.`邑...「.=」.高尉 詫'』聖。L7.一～
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」

に呼び掛けて きた黛.そ して一 自量 たちの労働

によ っ.て得ム証雄 物 を食 し一柔狐1必 要 を

満たす ようにζ勧 肯 .して豊撫 ◎ま 左，両親の方

方に， 自分たちだけが この作業に携 わるので

なく，子供たちに も手伝 わせ るように と勧め

て きた。そ うすれば子供たちは，働 くことの

喜びと価値を知 り，またその ような家族 の共

同作業を通 して子供たちの責任感 を養 うこと

ができるからである。

私たちは畑や植込みをきれいにす るだけで

な く，家屋や納屋，物置 き，垣根などを修理

したり，ペンキを塗 り替えた りす ることも必

要である。この仕事には終わ りがない。 した

が って， これか らも絶えず注意を払 い，計画

を立て.実行1こ移す ように』窒 ければならない。

次に.，..個人の 日記や記録 をイ寸け，家族の歴

史を編纂するよう.に再度お勧めしたい。過去

に系図や歴史記録 を探求 して きた末 日聖徒の

家族は皆，先祖が もっ とよい，完全な記録 を

残 して くれていたらよか ったのにと思 ってい

るはずである。一方では，福音の改宗に まつ

わる出来事や，その他多くの奇跡的な祝福や

霊的な体験など，関心 を呼ぶ出来事 を先祖が

記録 し，霊の宝 としてそれが受け継がれてき

た家庭 もある。人々は とか く， 自分たちの生

活には記録するような こともないし，だれも

自分たちが何 をしたか関心を示さないと言っ

て弁解 をす る。 しか し，私は皆さんが 日記を

付け，記録 を保存す るならば，確かにそれは

家庭にと ゑて.あ るいは子供たちや孫，そし

て代々の子孫に一と? .て・大いな.る寧悪㊧覆}こ
なると約束する。

家庭の夕べ はヅ そのような活動 を行 なうの

に最 もふさわ しい時間であ ワ揚所 である。特
/イ

に，子供たちに自分の生涯・について記録する
ノ

方法を教える絶好の場である。 もしまだ行な

っていなければ， きょ うか ら日記 を付け るこ
ロ　 い 　 ツ　　 　ぜ　ダぬ　 　　あでおド ごセ　がや コニヒ　にら　なめ　 じ　

とを決心していただきたい。

私たちは， もっ と頻繋に神殿に参入し，亡

繊 族 貝 う業に全力を傾注する必要がある。

神殿推薦状 を持っ者は皆，できるだけ頻繁に

6

堆薦ヨ&塑 衷禁 し死 者のなめの δヱ 云孟黒や弟

勿 之2も～魚L_績 び鳳めの儀式玄三携 わ.る琴 き

である。 まだ推薦状を持たない教会貝は，そ

れを持つ資格が得 られるように真剣に自分 自

身を備える必要がある。その ような人々 も，

これ らめ永遠の祝福を享受 し， シオン山の救

い手 として働けるようになっていただきたい。

聖徒たちに課せ られた神殿活動の責任が現在

ほど増大.した時はない。私 たちは このチャレ

ンジに応 えるために立ち上が らなければなら

ない。

私は もう一度全世界の聖徒たちに， もっと

厳蜜蝶 、旺 ま るよ うに勧告 したい。現在

主の聖 日は，全世 界的に，.また末 日聖徒 の間

でさえ も，その神聖な意義が軽視 されつつあ

る・八な娃鼠す壼す素鼠 疑勲神聖な 目堕 窯 見

失なヒ瓢髄 麟 装を麺 ゐ惣篁飽な飾 り

の神 を礼拝す るようになってきた。私たちは

すべての聖徒 たちに，また神 を恐れる全世界

の民に，安息 日を聖 く守 るように引き続 き勧

告す るものである。 も.し八タが安息 日に買い

物 をしなければ・店 ち閉◎ざるを得なセ1吃..9

れ は，行楽地 に出掛けること，スポー.ツ， そ

の地 の娯楽行事全毅 に2い .て言.え.るζ とであ

る。ところが現実には， どうも金銭を追求す

ることが，「あなたがたはわたしの安息 日を守

り，わたしの聖所を敬わなければならない」

(レ ビ19：30)と い う主の戒めに優先してい

るようである。

「わたしを主 よ，主よ， と呼びながら，な

ぜ わた しの言 うことを行わないのか。」(ル カ

6：46)

人々 が安息 日の 目的を汚すのは現代に限っ

たことではない。 しか し私たちはこれに勧告

の声をあげる。私たちは現代の社会 を非常に

憂慮している。ラジオやテレビを通 じて毎 日

邪悪 な事柄が人々に教えられる。.それらは醜

く，汚れていて，みな正義を破壊する ものば

か りである。人々は神を忘れて しまっている

かのようである。確かにサ タンは今解き放 た

れている。以前に も申し.上げたように，現代



社会に増大 しつつある放縦の悪 を，私たちは

非常に憂慮している。

私たちは絶えず変わっている。そ して，人

生の歩み 自体 も急激に変化 している。現在，

世界全体が変革の波に押 し流され， 人々は道

に迷 い，一体何が価値のあることなのか分か

ちな くなっているように思 える。 しか しなが

ら，正義 と悪は不変である。福音の原則も決
.して変わ らない

。た とえ人が悪 を語 り，悪 を

行なった としても，神の戒めの言葉は一点一

画 と言え ども変 えることはで きないのである。

今 日，義の軍勢'は明らかに攻撃を受けてい

る。世の人々は不浄 と堕落の洪水におぼれか

けている。そこで私 は世 の人々に向かってこ

う叫びたい。「正 しく真実なものをしっか りつ～
か'オ い こ に か{は オ い 世 に

流 され な い よ うに し な さ い 」 と。」～
1946年 に私は，特 に大 きな高波に襲われた

直後のハ ワイを訪れたこ とがある。約40フ ィ

ー ト(12メ ー トル)の 高波に見舞われたヒロ

市やハマ クア海岸一帯は壊滅状態にあった。

家は引っ繰 り返 り， 引き裂かれ，押 しつぶさ

れていた。垣根や庭 は跡形 もな く流 され，橋

や道 も洗い流されていた。道路には浴槽や冷

蔵庫が車 と一緒に散乱 していた。教会堂が立

っていた所には，ただ建物の土台しか残 って

いなかった。死者は100名 以 上にのぼ り，負傷

者 もかな り出たと言 う。家屋を失った家族は

数千に達 した。私はそのような中で，苦難を

克服 した人々の勇敢 な物語 を数 多く耳にした。

婦 人のひとりが，高波が襲ってきているの

です ぐに避難す るよ うに とい う電話 を友人か

ら受けた時のことを語って くれた。彼女が海

を見下ろす と，巨大 な， 山のような波が こち

らに向か って くる。 そこで彼女はす ぐに赤ち

ゃんを抱 き上げると，夫 と共に高台に向かφ

て駆け出した。 しか し，彼女のふた りの娘は，

まだラウハラの木のそばで遊んでいた。ふた

りは波が押 し寄せ て くるのに気付 くと，一目

散に木の方に走 ってい き， しっか りと木の幹

に しがみついた。最：初の巨大な高波がおおい

かぶ さるように襲つてきた。ふたりは息を止

め，あ らん限 りの力 をふ りしぼって木にしが

みついていた。すると間 もな く水が引き，水

の上にふた りの頭が出た。ふた りは水が引 く

と，頃合いを見計 らって，次の波が押 し寄せ て

くる前に一気に高台 を駆け登った。こうして

家族は全員助かり， 自分たちの家が押 し寄せ

る高波にのまれて流 されてゆ くの を高台から

見守 ったのである。

融.煎 も.烹な』..悪魔 が解 き放つこのような

強力な破壊力に立ち向かわなければならない

時力瓢_晶_邪 悪_　 道徳翫堕濱蕊黒横，
ぎ まん

欺隔，陰謀，不正直という高波の脅威に，私

妨 騨1酵 黛 藁：砂 や?私 たちカ・腓 ビ
なければ，それらは大きなガを痔ち∵'冨菲膏な

遷ざぞ鄭ってきて，萩瀧 画裁歳ぼしそじまFう。
しか し，私たちには警告の声があ勲 撹隔

は，私たちの心 を呼び覚 し，聴 く耳を与え，

邪悪 を退け，永遠の生命への道 を示 して くれ

る。私たちは助 けがなければ， それらの悪に

対抗することはできない。高台へ逃れるか，

ざもなければ押し流されないようにしっか り

とつかまっているものが必要である。私たち

がしっか りとつか まっているものが，イェズ・

キ リス トの福音である。それは，たとえ悪魔

がどのように力を結集 しようとも私たちを守

って くれ る。キ…ルモン経中のある予言者は次

のように.人々に勧告 している。「お前たちは神

の御子 でキ リス トである私 らの贈い主の岩を

基 こ ナ てはならないことを忘れるな。.贈

い主の岩 を基にす るならば，悪魔がその大風

を吹かせ て柱のように立つつむ じ風 をまき起

すと蓋，_塑 雲と.、鳳璽点女惹月!1_を

打つ とき，悪魔 はお前 らに打ち勝って不幸の

膿永遠一 ま
ない。」(ヒ ラマ ン5：12)

私 た ちは完全にな らなければな らないとい

うキリス トの教 えは，言葉だけの ものではな

い。人には人間 どしての弱 さを克服 し，神 の

属性 を伸ばして，文字通 り御父や御子の よう

になる権利があると，主 は述べておられる。

7
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大勢の人が自らの内にある才能 を十分に使

わないために，キ リス トのようになる力が具

わっているこ とさえも無に して しまっている。

人はその力が具 わっていることを，その力を

使って証明 しなければならない。使 ってみな

ければ， その力がないことも分か らないであ

ろう。

衰全ド向かって歩むごζ1さ，一瞳飽奮塗牢
ではなく，生涯 を懸けて求め続ける過程であ

る。

モーセは主のみ言葉 を受けて山か ら下って

き.た。この時，主がイスラエルの民に与えた

もうた戒めぽ，最低 限の行動規範であった。一

その戒めについて，パウロはこ う述べている。

「律法は
，信仰 によって義 とされるために，

よういくがかワ

わたしたちをキ リス トに連れて行 く養育掛 と

なったのである。」(ガ ラテヤ3：24)

十 戒 を守って生活す ることは，完全になる

ための第一歩にす ぎない。 イエスは十戒が神

聖なものであることを教えられた。 しかし，

それ以上のものがあるこ とを繰 り返 し強調 さ

れた。

主 を至高の御方 として認め，偶像礼拝 をし

ないだけでは十分 とは言えない。私たちは，

自分の心 と勢力 と思 いと力の限 りを尽 くして

主を愛 し，主が義 なる子供たちにもたらす大

いなる喜びを知 る必要があるのである。

神を冒濱することをやめるだけでは不十分

である。私たちは主のみ名を自分の生活の中

で掛け替えのないもの とする必要がある。私

たちは，主のみ名 を尊ぶ時に，友人や隣人，

あるいは自分の子供たちを決 して混迷の中に

置き去 りに した りは しないであろう。私たち.

が イエス ・キ リス トに従 う者である との確信

を持 とうではないか。

安息 日に映画を見に行ったり，猟や魚釣 り

に出掛けた り， スポー ツをした り，不必要な

労働 をす ることを断つだけでは不十分であ る。
申息 日をも

っと積極的に守 るためには，聖典

を勉強する，教会の集会に出席 して福 目を学

畿 姻誼
8

△に なかった人に手

、 童 く 悲 ん ・い 尉 .ゑ恥_病.人 を

見舞 うな ど，主が聖 日に行なわれるであろう

と思われる事 を行なう必要がある。　 い　じ　　セ
もし私 たちが戒めの通 りに両親を敬 うなら

ば，両親の最高の特質 を見習い，両親の願い

を成就 させ ようと努力す るはずである。 どの

ような物をもって して も，義 しい生活に勝る

ほ っびはないであろっ。

殺生 をやめるだけでは十分 とは言えない。

それ以上 に，私たちには生命 を尊び， それを

養い育ててゆ く神聖な義務 がある。生命 を奪

うのではなく，生存に必要 なものをすべて享 ・、

受できるように惜 しみな く助けを与えなけれ

ばならない。これが達成できた ら，私たちは

心 と霊をなお一層高めたい と思 うことだろう。

私たちは体に害になる食物 を取 らないよう

にしている。あ らゆることを知恵 と節度を持

って当たることによって，私たちは健康 と肉

体の安寧 を求める。

姦淫をしないだけでは不十分 である。私た

ちは結婚生活 をもっ と神聖 なもの とし，互い

に犠牲を払い，努力 しなが ら， コー トシ ップ

の時期に培 った思いや りと尊敬 を深めてゆ く

必要がある。神 は神権の権能によって結び固

め られた結婚 を永遠に存続するように定め ら

れた。 したがって，私たちが 日々，思いや り

と愛をもって互 いに尽 くし合 うことは，主が.

望 まれているところである。

私 たちは行動だけでな く， その心 と思いに

おいて も清 くなければなら.ない。

主はシナ イ山で，「あなたは盗んではならな

い」(出 エジプ ト20：15).と 言 われた。私たち

はあらゆることにおいて正直でなければな ら

ない。私たちは寛大でなければならない。利

己的であってはならない。お金を求め られれ

ば，お金 をあげるようにしよう。 しか し大抵

の場合，人が一番求めているものは，金銭 で

は買 うことので きない愛 と時間 と思いや りで

ある。もしそれが事実であるとすれば，私た

ちはお金に寛大であって も，それで十分 とは

言えないのである。



偽 りの証 言をした り，他 入の.ものをむさぼ.

っ たりす るのは利己心 の表われである。イエ

スは， 「自分 を愛するようにあなたの隣の 八を

愛せ よ」 と教 えられた。そ してこの戒め と神

を愛する戒め とに，「律法全体 と預言者 とが，

かか?て いる」と言われた。(マ タイ22：39-

40参 照)

親切，慈 しみ，愛，思 いや り，寛大など美

徳を挙げれば限 りがない。主は私たちが この

ような特質 を伸ばす ことを望んでお られる。

「もし何にても
，徳高きこと，好 ましき.こ

ー
と， よき聞 えあるこ と，あるいは褒むべ きこ

とあらば，われ らはこれ らをたずね もとむる

ものなり。」(信 仰箇条第13条)

イエス ・キリス トの福音は真実である。私

たちがその原則を学 び，実践 し，聖霊の助け

を得 て心か ら求め るならば，だれでもそれが

真実 であることを知 ることができる。それ以

上に， もし真理 を求めている人が，福音の原

則に従 っている人の模範 を見 ることができれ

ば，それはもっ と容 易に受 け入れ られるはず

である。私 たちの生活の中に見 られるキ リス

ト教徒の美徳の模範で，教.会の宣教師の召 し

ほど偉大な ものはない。

主は，主を愛 し，愛の模範 を人々に示 し，

献身的な奉仕 をし，主の永遠の原則を守って

生活する入に大いなる約束を与えて下 さって

いる。

なとえ変革の風が吹き，大波に洗われ よう

と，私たちがしっか りとつかまって身を守 る

ことのできる原則の木，原恥の が こ

れこそ， この地上に完全に回復 されたイエス・

キリス トの福音である。　
主の祝福があって，一 人一人の会員が鉄 の

棒 をしっか りとつかむこ とがで きるようにイ

エス ・キ リス トのみ名によりへ りくだ り祈 る

ものである。アー メン。

十二使徒評議員会会員

ボイ ド」K・ パッカー

扶助協会

姉妹の皆さん，神権会に出席するのが兄弟

たちの義務てあるのと同しように，扶助協会

に出席することは皆さんの義務です

私 はこれか ら・かつて渡 も所属 したこと
のないひとつの組織についてお話 したい

と思います。 この組織のお陰で私 も家族 も大

きな恩恵 を被 っています。私にはこの組織の

会貝になる資格はあ りませんが，この組織の

影響はいつ も私に及んでいます。

この組織は，世界で最 も古い婦人団体のひ

とつである扶助協会です。およそ70力 国に，

百万 を優に越える会員が住んでいます。会員

数 は毎年非常 な勢いで増えてお り，独身女性

に も入会の資格があ ります。

予言者 ジョセブ ・ス ミスはこの扶助協会を

創設 した時に，婦人たちに向かって次のよう

に述べ まじた。

「皆 さんは
，神が定め られた神権の秩序を

通 じ， この最後の神権時代に教会の諸事 を導

く……ために任命された人々を仲立ちとして

指示 を受 けるであろう。今私は主のみ名に よ

り皆 さんのために鍵 を回す。したがって， こ

の協会は喜び となり，今か ら後，知識 と英知 .

とが流れ下 るであろう。」(研 ∫'oη げ 伽

C肋 劣腕 「教会歴史」4：607)

予 言老は， この組織が 「皆さんの天性に従

って」組織 された 「愛の組織」とな り，「皆 さ

んがその特権に恥 じない生活をするならば，

天使たちは皆 さんの友 とならざるを得ない」

と，彼女たちに語 ってい ます。(∫跳'oη げ

'舵C肱%訥 「教会歴史」4：605) 、

今 か ら30年 前 に， ジョージ ・アルバー ト・

ス ミス大管長はこ う語っています。

9
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「皆さんは
，……世界中どの婦人たちより

も豊ヵ・に祝福されています。皆さんは初めて

選挙権 を受けた女性であり、，教会の活動に初

めて発言権を持った女性です。それは主の予

言者に啓示された結果であ り， それを皆さん

に与えたのは神です。あの時以来，世界の女

性たちが どんなに恩 恵にあずか ったか，考え

てみて下 さい。この教会に属する皆 さんだけが

祝福 を受けたのではありませ ん。予言者 ジョ

セブ ・ス ミスが女性解放の鍵 を開けたことで，

全世界のために鍵が開かれたのです。それ以

来，宗教の自由㌧公民の自由といった祝福 を

享受する女性の数は時代と共にふえています。」

(Rθ1@Sooガ θ砂1吻gαg加6「 扶助協会誌」1945

年12月 号，p.717)

私 は扶助協会に入れて欲 しい とお願 いして

いるのではあ りません。ただこの婦人の組織

が存在 しているだけで，私 は多くの ものをそ

こから得ることがで きるか らです。私は会員

でな くても， この組織か らはるかに多くの も

のを得てい ます。

私は，扶助協会 という名称が将来も変わ ら

ないように願っています。 この名称は，予言

者ジョセブ ・ス ミスか ら婦人たちに与えられ

たあの宣言に直接由来 しているからです。そ

の調和した完全なプログラムは，おのずか ら

女性の求め るすべての価値 ある必要にこたえ

るものであ ります。

全員が文学，絵画，音楽，時事，家事技術.

や ，特に霊的生活に常に触れて，良い思いや

良い感情，価値ある才能を存分に表現するよ

う励まされ ます。

私の妻は食料品店か ら帰 って来ると，す ぐ

に使 う物 を別に し，使わない物は保存 します。

中には緊急用の物 もあ ります。

また，全然 自分たちが使わない物 もよ く買

ってきます。それはほかの人たちの分 です。

妻は扶助協会か ら帰る時同じように，今度

は霊の生活必需品を抱えて帰 ってきます。す

ぐに使 うものもあれば，保存するものもあ り

ます。けれ：どもその大半はほかの人のための
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ものです。

妻の保管庫は扶助協会に出席するお陰でい

つ も補充され，妻は折々に以前の扶助協会か

ら得 たもの を取 り出しています。

繰 り返 しますが，私は扶助協会の会貝では

あ りません。けれども私たちは家族 として，

扶助協会会員の姉妹たちとの交 わりの中で，

恩恵 を被 ってい ます。

もう何年 も前のことにな りますが，ある指

導者は次のように語っています。「教会の女性

の居場所は男性の前でも後で もない，隣 りで

ある。」(ジョン・A・ ウイッツオー，E加46η6θs

αη4R600ηo薦 α'勿ηs「証言 と和解」p .305)

扶 助 協会の組織の手順 を見ると，教会の男

性 と女性の関係がよ く分か ります。

扶助協会は徳ある女性，堅実な女性，組織

化された女性 たちのためにあります。敬凄 な

女性，霊的な女性，勤勉な女性，既婚女性，

未婚女性，若い女性，年輩の女性，そのすべ

ての女性たちのために扶助協会があ ります。

このような女性たちの輪の中に，まだ足元

の定 まらない女性，迷 う女性，疲れ果てた女

性たちが迎 え入れ られ ます。扶助協会は孤独

な女性に計 り知れない祝福 をもたらします。

私は，ハ ロル ド・B・ リー長老の先妻の葬

儀が終わった後，娘 さんのヘ レンと一緒にい

ました。

その時だれかが彼女に次のようなお悔やみ

を言い ました。「お母様はお父様 を本当によく

お世話 しておられました。.きっ とお寂 しいで

しょう。お母様がして下さったいろんなこ と

を思い出してい らっしゃるのでしょうね。」

す ると，ヘ レンは深い洞察を秘めて こう答

えました。「いいえ，お分か りいただけないか

もしれませんが，父は母が して くれたことよ

りも，母 自身が亡 くなったことを悲 しんでい

ます。父にはいろいろなことをしてあげる相

手が必要なのです。」

私 たちには何か をしてあげる対 象が必要で

す。その必要が満たされない時に，私 たちは

孤独にな ります。扶助協会はその手段 を主の

k

…



方法で提供 しているのです。

姉妹たち，教会は皆さんを必要 としていま

す。教会は，服 のファッションか ら大 きな社

会問題まで，万事 において節度 と品位 を重ん

じる女性 を必要 としています。

教会には，組織化 された女性，組織できる

女性が必要です。計画，指導，実行のできる

手腕ある女性，教えることのできる女性，ち

ゅうちょな く意見 を述べ ることのできる女性

が必要です。

個人的に教える場合 も，指導者の責任 にあ

って も，霊感 を受けて導 くことので きる女性

が大いに必要 とされています。

世の風潮を見極め，たとえどんなにもては

やされても浅薄な ものや危険な もの を確実に

判別する識別の賜を持った女性が，教会には

必要 です。

人の気に入 られな くて も，正 しい立場 を取

ることのできる女性が，教会には必要です。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスは扶助協会を組織

した時に，「同情はさて置 き，毅 然たる性格」

(研 蕊oη 〔ゾ漉6C肱 名漉 「教会歴 史」4：570)

が必要 だと語 っています。

扶助協会は教会の福祉活動の中で非常に重

要な位置を占めています。 したが って，扶助

協会が強 くなければ，この計画は成功 しない

ことで しょっ。

私が このように扶助協会 をたたえるのは，組

織のためではあ りません。 この組織に属する

方々一人一人に祝福が もたらされているか ら

です。

ここで教会の姉妹 たちに申し上げたいと思

います。扶助協会に出席す ることは実際のと

ころ任意ではあ りません。これは大切なこと

です。

男性 にとって，神権 によって養われ る数々

の性格を自分の生活に生かす ことがひ とつの

義務であるように，扶助協会によって養われ

る徳を自分の生活に吸収す ることは，女性の

義務です。

先 日，私は数人の姉妹 たちが扶助協会につ

いて話 し合 うの を聴 きました。ひとりの若い

女性がこう言いました。「お年寄 りと若い入の

両方に気 を配ることは とて も難 しいわ。若い

人向けのレッスンやプログラムを計画すると，

お年寄 りはい らっしゃらないの。みんなを喜

ばせ ることをす るって，本当に大変だわ。」

姉妹の皆 さん， じっと家にいて扶助協会に

誘われるのを持つだけの姉妹でいて欲 しくな

いと思 います。そのような気持 ちはよくない

と思います。

祈 り，働 き，立派な発表 をす る忠実な姉妹

たちを励 まして下 さい。あなたが出席す るこ

とは，それだけで大 きな助け となるのです。

ある姉妹たちは，扶助協会 を正餐のように

考えて，味覚 を堪能 させ るメニューを真剣に

捜 している風が うかがえます。

姉妹の皆 さん，神権会 に出席するのが兄弟

たちの義務であるのと同 じように，扶助協会

に出席することは皆 さんの義務です。

私はある姉妹 たちが次のように言 うの を聞

いたこ とがあります。「扶助協会は何 も得るも

のがないか ら出席 しないのです」 と。

ではここで，ひ とつの実話 をお話 したいと

思 います。

扶助協会 と教会の若い女性の組織は，1888

年 に全国婦人会議 と国際婦人会議の創立会員

にな りました。この両会議の設立 目的は，主

として婦人参政権運動の推進 と婦女子の地位

向上 にあ りました。 、

その後長年の間， 当教会の代表者たちは，

社会情勢や指導者や指導者の対モルモン観な

どによ り，良 き時代，悪 しき時代 と，数々の

時代 を過 ごして きました。

1945年4月 に，ベル ・ス ミス ・スパフォー

ド姉妹が扶助協会会長 にな りましたが，支持

されて1，2週 間後に全国婦 人会議か ら，ニ

ュー ヨーク市で年次大会が開かれる旨の通知

が 届 きました。

スパフォー ド姉妹はかつてその会議に出席

した経験が ありました。そこで扶助協会会長

会は以前の経験か ら，招待 を受諾 したものか
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どうか何週間 も検討しました。

その結果，扶助協会 は婦人会議脱退の提案

を大管長に提 出す るこ ととし，理由を連ねて

書類を作成 しました。

スパフォー ド姉妹は心配げな面持ちで， ジ

ョージ ・アルバー ト ・ス ミス大管長の机上に

書類を差 し出し，「扶助協会会長会は，この書

面にある理由によ り，扶助協会中央管理会が

全国婦人会議 と国際婦 人会議か ら脱退するこ

とを提案致 したい と存 じます」 と言いました。

ス ミス大管長は書面 にじっ くり自を通 し，

半世紀以上 も続けて きたのに， と申しました。

スパフォー ド姉妹は，ニュー ヨー クまでの

旅費は高 く，時間も取 られ，侮辱 された経験

もあ りますか らと説明をいたしました。そ して，

「会議からは得るものがないので身を引きた

い」と言いました。

すると知恵に満 ちて円熟 した老予言老は，

椅子の背に寄 り掛か り，唖然 とした様子 で 「何

も得 るものが ないか ら脱退 したいと言われる

のですか」 と尋ねました。

「ええ
，そうしたい と思います。」 と姉妹

は答えました。

大管長は，「それでは，あな たはその会議に

どのような貢献をしてお られ ますか」 と聞き

ました。

織 パフォー ド姉妹，驚きました。あなた

はいつ も，何が得 られるだろうか とばか り考

えておいでですか。何 を提供 しなければなら

ないか とい う立場で考 えてはいらっしゃらな

堕.u

大 管長はその書類をスパフォー ド姉妹 に返

し，断固とした口調で，「婦人会議は続けて下

さい。あなたの影響力 を是非発揮 して下 さい」

と言いました。

そして，スパフォー ド姉妹は言われた通 り

に しました。 この ように，スパフォー ド姉妹

は賢明な予言者か ら優 しく正 されて，その後

婦人会議の議長になったので した。

今，私はその同 じ言葉 を教会の一入一 入の

姉妹に申し上げたいと思 います。「扶助協会か
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ら得 るものがない」 という理由で出席しない

方々に， あなたは扶助協会にどのような貢献

をしていますか とお尋 ねしたいと思います。

私は心か ら扶助協会 を支持 します。それが

全能の神 よりの霊感によって組織 されたこ と

を知 っているか らです。扶助協会は創立以来，

多 くの祝福 に 浴 してきました。 この組織は

落 日ではな く，昇 り行 く朝 日です。そこから

放射す る光や 力は，衰微せず，増大を続ける

ことで しょう。

私は，現在の扶助協会が霊感を受けた賢明

で有能な女性 たちによって指導されているこ

とを知 っています。彼女たちを通 じて，訓練

に乏 しい人，孤独 な人，独身の人たちの不満

は，平安 と幸福に座 を明け渡すことでしょう。

霊感に欠けて道を迷 うとまどいは，確信 と

指導に とって代わるこ とで しょう。

この数 カ月間，祈 りの気持 ちをもってこの

事柄 を考 え， この組織 の頭が主であることを

思い巡 らしました。私 は腹蔵な く，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会の扶助協会 を支持 し，

賞賛し，神に姉妹たちへの祝福 を祈 ります。

なぜ ならば， これは神 の教会であ り，私たち

は予言者に よって導かれているか らです。イ

エス ・キ リス トのみ名によって申し上げます。

アーメン。

七十人第一定員会会員

レックス ・D・ ビネガー

愛の贈り物

教会プログラムの目的は，教会員が神と隣人

を愛廿るようになるよう援助を与えることで

ある

私 の友人がテキサス州ダラスから飛行機で
ソル トレー ク ・シテ ィーの自宅に帰る途

中でのことである。彼の頭の中は，近々家族



が迎えるある重大 な出来事のことでいっぱい

であった。一 人息子が数 日中に異国へ伝道に

出るという。彼は愛する息子 を思い，考えに

ふけった。「私の息子が教会のことを教 えるた

めに遠い国へ 出掛けて行 くとい うのだか ら，

この教会は一番の教会のはずだ!」 そこで彼

はメモ用紙 とペンを取 り出 し，最：良の教会に

求め られ る特性 を列挙 し始めた。

彼はこう書 いた。「若い人を育成するプログ

ラム，スポー ツプログラム，健全な活動プロ

グラム，子供 を教 え， しつけるためのプ ログ

ラム，女性の技術や才能 をみが くプログラム，

貧 しい人，病人，身寄 りのない人，被災者た

ちを援助するプログラム，労働 と奉仕のプロ

グラム，家族 と個 人の霊的成長を図るプ ログ

ラム」

こうして彼は，沢山の事項 を挙げ，見事 な

リス トを作 り上げた。その後，.自分の所属す

る末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会に，すべて

の人の必要を満たすプログラムが あることに

満足した。そして確かに息子が代表 して然る

べ き最良の教会だ と結論 を下 したのであった。

友入は列挙 した最良の教会のす ぐれた特性

に気 を良 くして，隣 りの席の紳士にそれ を見

せ た。す ると，金融会社の役員であったその

紳士は，大 きな関心 を寄せた。ふた りは一緒

に リス トを見ていたが，最後にこの実業家は

私の友人にこ う言った。「私なら教会に何を求

めるか，知 りたい と思いませんか。ただひと

つ，教会の信者が 『自分 を愛するように隣 り

人を愛せ よ』 とい う救い主の教えを実行 して

いるか どうか とい うことです。」

私の友 人は，この経験か らひ とつの大切な

教訓 を学んだ。つ まり彼は， これらのプログ

ラムの 目的は，教会員が神 と隣人を愛せ るよ

うになるよう援助 を与えるこ とである という

ことも知 らずに，教会のプログラムをあの紳

士 に教えていたのである。私はその友人の許

可をいただいて， きょう皆さんに彼の経験 を

お話 した次第である。ここで皆さん と，次の

聖句について考えてみたい。

「心 をつ くし，精神をつ くし，思いをつ く

し，力 をつ くして，主なるあなたの神 を愛せ

よ』。

第二はこれである，『自分 を愛するようにあ

なたの隣 り人を愛せ よ』。これより大事ないま

しめは， ほかにない。」(マ ルコ12：30-31)

故 郷 を離れ，友人，家族を残 し，安穏 と安

楽をあ とにイエス ・キ リス トの福音の教えを

携えて全世界の見知 らぬ隣人たちの中へ 出で

行 く，あの友人の息子 と，同じく2万7千 人

の若者たちを駆 り立てる力は，ほかならぬ主

と隣人 とに対す るこの愛なのである。私たち

が犠牲 をいとわずすべてを尽 くして， 自分の

生活に喜 びと幸せ をもたらした教 えを伝えよ

うとす るのは， とりもなおさず主 と隣人を愛

してい るか らである。末 日聖徒は神が生きて

お られ ることを宣言する。神は全 人類 を愛 し

ておられる。神は，悔い改めて従 うすべての

人々を，永遠 の喜びと幸福に導いて下 さるの

である。

世の人々は現在何か信 じられるものを求め

てさ迷っているように思われる。最近一流出

版社が行 なった全国的な調査か ら明 らかなよ

っに，人々は今キリスト教徒の生活の基盤をな

す信仰に活力 を呼びもどす宗教，……先祖が

抱いていた力強さを与えて くれる宗教，……

家族関係 を密 にしてくれる宗教，…… この偉大

な国を築 きあげた開拓者魂 を呼びさまして く

れる宗教 を切実に欲 している。(1978年8月

15日 ， リトルページ広告会社調査報告 より)

この調査結果を見ると，末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会の基本概念が人々の求めている宗

教 と合致していることが分かる。ニュー ヨー

クに本拠を置 くある出版社は次のように論評

してい る。「混迷 の時代に，彼 ら(モ ルモン教

徒)は きわめて明確な答えを提示 している。

……人心の転換 を待 ち望 んでいるこの一大世

界において……近い将来における彼 らの発展

の見通 しは明 るい。」

先 日，11歳 になる私の娘 クリステンが，心

配なことがあると言って私の所にやって来た。
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よ り善い，義 しい生活を希求する人ならだれ

でも同 じ思いを抱 いているのではないだろ う

か。娘はこう言った。「パパ，イエス様の よう

な生活を一 日だけでもす るようにって言われ

たの。でも，1週 間頑張 ってもできないの。

毎 日， きょうこそは頑張 ろ.うって思 うの よ。

でも， で きな くって， また次の 日ってなる

の。」

私は この ようなジレンマ を経験す る人たち

か らよ く相談 を受 ける。彼 らは自分の生活を

正 したい，変えたいと思 っている。 しか し，

何回 も失敗 を重ねて，罪の重荷 を下ろす方法

はもうないと感 じている。逃れる望み もな く，

悲 しみ と絶望 に打ち沈んでいるのである。

私たちは皆神 を愛するように言われている。

その神が私たちに対 して完全 な愛をもってお

られることを忘れてはならない。世の人々は
'皆
，救い主の愛に伴 う大いなる蹟 いの力を知

る必要がある。主は私たちを深 く愛 してお ら

れ る。私たちが悔 い改めて主の教 えに立ち返

るならば，主は私 たちの犯 した悪 い行 ないを

赦 し，それ を忘れると約束 して下 さっている。

(教義 と.聖約58：42参 照)ま た，私たちを深.

く愛 してお られることか ら， 罪の代価 を喜ん

で支払 って下さったのである。主 は私.たちの

ために苦 しみ，私たちのために死 なれた。ま

た主は，「わたしに従ってきなさい」 と言われ

た。重荷を主にゆだねていただきたい。救い

主の願いは，私たちを引き上 げ，助け，導き，

そして救 うことである。

ヘン リー ・ドラモン ドが書い.た，キ リス ト

の愛をテーマ とした古典文学 に，死 を間近に

した少年を見舞 った男の話がある。男は片手 ・

を少年の頭に按いて慰めた。「『坊や，神様は君

を愛 しているよ。』す ると少年 はベッドか ら身

を起こし，家中の人々に 『神様はぼ くを愛 し

てる!神 様はぼ くを愛 してる./』 と大声で

叫んだ。このわずかひ と言が少年 を変えた。

神か ら愛されているという気持ちが少年の全

身をめ ぐり，気持 ちを和 らげ，新 たな活力を

生み出したのである。これ こそ，神の愛がか
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た くなな人の心 をとか して，忍耐強 く，謙虚

で，穏やかな無私の人間を出み出す さまであ

る。これ以外に方法はない。何 も不思議なこ

とはない。私たちは人々を愛し，一人一人を

愛 し，敵をも愛する。それは，神が初めに私

たちを愛 して下 さったからである。」(㍑6

G泥 磁6舘 ηz加g腕 漉6仰b7躍 「世 界で最 も大

いなるもの」pp.47-48)

この ような主の深い愛 を知 ると，主 と隣人

に対す る私たちの態度はます ます変わって く

る。主は言われた。「わたしがあなたがたを愛

したように，あなたがたも互 に愛 し合 いなさ

い。」(ヨ ハネ13;34)

何週 間か前に，私はある人か ら贈 り物 をい

ただいた。美 しい包み をほ どき， 中から出て

きた ものを見て一瞬驚いた。それは高価な品

物であった。以前その贈 り主の事務室で見た

時に，それが調法で素晴らしいことをほめた

ことがあった。造 りも精巧で，非常に高価な

ものである。私がこの大切な贈 り物に心 を動

か されたのは， それが高価だか らとい うので

はな く，贈 り主の大きな愛 を知ったか らであ

る。その品物は贈 り主 自信に とってもお金で

は買 うことのできない大切な物であった。彼

自身 もそれ 奢愛す る人から贈 られ，そのこと

か ら励 ましを得，幸せ を得たのだった。それ

が今度は私 を幸せにす るために私への愛の し

るしとしてその最 も貴重 な宝を贈って下 さっ

たのである。

この キリス トの ような愛の模範をは じめ，

家庭や教会で出会 う人々め間で示される様々

な愛の贈 り物に，私は.心か ら感謝 している。.

このような経験か ら，私は 自己を奮い立たせ，

自分 も人々に愛を示そ うとい う望み を培って

きた。

願わ くは，末 日聖徒イエス.・キ リス ト教会

の会員である私 たちが まず この一番大切な戒

め をよ く覚 え，実践で きるように。そ して心

を尽 くし，精神 を尽 くし，思いを尽 くし，力

を尽 くして，主を愛す るように。神のすべて ・

の戒めに従 い，私たちの最大の愛の贈 り物で



あるイエス ・キリス トの福音を隣人に分かちゴ

その愛 を示すことが できるように。私はこの

イエ不 ・キリス トの福音が真実であ り， この

地上にある最大の主であるこ とを証する、イ

エス ・キ リス トのみ名により申し上げる。ア

ーメン。

十二使徒評議員会会員.

ハ ワー ド ・W・ ハ ンター

真実の宗教

同胞に十分な愛を示せないからといって自

分には宗教心がないとする入は，実に気の毒

である.

少 し以前に・国の さる有力者 との会見言己を
読 んだ ことがある。彼は自分の現在の関

心事 を問われてこう答えた。「私は格別に宗教

心のある人間ではあ りませ んが，宗教によっ

て勧め られている行動 には どうも私には しっ

くりこない何かがあ ります。」私 はその言葉 を

聞いて，彼が どうして政治や社会の問題を宗

教 と結び付けるのか， またどうして自分を宗

教的な人間でないと考 えたのか合点が行かな

かったσその疑問の答 えは，宗教の定義にあ

る。

「宗教(名 ♂忽勿η)」 という言葉にはこれ と

いう定 まった定義があるわけではない。時に

は私的，公的を問わず礼拝 を指 して使われ る。

また，神聖なもの と世俗的なものを区別す る

ために使われることもある。霊魂不滅を信 じ

ることが宗教的であると見る人 もいる。宗教

という言葉 のごく.二般的な意味あいは，神 も

しくは神々に対す る信仰，すなわち神 を礼拝

す るこ とである。「宗教」という言葉はいわゆ

る救いの追求，または神聖 な源か ら来 る啓示

と関連付けて用いられる。

ジョセブ ・ス ミスは教会が組織 されて間 も

な く， 自分にあてられた質問状の回答を公に

した。その質問のひ とつに，「あ.なたの宗教の

基本原理 は何ですか」 というのがあった。そ

れに対 してジョセブ ・ス ミスはこう答えてい

る。「私 たちの宗教の基本原型 よ 使徒，予言

者の証である。すなわち，イエス'・キリスト

が亡 くな り，葬 られ，3日 目によみがえ.って

天に昇 られたことについて立てた証である。

私たちの宗教のその他のことはすべて，この

証に加え られた補足にすぎない。」(ジ ョセブ・

スミス，研 舘oη げ 漉θCぬ卿腕 「教会歴史」3：

30)

聖 典 には，多 くの事柄について定義を見い

だす ことができる。 しか し聖書が一種の宗教

専門書 と言われなが ら，旧約聖書には 「宗教

(雇 忽oη)」 という言葉が見当た らず，新約

聖書にわずか数ヵ所 出て くるだけ というの も

興味深い。その箇所をここで取 り上げてみた

い 。

「宗教」 とい う語が初めて出て くるのは
，

アグリッパ王の前で信仰を擁護 したパ ウロの

言葉 である。パウロはアグリッパ王に，「わた

しは，わたしたちの宗教の最 も厳格な派に し

たが って，パ リサイ人 としての生活をしてい

たのです」(使 徒26：5)と 言 った』パウロは

ユダヤ人の3つ の宗派，すなわちパ リサイ派，

サ ドカイ派，エ ッセネ派 を引き合いに出して，

自分はその中で も一番厳格 なパ リサ イ人とし

て生活していた と述べ たのである。ユ ダヤ 人

は教義 よりも儀式，信条よ りも典礼 を重んじ

たので， パ ウロも宗教 の教義や 信条ではな

く，むしろ礼拝 の形式のことを問題にしてい ・

る。

次に 「宗教」という言葉が登場するのは，こ

れもパウロが ガラテヤ人へ あてた書簡にある。

パウロはこう述べている。「ユダヤ教(ル ωS'副ゴー

gガo勿.を 信 じていたころのわ.たしの行動につ

いては，あなたがたはすでによ く聞いている。

すなわち，.わた しは激 しく神の教会 を迫害 し，

また荒 しまわっていた。」(ガ ラテヤ1：13)パ

ウ ロが キリスゴトに従 う者や キリス ト教徒であ

15



る と告白する者を迫害 したことは よく知 られ

ているが，一体彼はなぜ あの ようなことをし

たのであろうか。何がパウロを残忍な行動に

走 らせたのであろうか。パ ウロはその疑問に

答えて， 自分は先祖の宗教，すなわちヘ ブル

人として先祖か ら受け継いできた習慣，律法，

そして鉄 のように厳 しい規則 を持つ宗教に従

って生活 していたか らであると述べている。

そのような鉄の規律が，パウロをキリス トの

弟子に対す る容赦のない迫害に駆 り立てたの

である。パウロはガラテヤ人への書簡の中で

も，アグリッパ王に弁明した時 と同 じように，

宗教 を教義や信仰 としてよりも規律 としてと

らえている。

次に新約聖書に出て来る3番 目の 「宗教」

という言葉であるが，それは，「離散 している

十二部族の人々へ」(ヤ コブ1：1)書 かれたヤ

コブの手紙の中にある。「もし入が信仰深い者

だ と自任 しながら，舌 を制することをせず，

自分の心 を欺いているな らば，その人の信心

(謝 卿oη)は むなしいもので：ある。」(ヤコブ

1：26>

ヤ コブはここでパウロが述べ た礼拝の形式

や厳格な規律 とは一線を画した清い宗教 とい

うもの を簡明に定義 している。ヤ コブはこう

言った。「父なる神のみまえに清 く汚れのない

信心 とは，困ってヤ・る孤児や，や もめ を見舞

い，自らは世の汚れに染 まずに，身を清 く保

つことにほかならない。」(ヤ コブ1：27)こ

の言葉は簡単 で気取 りはみ じん もないが， そ

の意味するところは深.〈，計 り知れない重み

がある。「孤児や，や もめ を見舞い」という言

葉は，私たちに隣 人や同胞を思いやるべ きこ

とを思 い出させて くれる。これは，救い主が

愛 として しば しば語 られた教 えでもある。主

は次のように言われた。「自分を愛するように

あなたの隣 り人を愛せよ。」(マ タイ22：39>

これ がヤ コブの言 う神への愛 と献身であり，

隣人に愛をもって仕 えることである。ヤ コブ

はそれを，孤児やや もめ を例 に取 って語 った

のである。
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ヤ コブが述べた宗教の定義の第2は ，「世の

汚れに染 まらない」 ことである。世の汚れに

染まらないとは，簡単に言えば，世の もの と

な らず，罪や不義の汚れか ら離れることであ

る。パウロはこのことについて，ローマ人へ

の手紙の中でこう語っている。「あなたがたは，

この世.と妥協 してはならない。」(ロ ーマ12：

2)

つ まりヤ コブは，真実の宗教 とは世のもの と

ならず，隣入に愛 と思いや りを示す ことによ

って表わ され る神へ の献身である`と言ってい

る。こうい うと簡単す ぎて舌足らずに見える

が，この言葉の中には重要な真理が含 まれて

いる。換言すれば，真実の宗教 とは罪か ら離れ

る(す なわち汚れに染 まらない)だ けでな く，

誠心誠意親切 を尽 くし，.奉仕の業 を行な うこ

とであると言 える。

ベ ンジャミン王は，塔の上から民に語った

時，すでにこのこ とを悟っていた。王は 自分

が人民への奉仕に 日々を捧げてきたことを次

のように語った。「これを自慢 したい と思って

言ったのではない。私が務めたのはただ神の

ために務めただけである。

ごらん，私がこれ らのことを言 うのはお前

たちに知識 を与えるためであって， またお前

たちが同胞のために務め るのは， ただお前た

ちの神のために務め るのであるこ とを悟 らせ

るためである。」(モ ーサヤ2：16-17)

マ タ イによる福音書には，次のように記さ

れている。「わたしの兄弟であるこれらの最 も

小 さい者のひ とりにしためは，すなわち，わ

たしに したのである。」(マ タイ25.：40)

予 言 者ジ ョセブ ・ス ミスの生涯はこれと同

じ属陛，すなわち友人や 同胞，全入類， そし

て神に対す る奉仕がうかがわれ る。ジョセブ

の親友であったジョン ・テイラーが予言者の

沈んだ気持 ちを慰めるために歌 を歌 ったのは，

予言者 ジョセブが カー.セー ジの獄 内に捕 わ

れ殉教する丁度2時 間前のことであった。 こ

の歌は困っている人を助 け，飢えて死にそう

な人にパン.を分け与えるという歌詞に始まっ



ている。その中か ら少 し抜粋してみ よう。

悩める旅人 われの前過 ぎて

われの断 り得ぬ 助けをもとむ

何処の ものか その名 も聞き得ね ど
ゆ え ひ 　

故知らず其の眼に わが愛惹かる

食べ物少きとき かれ来た りて

食事 を求めぬ われはみな与 う

彼は祝 して食べ われにも分けぬ
くず

す ぐそれ食べれば 屑はマナな りき

これに続 く節には，渇いた人に飲 ませ，裸

の人に着せ，疲れた人を休 ませ，傷ついた人

を治 し，獄舎にいる人の苦 しみ を分かつ こと

が歌われている。そ して最：後の節で，救 い主

がそのみ姿 を現 わされる。

この旅人見る間に 姿かわ り

救い主 とな り わが前に立ちぬ

「恐 るな
，わがため 恥 じず なせ しわざ

おぼえらる」 とわれ 呼び℃言いたまいぬ

(讃 美歌149番)

ノ.

義，正直，公正，善行を愛することは， とり

もなおさず生 まれつ き宗教心があることの，

確かな証拠である。」

スミス大管長 はこ う続けている。「あなたの

心 を調べ てご覧なさい。きっ と心の奥底にこ

の特質があることが分か るであろう。それが

分かった ら，この特質 を伸ばし，育んで， 自

分の救い を得 られるように しなさい。」σNot

NaturallyReligious"1吻 γoηθ窺6彫E㍑ 『生来

宗教心がないと言う入』 インプルーブメント・

エラ1906年4月 号，p.495)

私 た ちが同胞に仕 え，世の汚れに染 まらず，

真実宗教心のある者 として主に認め られる者

とな るように，イエス ・キ りス トのみ名によ

り祈 るものである。アーメン。

第 二副 管 長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

人 の 値

同胞に関心 と思いや りを示す十分 な愛が持

てないか らといって 自分には宗教心がないと

する人は，実に気の毒である。主はこう言わ

れるであろ う。「『これらの最 も小さい者のひ

とりにしなかったのは，すなわち， わたしに

しなかったのである。』

そして彼らは永遠の刑罰を受けヂ正 しい道

は永遠の生命に入るであろう。」(マ タイ25：

45-46)

ジ ョセブ ・F・ スミス大管長 は，かつてこ

う`記している。「自分には生来宗教心がないな

どと言ってはならない。 またそう言って，悪

い行ないや禁 じられた行為…∵・の 口実に して

はならない、……まこ との宗教の意味 を心に

留めて，外見においても，実質において も宗

教心のある人とな りなさい。 イエ スの証が予

言のみたまであるように，あなたが純潔，正

永遠の生命を得る望みを持ち，行動を起こ

すことが必要である

愛 する兄弟姉妹の皆様 私はこれか砿 の
値 ということについてお話 したいと思う。

したがってその間，主のみた まがあるように，

ともに祈 っていただきたい。

今か ら丁度58年 前の秋に，伝道の召 しを受

けて教会本部 を後にした時，私はこの手に一

枚の指示書 を握 りしめていた。それには次の

ような聖 句が記 されていた。

「汝 ら，入の値は神の前に大いなることを

憶えよ。

見よ， そは汝らの瞭い主なる主は肉体にて

死を受けたればな り。これを以て彼はすべて

の人々の悔い改めて彼に来 らんために，すべ

ての入々の苦を受 けたり。」(教義 と聖約18：10

17

塾



一11)

ここで主は，ご自分が 「すべての人々の苦」

を受けたことを述べ， また人の値が非常に高

いことを強調 しておられる5こ の言葉 の重みは

その苦 しみがどれ程大きかったか を知れば一

層明確になる。ルカはゲ ッセマネの園におけ

るキ リス トの祈 りを次の ように記 し.ている。

「そしてご自分は
，……ひざまずいて，祈

って言われた，

『父よ，みこころならば， どうぞ， この杯

をわたしか ら取 りのけて下 さい。 しか し，私

の思いではな く，みこころがなるように して

下 さい。』

その とき，御使が天か らあらわれてイエス

を力づけた。

イエスは苦 しみ もだえて，ますます切に祈

られた。そして，、その汗が血のしたたりの よ

うに地に落ちた。」(ル カ22：41-44)

それか ら1800年 の後，主は 自らその時の苦

しみについて次の ように述べ られた。

「今われ汝に命ず
，悔い改め よ。……汝の

痛苦甚しからざらんがために悔い改めよ。す

なわちその痛苦の如何に甚 しきかを汝知 らず，

その如何に強烈なるかを汝知 らず， また如何

に堪え難 きかを汝知 らざるな り。

見 よ，われは神なるに，人もし悔い改むる

ならばこの苦 しみを受けざらんがために，す

べての者に代 りてこの苦 しみをわが身に受 け

た り。

されど，人もし悔い改めずば誠にわれ と同

じ苦 しみを受け ざるべか らず。

その苦 しみたるや，われ神，すなわちすべ

ての中最 も大いなる者な りといえども痛苦の

ために身をふるわせ， あらゆる毛の孔 より血
ふた

を湧かせ，身と霊 と両つなが らを苦 しめ，す

なわちこの苦 きさかずきより呑 まず して しり

ごみするも可な らんことを欲 したり。
ほ

然はあれ ども，父なる神 は讃むべ きかな。

さればわれはこの苦 しみをなめ，人の子らの

為に準備 を為 し終 りた り。」(教 義 と聖約19：

15-19)
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こ の近代の聖典に記されているように，主'

が 人の値 を高 く評価 してお られ ることは，古

代の予言者に与 えられた啓示か らも明らかで

ある。主は人の値が いかに高いものであるか

を予言者の心に銘記 されるために，何人かの

予言者たちに大 いなる創造物 をかいま見させ，

ついでそれ らの創造物が 「人に不死不滅 と永

遠の生命 とをもたらす」(モ ーセ1：39)と い

う目的 を達成させ るための ものであることを

告げられた。

エ ノクは神の創造物を示現で見た後に，次

のように宣言 した。「人もしこの世 界と言 う微

粒子，げにか くの如 き幾百万の世界を数え得

た りとすれば，そは主の造 りたまい しものの

数の始めにはあらざらん。」(モ ーセ7：30)

主 は 同じくモーセにも創造の模様 を示して言

われた。「われは，無数の世 界を創 り々り。……

一つの世 界とそれにつける天の過 ぎ行 く時

は，誠に別の生活を生ず。か くしてわが業に

もまたわが言に も終 りな し。

見 よ， これわが業にしてわが栄光，すなわ

ち人に不死不滅 と永遠の生命 とをもたらすな

り。」(モ ーセ1：33，38-39)

これらの聖句は詩篇作者の疑問に対する答

えで もある。

「わた しは
， あなたの指のわざなる天を見，

あなたが設け られた月と星 とを見て思います。

人は何者 なので， これをみ心に とめられる

のですか，

人は何者 なので， これを顧み られ るのです

か。

ただ少 しく大を神 よりも低 く造って，

栄え と誉 とをこうむ らせ，

これにみ手のわざを治め させ，

よろずの物 をその足の下におかれました。」

(詩篇8：3-6)

この 計 り知れない価値 を有する人間とは一

体何だろ うか。 この深遠な疑問に対す る答え

は，天からの直接の啓示による以外に得るこ

とはで きない、それが重要 であればこそ，神

が御 自ら人々に語 りかけ， また天使を遣わさ



れたのである。 このことは まず 時 の初 めに

アダム とイヴに啓示 された。 そして， それぞ

れの福音の神権時代に 「主が選 びた もう者」.

(モロナイ7：31)， す なわち主の予言者たち

に明 らかにされてきたのである。

予言者たちは主か ら告げ知 らされたこれら

の真理を忠実に証 した。 これは，民がふ さわ

しい限 り，聖霊の力によってこの真理 を知 る.

こ とができるようにするためである。(モ ロナ

イ7：32参 照)

この ようにして，私たちは人が何者であ り，

何なのか を知 った。私たちはこのような知識

を与 えて下 さった神に感謝 と賛美を呈 したい。

そ して，私たちは今次のことをはっきりと証

することができる。

入間は二元性の存在，すなわち霊 と肉体か

ら成 る生命体 である。霊はこの地球が創造 さ

れるはるか昔，前世において個々に独立 して

存在 していた。事実，この地球は霊が死すべ

き体 を受ける場所 として特別に創造 されたも

のである。

霊の特質について聖典の中で最 も明確に述

べ られている箇所は，イエスが紀元前2200年

に霊体でジェレ ドの兄弟にみ姿 を現わされた

ところである。 イエスはその時，次のように

言われた。

「見 よ
。……われはイエス ・キ リス トな り。

汝らが わが形にか たどりて造 られたること

を今汝は見ずや。最初に一切の人々はわが形

にかたどりて造 られたり。

見よ、今汝が見るこの体はわが霊体 なり。

われはわが霊の体にかたどりて人を造れ り。

われは今 わが霊のまま汝に現 わるると同 じ形

の肉体を具えてわが民にもまた現われん』と。」

(イ テル3：14-16)

この こ とか ら，肉体は霊の体にかた どって

造 られたことが明 らかである。

人の起源

人は本来，神の息子である。人の霊は 「神

より生れたる息子 と娘」(教 義 と聖約76：24)

融 暖
なのである。独立 して存在 していた英和は，

この誕生の過程 を経て，それ ぞれ霊の存在 と

して組織 されたのである。

人の行 く末

霊 たちは前世における自らの行ないによっ

て，次のふたつの特権を与えられた。(1)霊

の幕屋である骨肉の体を有す る特権，(2)生

け る霊の結合体 として不死不滅の状態になる

こと。

このふたつの 目的 を達成させ るために次の

ような計画が定められた。(1)誕 生。誕生を

経て霊は骨肉の体を得る。(2)死 。死によっ

て，霊 と体は一時的に分離す る。(3)復 活 。

霊 と体は贈われて再び結合 し，二度 と分離し

ないようになる。

こうして主がモーセに言われた 「これわが

業にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅 と

永遠 の生命 とをもた らす な り」(モ ーセ1：

39)と い うみ言葉が完成す るのである。キリス

トは死に打 ち勝 ち， ここで言われている不死

不滅 の肉体 をすでに受けておられる。

しか し，それだけではない。主は人々のた

めに，それ以上のことを行なわれた。

キ リストの購罪によって入々が永遠の生命

を得 られるように道 を開 いて下さったこ とで

あ る。主はすべての人に不死不滅を保証 され

た。しか し，必ず しも永遠の生命は保証 して

お られない。

不死不滅の体 を得 た人々の間には，階級の

違いが生 じるであろう。「この星 とあの星 との

間に，栄光の差がある。死人の復活 も， また

同様 である。」(1コ リン ト15：41-42)ノ ぐウ

ロはこのように教 えている。

不死不滅 とは，終わ りのない生活 を意味す

る。

一方
，永遠の生命 とは生活の程度，すなわ

ち不死不滅の最：高の状態，昇栄，神 ご自身が

享受されてお られ る生活を意味 している。

人間の可能性
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この永遠の生命へ到達する過程で， 人は各

自の可能性 を最大限に伸ばす必要がある。 し

かもそれをこの世 で達成しなければならない。

神ご自身，栄光 を受け，復活し，不死不滅 と

永遠の生命 を受け られた御方である。その神

の子供である人間は宇宙を支配する自然の法

則に従 う限り，天父の得ておられる最高の状

態。すなわち完全の域に到達す る可能性 を持

っているのである。ヨハネはこの真理 につい

て次のように記 している。「わたしたちは今や

神の子である。しか し，わた したちが どうな

るのか， まだ明らか ではない。彼が現わる時，

わたしたちは， 自分 たちが彼に似るもの とな

ることを知 っている。」(1ヨ ハネ3：2)

この ような高い状態に至 ることの必要性に

ついて，主はこ う命 じられた。「それだか ら，

あなたがたの父が完全であられるよ うに，あ

なたがたも完全な者 とな りなさい。」(マ タイ

5：48)

永 遠の生命は，福音の律法 と儀式に従 う者

にのみ与 えられるのである。イエスはこう言

われた。「永遠の生命に行 く道は細 く，その門

は狭 くしてこれを見出す者 は少 し。」(IIIニ ー

ファイ27：33)

イエ スは永遠の生命に至 る門は狭 く，その

道が細いことをしば しば民に教 え，警告され

た。このことは聖典 のほかの箇所に も記述 さ

れている。 しか し同時に， 入るその 門 と道

にふさわしい者すべてに開かれていることを

明らかにしてお られ る。主は次のように述べ

てお られる。

「誠に
，主か くの如 く言 う。その罪を捨て

てわれに来 り， わが名 を呼び，わが声に従い，

わが誠命を守るあ らゆる人々は，わが面を見

てわれ在るを知 ることあらん。

われこれ らの ことばを汝らに告 ぐるは，汝

らわが言 うところを聞きて礼拝の方法 を覚 り

て知 り，礼拝す るものを知 り，か くしてわが

名によりて御使に来 り，而 して時至 りて御 父

の完 きを受けんがためな り。

もし汝らわが誠命 を守 らば，御父の完 きを

20

受 け，わが御父に於 ける如 く，汝 らわれにあ

りて栄 を得べ し。」(教 義 と聖約93：1，19-

20)

主 ご 自身が述べておられるよ うに，人に永

遠の生命 をもた らすことこそ，神の無上のみ

業であ り，栄光 なのである。

人の値はこの ように：尊い。確かに「人の値は

神の前にて大いなる」(教 義 と聖約18：10)も

のである。 したがって，人にとって も価値の

あるものでなければならない。

人に永遠の生命をもた らすこ とが神のみ業

であ り，栄光であるとす るならば，私たち自

身，永遠の生命 を得 る望みを持 ち，行動を起

こす ことが必要である。 さらに， 自分だけで

な く，同胞にも永遠の生命をもたらす ように

しなければならない。そして，人がそれぞれ

自分は何者であり，何なのか，すなわち自分

の属性，起源，行 く末，可能性 を完全に理解

するな らば， それができるはずである。

永遠の生命に比べ ると，そのほかのものは

すべて取 るに足 らず，まった く価値がない。

その ことについて， イエ スは次のように述べ

てお られる。

「人が全世 界をもうけて も
， 自分の命 を損

したら， なんの得になろうか。

また， 人はどんな代価 を払 って，その命を

買いもどすこ とができようか。」(マ ルコ8：

36-37)

最 後に， この大会の話 を聴 きなが ら， しか

も回復 されたイエス ・キ リス トの福音をまだ

受け入れていない友人の皆様に短かいメッセ

ー ジをお送 りしたい。

これ まで述べて きた人の値に関す る真理は，

決 して 目新 しいことではない。先程 もお話 し

たよ うに， このことは時の初めにすでにアダ

ムに啓示 されていた。そしてア ダムは 自分の

子供 たちにそれを伝 えた。 また，その後の神

権時代においても， この真理が繰 り返 し人々

に明らかにされて きた。また，時の絶頂に至

っては， イエス御 自ら，世の人々にこのこと

を教 えられたのである、



きょう皆様にお伝 えしたい特別なメッセー

ジは，聖典の中で時満ちたる神権時代 と呼ば

れているこの時代に，主は再び天を開かれた

とい うこ とである。そして人の属性，起源，

行 く末， そして，可能性が再 び私たちに告げ

知 らされたのである。御 父と御子イエス ・キ

リス ト， さらに古代 の使徒や予言者 たちは，

主が選びたもうた近代の予言者 を訪れ， これ

らの真理 と，イエス ・キリス トの永遠の福音

につけるすべての純粋で，分か り易い原則，

儀式，教えを回復 し，確認された。

福音の儀式 を執・行する権能である神権は，

再 び 人間の 手にゆ だね られ た。そしてキリ

ス トは再びこの地上にご自身の教会 を設立さ

れたのである。この教会には，私 たちが永遠

の生命を得るために，この世で しなければな

らないすべての事柄 を行 なう完全な権能があ

る。それは決 して人自らの力でできるもので

はない。

私 たちは皆様 を心か ら愛 している。皆様が

天父なる神の家庭の兄弟，姉妹であるこ とを

私は知 っている。 きょう，皆様が大会の話 を

聴いて下 さったことを私たちは心から感謝 し

たい と.思う。同時に，是非皆様に この教会の

教 えを学ぶようにお勧め したい。皆様が心 を

開き，祈 りの気持 ちをもって 「イエス ・キ リ

ス トのみ名により，永遠の父なる神に問 うな

らば，神は聖霊の力によって，これ らの事柄

が真実であるか どうか」(モ ロナ イ10：4)を

示 して下 さるであろう。

私たちはこの回復 されたメッセー ジを是非

皆様に知 っていただきたいと願っている。皆

様にその気持 ちがおありならば，教会の資料

をお送 りす るか，お届けしたい。あるいは，

皆様の ご都合が良い時においでいただければ，

このメッセー ジをお伝 えしたい と思 う。私た

ちはこのみ業 を推 し進 ゆるために，この身を

主に捧げている。私たちはその目的のために

召されているのである.、私たちは古代におけ

るキリス トの弟子 たち と同 じ責任 を受けてい

る。主イエスは私 たちに向かって，「汝ら全世

界に出で行 き，一切の生 くる者に福音 を説 き

…・・」(教 義 と聖約68：8)と 言 われた。

これらのことが真実であることを証 申し上

げたい。 もし皆様がこれ らのことを理解 し，

受け入れ るならば，ほかでは得 ることのでき

ない人の値の尊さを知 るはずである。それは

皆様 を永遠の生命に通 じる道に導 き，ひいて

は皆様の生活が変わ り，人知で測 り知ること

のできない平安がもたらされ ることであろう。

そのようになるようイエ ス ・キリストのみ名

によ りへ りくだ り祈 るものである。アーメン。

第 二 副 管 長 マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー
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第 一 副管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

神権に関する啓示と

教会役員の支持

去 る6月 初旬に・大管長会は・教会の資格
ある男性会貝全員に神権 と神殿の祝福 を

授けることができるという啓示がスペンサー・

W・ キンボール大管長 に下された と発表 しま

した。キンボール大管長の要請により， この

啓示が発表されるに至 つた次第をご説明致 し

ます。まず大管長は聖 なる神殿の神聖 な部屋

で長い時間瞑想 し，祈 った後にこの啓示 を受

け ました。そしてその後，大管長 はそれ を副

管長に提示 し，副管長 はそれを受け入れ，承

認 しました。次いで十二使徒定員会に提示さ

れ，十二使徒定員会 も全会一致でそれを承認

しました。引き続 きこの啓示は他の教会幹部

全員に提示され，同様 に全会一致 で承認され

ました。

キ・ンボール大管長の要請に従い，ここで大

管長会の書簡 を朗読させていただきます。

「1978年6月8日

末 日聖徒イエス ・キリスト教会の神権役 員各位

拝 啓

現在世界各地で主のみ業が進展 してお り，

多くの国々の民が回復 されたメッセージを

受け入れ，群をなして教会に加わっていま

す。私たちはこのよ うな発展を感謝 してい

ます。このことか ら私たちは，立派な生活

を送 っているすべての教会貫に，福音のも

たらすあらゆる特権 と祝福が与 えられるよ

うに望む気持ちを持つ よう霊感 され ました。

神 の永遠の計画の中でいつの 日か，すべ

ての資格 ある兄弟たちが神権 を受け るよ う

になるであろ うと約束 している過去の予言

者や大管長の言葉 を知 っていた私たちは，

神権 を差 し止め られている兄弟たちの忠実

な姿 を目に して， これら忠実な兄弟たちの

ために長い間，熱心に主に願って参 りまし

た。私たちは，何時間 もの間，神殿の一室

で主に導 きを願い求めました。

その結果，主は私たちの祈 りを聞き届け

て下 さいました。長い間待 ちこがれていた

約束の 日が訪れたことを，主は啓示によっ

て私たちに確認 して下ざいました。すなわ

ち，教会の忠実で資格 ある男性会員はすべ

て，聖なる神権 を，その神聖な権能 を行使

する権威 と共に受け ることがで き， またそ 『

れに伴い，神殿の祝福 を初め とす るすべて

の祝福 を愛する者 と共に享受できる日が訪

れたのです。従 って今後，教会のすべての

資格ある男性会員は，人種や肌の色を問わ

ず，神権への聖任を受け ることができます。

神権指導者は，アロン神権， メルケゼデク

神権，いずれの場合 も，聖任 を受けようと

する人が規定の標準にかなった生活をして

いるか どうか，教会の方針に従って入念な

面接 を行な うように して下さい。

主は，主の承認した もう僕の声に耳を傾

け，福音のあ らゆる祝福 を得 ようと自らを

備 える全世 界の主の子 らすべてに祝福を与

えようとしてお られ ます。私たちは，主が

その ようなみこころを今私たちに知 らせて

下 さったことを，ここに謹 んで宣言します。

敬 具

スペ ンサー ・W・ キンボール

N・ エル ドン ・タナー

マ リオン ・G・ ロムニー

大管長会 ・ 」

私た ちは，スペ ンサー ・W・ キンボールを

予言者，聖見者，啓示 を受ける者，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会の大管長 として認め，

この啓示 を主のみ言葉 とし，み こころとして

受け入れるように皆 さんに提議致 します。こ

の提議に賛成の方は右手を挙げてその意を表
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わして下 さい。反対の方があれば，同じよう

にその意を表わ して下 さい。

キンボール大管長，全会一致 の支持が得 ら

れたようです。これで動議 は通過致 しました。

次に，教会幹部 と役員の支持 を願 う前に，

キンボール大管長か らの次の声明をお読み し

たいと思います。

現在，全世界的に教会の発展が著 しく， そ

れに伴って教会幹部の旅行の頻度が増 し，責

任が重 くなってお ります。そこで，何 人かの

教会幹部の兄弟たちのために，職務の変更 を

考慮す る必要が生 じて参 りました。その兄弟

たちは，長年，無私の愛をもって献身的に奉

仕の業に携わ り，賞賛を受けるにふ さわしい

立派な働 きをして参 りました。そこでこの度，

これまで負ってきた責任を軽減するのが賢明

であると判断致 しました。

私たちは長い間，実際には数年 にわたって，

よく祈 り考慮 し，検討 した結果，教会幹部の

兄弟たちに必要 に応 じて新 しい特別 な地位 を

与えることとしました。す なわち， ある兄弟

たちを，七十人第一定貝会の名誉会員に任 じ

ることに致しました。 これらの兄弟たちは七

十人第一定員会か ら解任はされませ んが，実

際の業務には携 わ りません。これは，当人の

状態を考慮し，献身的な奉仕に対する感謝 を

表わす ものであ り，今後 も，必要に応 じてこ

の称号が与えられることにな ります。

ではこれか ら，教会幹部 と中央役 員，中央

補助組織役員の支持 をお願 い致 します。

私たちは予言者，聖見者，啓示 を受ける者，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の大管長 とし

てスペ ンサー ・W・ キンボールを支持 して下

さるよう提議致 します。 この提議に賛成の方

はその意を表わ して下さい。もし反対の方が

あれば，同じようにその意を表わして下 さい。

.大管長会第一副管長 としてナサ ン ・エル ド

ン ・タナー を，第二副管長 としてマ リオン ・

G・ ロムニーを支持 して下さるよう提議致 し

ます。賛成の方はその意 を表わ して下さい6

反対の方 も同 じようにその意を表わして下さ
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い 。

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 と し て エ ズ

ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン を支 持 して 下 さ る よ う

提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

.下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に

そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。.

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員 と し て ， エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ， マ ー ク ・E・ ピー

ター セ ン， リ グ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ ， ハ ワー

ド ・W・ ハ ン タ ー ， ゴ ー ドン ・B.・ ヒ ン ク レ

ー
， トー マ ス ヒ・S・ モ ン ソ ン， ボ イ ド ・K・

パ ッ カ ー ， マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン ， ブ ル

ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー ，L・ トム ・ペ リー ，

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト， ジ ェー ム ズ ・E・ フ

ァ ウ ス ト を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ま す 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。 反 対 の

方 も 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

教 会 の 大 祝 福 師 と して エ.ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス を 支 持 し て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し.て下 さ い 。 反 対 の

方 も 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ し て下 さ い 。

大 管 長 会 副 管 長 ， 十 二 使 徒 ， 大 祝 福 師 を 予

言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る者 と し て 支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し.ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。 反 対 の 方 も同 じ よ うに

そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

私 た ち は ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル を末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 信 託 管 理 人 と し

て 支 持 す る よ う提 議 致 し ます 。.賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ し て下 さ い 。 反 対 の 方 も 同 じ よ う

に そ の 意.を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 貝 と し て
， フ ラ ン ク リ ン ・D・ リ

チ ャ ー ズ ，J・ トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ，A・

セ オ ドア ・タ トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ

ェ.ル， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス， ポ ー ル ・H・

ダ ン ，W・ グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー ター を支 持 し

て下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ し.て下 さ い 。 反 対 の 方 も 同 じよ う に

そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して ， セ



オ ドア ・.M・ バ ー トン， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ

ロ ッ クバ ン ク， τコバ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン，

0・ レ ス リー ・ス トー ン， ロバ ー ト ・D・ ヘ

イ ル ズ， ア ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・

ワー ス リ ン， ハ ー トマ ン ・レ ク ター ・ジ ュ』ニ

ア ， ロー レ ン ・C・ ダ ン ，・レ ッ ク ス ・D・ ピ

ネ ガ ー ， ジー ン ・R・ ク ッ ク， チ ャ ー ル ズ ・

A・ デ ィデ ィエ ， ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・P・ リー ， カ ー ロ ス ・

E・ エ イ シー ，.M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド ・ジ

ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ ロー バ ー グ ， ジ ェ ィ

コブ ・デ ィエ ガー 幽， ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス

トー ン， デ ィ ー ン ・L・ ラ ー セ ン ， ロ イ デ ン ・

G・ デ リ ッ ク， ロバ ー ト ・E・ ウ エ ル ズ，G・

ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ ー ム ズ ・M・ パ ラモ

ア ， リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト， ヒ ュ ー ・W・

ピ ノ ッ ク ，F・ エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ シ ェ ， 菊 地

良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・ ポー ル マ ン ， デ リ ッ ク ・

A・ カ ス バ ー ト， ロバ ー ト ・L・ バ ッ ク マ ン，

レ ッ ク ス ・C・ リー ブ ・シニ ア ，F・ バ ー ト

ン ・ハ ワ ー ド， テ デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー ト

ン ， ジ ャ ッ ク ・H・ ゴー ス リ ン ド ・ジ ュ ニ ア

を ， ま た七 十 人 第 一 定 員 会 名.誉 会 員 と し て ス

タ ー リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ

ラ ー ， ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・

ア ン ダ ー ソ ン;ウ ィ リア ム ・H・ ベ ネ ッ ト，

ジ ョン ・H・ バ ン デ ン バ ー グ ，S・ デル ワ ー

ス ・ヤ ン グ を， そ れ ぞ れ 支 持 し て 下 さ る よ う

提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに

そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と し て ビ ク タ ー ・L・

ブ ラ ウ ン を， 第 一 副 監 督 と し てH・ バ ー ク ・

ピ ー タ ー ソ ン を， 第 二 副 監 督 と し てJ・ リチ

ャ ー ド ・ク ラ ー ク を支 持 して 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意.を 表 わ して 下 さ い.6.

地 区 代 表 と して ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

扶 助 協 会 ， 会 長 と して バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミ ス を ， 第 一 副 会 長 と して ジ ャナ

ス ・ラ ッ セ ル ・キ ャ ノ ン を， 第 二 副 会 長 と し

て マ リア ン ・ リチ ャ ー ド ・ボ イ ヤ ー を， そ の

他 管 理 会 員 を 現 状 の ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ

つに 。

日曜 学 校 ， 会 長 と して ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル

ソ ン を ， 第 一 副 会 長 と し て ジ ョー ・J・ ク リ

ス テ ン セ ン を，第 二 副 会 長 と し て ウ ィ リア ム ・

D・ オ ズ ワ ル ドを ， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の

ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と し て 三 一 ル ・D・ シ ェ イ

ラ ー を ， 第 一 副 会 長 と し て グ ラハ ム ・W・ ド

ク シー を， 第 二 副 会 長 と して ク イ ン ・G・ マ

ッ ケ イ を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支

持 し て 下 さ る よ う に 。

若 い女 性 ， 会 長'と し て エ レ イ ン ・A・ キ ャ

ノ ン を， 第 一 副 会 長 と し て ア ー リ ン ・B・ ダ

ー ガ ー を
， 第 二 副 会 長 と して ノ ー マ ・B・ ス

ミス を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支 持

し て 下 さ る よ うに 。

初 等 協 会 ， 会 長 と し て ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ

ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を， 第 一 副 会 長 と し

て コー リ ン ・ブ ッ シ ュマ ン ・レ モ ン を， 第 二

副 会 長 と して ドロ シア ・ル ー ・ク リス チ ャ ン

セ ン ・マ ー ド ッ ク を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状

の ま ま.で支 持 して 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て

下 さ い 。 反対 の 方 も同 じ よ うに そ の 意 を表 わ

し て 下 さ い 。

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と して ス ペ ンサ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ドン ・タナ ー ， マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン， ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ

ス ・S・ モ ン ソ ン， ボ イ ド ・K・ バ ッカ ー ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン， ニ ー ル ・A・ マ

ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リ オ ン ・D・ ハ ン クス ， ビ

ク ター ・L・ ブ ラ ウ ン， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を 支 持 して 下 さ る よ うに 提 議 致 し ます 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。 反 対

の 方 も 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 員 と して ウ イ ル フ ォー
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ド ・G・ エ ド リン グ， ハ ロ ル ド ・H・ ベ ネ ッ

ド， ウ ェ ス トン ・E・ ハ ミル トン， デ ビ ッ ド・

M・ ケ ネ デ ィー ， ウ ォ ー レ1ン ・E・ ビ ュー を

支 持 して 下 さ る よ う に 。

タバ ナ ク ル 合 唱 団 ，団 長 と して オ ー ク レ ー ・

S・ エ バ ン ズ を， 指 揮 者 と して ジ ェ ラ ル ド ・

D・ オ タ リー を， 准 指 揮 者 と し て ドナ ル ド ・

H・ リ プ リ ン ガ ー を， タ バ ナ ク ル オ ル ガ ニ ス

ト と して ロ バ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク， ロ イ ・M・

ダー リー ， ジ ョ ン ・ロ ン グハ ー ス ト を支 持 し

て下 さ る よ う に 。

以 上 の提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 も同 じ よ う に そ の 意 を表 わ

して 下 さ い 。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 ， 以 上 の 役 貝 お よ び 教 会

幹 部 に対 し て 全 会 一 致 の 支 持 が 得 られ た よ う

で す 。

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

「汝らの子供たちを

見よ」

両親の子供に対する責任は，彼らを愛し，教

え，敬い，彼らと共に，また彼らのために祈

ることてある

愛 する兄弟姉妹の皆さん・ここで大切な話
の責任 をいただき，聖 きみたまの導 きを

祈っている。

先 日，私は数 人の孫 を連れてサー カスを見

に行 った。私は，空中ブランコの曲芸師より

も，孫たちやそこにいた大勢の子供 たちに興

味 を引かれた。私は，子供たちが 目の前で繰

り広げ られる曲芸 を目を皿のよ う.にして見入

り， また大声で笑 う様子 をあっけに取 られて

眺めていた。そ して，世の中の生活 とその目

的を絶えず新鮮なものに して くれる子供の不

思議な力のことを考えた。そのようなサー カ
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スのざわめ きの中でさえも好奇心を駆 り立て

て くる子供たちの様子 を見なが ら，私の心は

ニーファイ第三書に記録されているあの美 し

く感動的な光景に飛んでいた。復活された主

は子供たちを抱 き寄せ，涙 を流し，祝福 を与

えて言われた。「汝らの子供 たちを見 よ。」(III

ニ ー ファイ17：23)

今 日の世の善 と悪は，過去の子供 たちを育

てた人々の もた らした結実 である5同 様に，

私 たちが次の世代 を担 う若人をどg)よ うに訓

練す るかによって，数年後の世 界が決 まるの

である。将来が心配であれば，まず 自分の子

供の教育について考えてみることである。賢

明にも，箴言の著者はこう宣言 している。「子

.をその行 くべ き道に従って教 えよ
，そ うすれ

ば年老いて も，それ を離れるこ とが ない。」

(箴言22：6)

少年 の頃，夏になると私たちは果樹園で働

いた。そ して桃 を沢山収穫 した。父は，私た

ちを農業大学で開かれた枝の刈 り込み方の講

習会 に連れて行 って くれた。そして1月 と2

月には，毎週土曜 日に，果樹園に行 き，枝の

刈 り込みをした。その経験か ら，はさみやの

こぎりで枝 を適切に刈 り込めば，た とえ雪に

覆われ木が枯れたようになっていて も，春や

夏に太陽の光がすべての枝に よく当た り， 多

くの収穫 を得'られるとい うことを学んだ。ま

たさらに進 んで，9月 に どの ような実 を収穫

できるか を2月 に予測で きるということも分

かった。

E・T・ サ リバ ンは，かつて次の ような興

味深い言葉 を残している。「神はこの世で大い

なるみ業 を行ない，不正 を改め'ようとされる

時に，特別な方法 をお使いになる。神は この

目的のために地震や雷 を送られた りはしない。

ただ貧 しい家の名 もない母親に赤ん坊を授 け

るだけである。そ して神の思い を母親の心に

託 し，母親はそれを子供に伝 える。そ して辛

抱強 く待たれる。この世で最 も大きな力 を持

つのは，地震で もなければ，雷 でもない。それ

は幼 い子供 で ある。」(丁 加7初 α∫%昭C加s'

」

卜



「宝箱」p .53)

これ らの幼 い子供は，育 て方次 第で善 の

力 ともなれば，悪の力 ともなる。主は単刀直

入に次のように述べ ておられる。「われは汝の

小児たちを光明 と真理の中に導 き来れ と汝ら

に命 じた り。」(教 義 と聖約93：40)

あ ま り多 くの例 を挙げても分か りに くくな

るので簡潔に申し上 げるが，子供に対す る責

任は4つ ある。すなわち，彼 らを愛 し，教え，

敬い，彼らと共に， また彼 らのために祈 るこ

とで ある。

つい最近，車のバ ンベーに次のように書い

てあるステッカー を見かけた。「きょう，あな

たは子供を抱 き上げましたか。」親の嚢を感 じ

てい る子供たちは，何 と幸福で，祝福されて

いることだろう。その温か さと愛が，後 に甘

い実 を結ぶのである。現代社会 を風靡 してい

る荒々しさは，かつて子供たちに向け られた

荒々 しさの見返 りである。

先頃，幼友達 のひ とりに会ったが，その時

少年時代の思い出が走馬燈の ようによみがえ

って きた。私の育った社会にはいろいろな人

がいる。人々の結束は堅 く，近所の人々で私

の知 らない人は多分ひとりもいなかった と思

う。私たち.は互いに愛し合 っていたが，ひと

りだけどうして も好 きになれない人がいた。

ここで告 白す るが，当時私は彼.をひ どくきら

っていた。その後私は.悔い改めたが，今振 り

返ってみて もその時の思いがいかに強かった

かが よく分か る。彼の子供たちは私の友達で

あった。 しか し，彼は敵であった。なぜ これ

ほど彼をけぎらいす るようになったのだ ろう

か。その訳は，少しで も気に入 らない と，彼

は皮ひもであろうと棒 であろうと手元にある

もの を取 って子供た ちをたたい たか らであ

る。

私がそのよ う.に感 じたのは，多分私の育っ

た家庭環境のせ いである。父は，私たちがど

んなに悪いことをした時で も，その ような体

罰を加 えることはなかった。 ただ穏やかに家

族を諭 した。

私 は後に，その短気な隣人の影響が彼の子

供たちの生活に再現 されているのをこの 目で

見た。 また，家庭に送 られて きた子供たちに

乱暴を働 くことしか知 らない親は非常に多 く，』

彼はそのような親たちのひとりであったこと

を，その後私は知 ったのであった。私が子供

の頃に見たその父親 は，合衆国だけでな く，

全世 界に住むおびただしい数の幼児虐待者の

ひとりに過 ぎなかったのである。社会事業家

や大病院の救急職員，大都市の警官や判事，

この ような人々は彼 らのごとをよく知ってい

る。殴 る，ける，たた く， さらには少女に暴

行 を加 える といった有様である。また，子供

たちをだ ましてポルノ写真 を撮 った りす る不

徳な男女のグループ もある。

私はこのような醜悪な事柄 を長々と語 るつ

もりはない。 しか し，次のことだけは申し上

げておきたい。 自分はキ リス トに従 う， 自分

はこの教会の会員であると公言しながら，先

に述べ たような行 ないをする者は，神を冒漬

してお り，御子の教えを否定 している。 イエ

スは，罪汚れのない子供たちを抱 き寄せて次

のように言われた。「これらの小 さい者のひと

りをつまずかせ る者は，大きなひきうす を首

にかけられて海の深みに沈め られる方が，そ

の人の益になる。」(マ タイ18：6)

人類の救 い主のこのみ言葉以上に，子供を

虐待する者にあてた強烈な非難の言葉が ある

だろうか。皆 さんは， この世にもっ と愛の精

神が必要だ とは思わないだろうか。そのよう

に思 うならば，まず皆さんの家庭の中か ら始

めていただきたい。子供たちに目を向け，天

父のみ もとか ら遣わされた彼 らの内.にある神

の力を認めていただきたい。

ブ リガム ・ヤ ング大管長は，かつて次のよ

うに語った。「子供 は母親の笑顔が好きで，ふ

きげんな顔 をきらう。私は母親の皆 さんに申

し上げたい。皆 さんは子供たちが悪に染まる

ことを許 してはな らない。 しか し同時に，穏

やか に接す るようにしていただきたい。」(1)∫S-

60蹴 ε6SげB万9肱 勉yo観9「 ブ リガム ・ヤ ン
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L

グ説教集」p.323)

また，ブ リガム ・ヤング大管長 は，.次のよ

うにも述べている。「主を愛 し，恐れ る気持 ち

をもって子供 たちを育てな さい。彼 らの気性

を知 り，それに応 じた接 し方をしなさい。決

して怒 りにまかせ て正そ うとしてはならない。

彼らを教える時に，あなたに愛 を感 じさせ る

方法で行な うように しなさい。恐れさせ ては

ならない。」(同 上，p.32①

子供たちのしつけが必要 なことは言っまで

もない。しかし，極端 に厳 しく，暴力を伴 う

しつけは，子供たちを正 しい方向へ導かない。

むしろ反感 を招 くことにな る。それでは問題

の解決にはならず，問題を悪化 させ るだけで

ある。それは また自己の敗北でもある。主が

教会管理の原則について啓示されたことは，

家庭管理にも同様に言えることである。
「如何なる権力も勢力 も……維持す る能 わ

ず，または維持すべ きものにあ らず，ただ説

服と堅忍 と柔和 と温情 と偽 らざる愛 とに よる

o● ●●o，

o

すなわち，聖霊に感動 しては機に臨みて激

しく人を責む。然る後， また彼の汝 を敵視せ

ざらんために責めたるその人に一層の愛 を示

す。

か くて，彼は汝の誠実は死のきずなよりも

強 きことを知 るべ し。」(教 義 と聖約121：41，

43-44)

子供 をよく観察 し，そして教えなさい。私

が申し上げるまで もな く，皆 さんの模範以上

に子供たちの心に人生のあり方 を印象づける

ものはない。旧友の子供 たちに会った時に，

その両親が育んで きた伝統が新 しい世代 に受

け継がれているの を見ることは実に大 きな喜

びである。

次の ような話がある。古代 ローマの都で，

数人の女性たちが宝石 を自慢 し合 っていた。

その中に，ふたりの息子 を持つ コーネ リヤ と

い う女性がいた。ひとりの女性が彼女に尋ね

た。「あなたの宝石は どこ?」 する とコーネリ

ヤは自分のふたりの息子 を指 して答 えた。「あ
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の ふたりが私の宝石です。」彼女の教えを受 け，

彼女の美徳 を学んで成長 したこのふた りの少

年が，後にグラッスス兄弟 と呼ばれた， ギア

ス ・グラッスス とティベ リウス ・グラッスス

である。ふた りは，ローマ 史に残る最 も勇敢

で有力な革命家であった。彼 らの名前が世の

人々に覚え られ，語 り継がれ る限り， 自らの

生活の模範 を通 して子供たちを育ててきた母

親 も長 くその名 をたたえられることだろっ。

ここで再びブ リガム ・ヤング大管長の言葉

を読んでみよう。「神がその慈 しみをもって与

えて下 さった子供たちに，早いうちから神 の

み言葉の重要性 と， この神聖な宗教の麗しい

原則を教えるよう常 に心掛けていただ きたい。

そうすれば，彼 らは一人前の男女に成長 した

時に，福音を心か ら大切にし，真理か ら決 し

て離れ ることはないであろう。」(D♂s60π鴬6s

げB万9肱 初yo観9「 ブ リガム ・ヤ ン グ説教

集」p.320)

愛 を注ぎ，熱心にまた忠実に教 えたに もか

かわらず，子供たちが意に反 した成長をし，

必ずや悲惨な結果 を招 く不幸な道に故意に踏

み込んで しまうことがある。そのよ うに，道

をはずれた子供 たちを見て嘆いている両親が

いる。このような人々に，私は深い同情 を寄

せ ると同時に，エゼキエルの次の言葉 を送 り

たい。「子は父の悪 を負わない。父は子の悪 を

負わない。」(エ ゼキエル18：20)

しか し，このような例はそ う度々あるわけ

ではない。 また，この ような例があるか らと

言って，私たちに神か ら託 された神聖な責任

である，愛 と模範 と正 しい教えによって子供

を育てる義務 をなおざ りにしてよい とい っこ

とにはな らないの である。

私たちはまた，.自分の子供 を敬 うことを忘

れてはならない。主の啓示によれば，子供は

私たち ど同 じように神の子供であ り，永遠の

原則を知 るこ とにおいて私たちと何 ら変わ り

ないのである。事実，主 は子供のような清さ

と素直 さ， また潔 白さを身に付けなければ主

と共に住むことはできないことをはっきりと



述べておられる。「心 をいれか えて幼な子のよ

うにならなければ，天国にはいることはでき

ないであろ う。」(マ タイ18：3)

チ ャニ ング ・ポラックは，皮肉めいた言葉

でこう述べ ている。「不正を軽べつする青年期

を思い返 してみると，次のような望み を持つ

人々が必ずいる。……人は生 まれた時が老人

で，成長す るに従って若 く，清 く，純粋 で，

汚れな くな り，最後 に幼な子のような純 白の

心で永遠の眠 りにつけないものだろうかと。」

C'η36肋z1げ 否SloωS醜 ηRθαゴ6〆∫1)辺9θ∫渉
『汚れ始めた世界』

，「リーダーズ ・ダイジェ

ス ト」1960年6月 号，p.77)

皆 さんの子供たちを観察 し，子供たちと共

に祈 り，子供たちのために祈 っていただきた

い。.そして彼らを祝福 していただきたい。子

供 たちが これか ら足 を踏み入れようとしてい

るところは，複雑で危険に満 ちた世界である。

彼らは逆境 の荒海に船 出しようとしているの

である。子供たちが 自分の手元にいるうちに，

強さと信仰 を育んでお くこ とが大切 である。

彼らは社会 で見いだせ ない大 きな力を備 えて

お く必要がある。彼らは新 しい世界に適応す

るだけでは不十分である。彼 らはその世界 を

引き上げなければならない。それを持ち上げ

る力こそ， 自らの生活の模範 と，神 を知 り，

証 を持つことによって もたらされる信仰の力

である。彼 らには主の助けが必要 である。求

めるならばいつでもその助けを送 って下 さる

力の源 を知 ることがで きるよう幼 い時か ら子

供たちと共に祈ることである。

私は，子供たちの祈 りを聞 くのが大好 きで

ある。 また，子供 たちのたあに祈 りを捧げる

両親に感謝 している。聖なる神権 を持 った父

親が重大な決定を下そ うとしている息子や娘

の頭の上に手 を按 き，主のみ名 と聖きみたま

の導 きによって父親の祝福 を授け る姿 を見 る

と，なんとも言えない敬凄 な気持 ちになる。

すべての父親が子供 を最 も貴重な宝 とし，

彼 らを思いや りと愛に満ちた模範によって導

き，そして子供が必要 とす る時に聖な る神権

ノ

の権能によって祝福 を授けるな らば， またす

べての母親が子供 たちを人生の宝石，永遠の

御父か ら送 られた贈 り物 とみな し，彼 らを知

恵を働かせ，主の訓戒に従って育てるならば，

私 たちの住むこの杜会はどれ程麗 しくなるこ

とだうつ。

古代の予言者イザヤはこう語った。「あなた

の子 らはみな主に教 えをうけ， あなたの子 ら

は大いに平安 を得 る。」(イ ザヤ54：13， 欽定

訳 より和訳)私 はこの言葉に次のように付け

加えたい。「子 らの父 と母ほ大いに平安 と喜び

を得 る。」

皆 さんが この平安 を得られるように心か ら

祈る と共に，以上申 し上げたことが真実であ

るこ とをイエス ・キ リス トのみ名に より証す

る。アーメン。

十二使徒評議員会会員

ジエームズ ・E・ ファウス ト

召 しに応えて

私は神と神の予言者に，私の生涯と勢力と，

少しではありますがあらん限りの能力を，無

条件にすべてお捧げします

キ ンボール大管長 ならびに兄弟姉妹の皆
さん，私は今， この召 しを受 けるのに自

分はふ さわしくないのではないか とい う気持

ちでいます。これまでにこの召 しを受けただ

れよ りもその気持ちが強いかと存 じます。私

は一昨 日の木曜 日以来，昼 も夜 も考え続けて

きました。その間， 自分はふさわしくないし，

備 えもできていないという思いを断ち切 るこ

とがで きませんで した。

しか し私は，聖 なる使徒職にある者の第一

の条件が，神聖な贈い主， キ リス トなるイエ

スの個 人的な証人 となることであるの を知っ

ています。この点につ いては，私に も資格が
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あると思います。私は言葉に言 い表わせ ない

神のみたまの平安 と力によって，真理 を学ん

で きたか らです。 、

私は， 自分の心 と体の一部のようになって

いる愛す る妻のルースの愛に満ちた励 ましと

支持 を感謝 しています。 また，家族の一人一

人に心からの愛 を表わしたい と思 います。

私が初めて古代 と近代の使徒たちの名前 を

覚えたのは，初等協会においてで した。母 も

私の教師でした。その母が どんなに並はずれ

た夢 を見たとして も， 自分の教 えた子供がや

が て主 イエ ス ・キ リス トの特別な証人たち

の評議会の一員になろうとは， よもや予想 し

なか っただろうと思います。

私は宣教師として，軍人 として， また教会

幹部 として多 くの国々を訪 れ，すべての人々

を愛す ることを学び ました。私は，地位のな

い人や しいたげ られている人，貧しい人，苦

しんでいる人，謙遜な人，これ らの人々にい

つも深い愛 を示すキンボール大管長や その他

の方々の模範に倣い，主 の弟子 として働 きた

い と思います。もしもこれを忘れたならば，

決 して主の弟子 とはなれないことを私は承知

しています。

私たちは愛する友人であ り， 同僚 であるデ

ルバー ト・L・ ステイプ レー長老の逝去 され

た知 らせ を悲しみをもって聞 きました。私 た

ちはステイプレー長老を心か ら愛していまし

た。

私はキンボール大管長 をは じめ， タナー副

管長，ロムニー副管長，ベ ンソン会長， その

他十二使徒の兄弟たちの支持 と愛に感謝 して

います。 また，フランクリン ・D・ リチャー

ズ会長をは じめ とする七十人第一定員会 の兄

弟たち，ならびにその他 の教会幹部の兄弟た

ちに，私の変わ らぬ愛 と感謝の気持 ちを申し

述べたいと思います。私は神 と，神 の予言者

キンボール大管長に，私の生涯 と勢力と，少

しではあ りますが あらん限 りの能力を，無条

件にすべ てお捧げします。イエスがキ リス ト

であり，神の御子 であることを知 っているか
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らであ ります。救い主 も御存 じのように，私

は主の生 きてお られ ることを知 っています。

ですから，喜んでこの召しと鍵 と責任 を引き

受け，最善 を尽 くす と約束申し上げ ます。イ

エス ・キ リス トの聖なるみ名に よって申し上

げます。アーメン。

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

F・ バ ー ト ン ・ハ ワ ー ド

予言者 と

ひとつになる

私は福音を愛しています。選択の余地なく，

また周囲の状況から止むを得ずこうなったの

ではありま'世ん

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私は大甑 会の
方々が示 して下 さった愛 と信頼 を心か ら

感謝 しています。 また，今 この大会 で与 えて

下 さった皆 さんの支持の挙手にも感謝 してい

ます。私は主 を愛 し， また主のみ業 を愛 して

います。

はなはだ個 人的なことで申し訳あ りません

が，福音に対する私の気持ちを話させていた

だ きたい と思 います。私は福音 を愛 していま

す。選択の余地な く， また周囲の状況か ら止

む を得ずこうなったのではあ りません。 また，

は るか彼方か らの命令 を盲 目的に受け入れた

ので もなければ，他 人にあやつ られたのでも

あ りませ ん。前向 きの態度で 目的意識 をもっ

て行動 し， 自分に与えられた 自由意志 を使っ

て心を捧げる決意 をしたのです。私 は主のみ

業 に謙遜に，正直に，最善 を尽 くして，積極

的に携わ りたいと思います。魂 を従属 させ る

ことも，他人を支配することも求めずに，主

に従 う人々 と心 をひとつに して， いかなる場

所にあってもみ業 に携われることを感謝 し，

分か ち合 い，助け合いなが ら，孤立せず，自

己欺隔 の生活に陥 らないで， なすべ きことを



確実に，喜んで行 ないたいと思います。大義

を支 え，盛 り立て，愛 し，大義に心 と生命を.

捧 げ，感謝の念に満 ちた忠実 な僕にな りたい

と思います。

私は疲れや恐れを知 らず， しっか りと立ち

たいと思 います。弱 さとは外か らの圧力に屈

す ることです。

私は内部から力 と愛 を放つ人間にな りたい

と思 います。受け身ではな く積極的に，熱心

に， 明るく，忠実に，いつ も主 と一致 してい

たい と思います。願 わくは私たちが主 と，そ

して主の予言者 と一致 し，いかなる場所 にあ

ろうと， どの ような職にあろうと託 された責

任の中に和合一致 を保て ます ように。私 は皆

さん方のために祈ってい ます。また，特 に弱

い私 ですので， このような大いな る召しを受

け るにあたって自分 自身のためにいつ も祈 り

たいと思っています。イエス ・キ リス トのみ

名によ り申し上げ ます。アー メン。

七十 人 第 一 定 員会 会 員

テ デ ィ ー ・E・ ープル ー ア ー トン

福音は入々を

幸福にする

福音について聞いたある友入が言った。「あ

なたはこれ以上何を望みますか」と

皆 さん御存 じのように・この地上に回復さ
れたイエス ・キ リス トの福音は，人々 を

幸福に します。私 は少 し前に，ニュー ヨー ク

か らやってきたある著名 な弁護士 と話をした

ことがあ ります。彼は私 をじっと見つめて，

「あなたはこれ以上何 を望み ますか」 と言い

ました。私は彼の言葉に うなず きなが ら，考

えました。昔 のことや現在のことを考えると，

当然の ことながら，私たちが家族 として受け

ている大きな祝福 を再確 認せずにはおれませ

んで した。私は妻 を愛 しています。主は私に

妻 を与 えて下 さいました。私は福音 を愛 して

お り，福音が真実 であることを知っています。

私は2日 前に キンボール大管長 とお会い した

時に， ここ4年 間程キンボール大管長の写真

を見， また直接に遠 くか ら見かけ，握手 をす

るたびに大管長が どうい う人であるかが次第

に分 かってきたこ とをお話 しました。大管長

はこの地上における主の代表者です。そのこ

とを私ははっきりと知 っています。

イエス ・キ リス トの福音は私たちを幸福に

します。ですか ら私たちはこの教 えをすべて

の人々にお伝 えしたい と思います。私は自分

の生涯 と財産 と働 きのすべてを主に，大管長

会 に，そして 自分 を管理する方々に捧げるつ

もりです。私 は神 に仕えたいという強い望み

を持 っています。最近私は機会あるごとに，

自分が最 も嫌 いなことは参加 しないことであ

ると語ってきました。何 をす るかは問題 では

あ りません。ただ， いつ も教会で何かをして

いたので した。

救 い主の奉仕の模範は私たちに多くのこと

を教 えています。私 たちはその模範に従い，

それに倣 う必要があ ります。

私 たち一人一人に特別な祝福があり，非常

な勢いで世界中にみ業 を推 し進めんとするキ

ンボール大管長の抱いておられるビジョンを

理解す るこ とができるように祈 っています。

また当然のことなが ら，私たちがみ業を推 し

進め，強 くしてい くこ とのみ を心に掛けて，

それを行な うことができるように祈 っていま

す。

私 と妻はこの1，2週 間前に非常に珍 しい

経験 をしました。約20年 間にわたって私 たち

が計画 して きたこ とが今年の末に ようや く実

現す る運び となったのです。私たちは互 いに

顔 を見合わせ て，「どうしてだろう。まさかで

きるとは思わなかった」 と語 り合 ったもので

す。そ して，一昨 日の木曜 日にそ.の訳が分か

ったのです。

私は， 自分の生活に主のみ力が働いている
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ことを感謝 しています。私は主が私に与 えて

下さっている多くの素晴らしい祝福に値する者

とな り，，主の王国 を嬉設する ために立派な働

きができるように，イエス ・キ リス トのみ名

により祈 っています。アー メン。

七十 人第 一 定 員会 会 員

ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー ス リ ン ド ・ジ ュ ニ ア

「善を行って

決 して飽かず」

私は以前にもまして主に頼リ，心から主の

みたまを祈リ求める気持ちです

愛 する兄弟姉妹 このよりに主に仕える召
しをいただい.て皆様の前に立 ち，胸が一

杯です。身に重い責任 ですが，人々に仕える

この機会に，感謝の気持ちは言葉で言い尽 く

せないほどです。

木曜日の午後にキンボール大管長の面接 を

受けてか ら，いろいろな事柄が変わ りました。

私は前に も増 して主に頼 り，主のみたまを祈

り求め，皆様の励ましと愛 を受けたい と心か

ら願っています。

今感謝 しているこ とは数々あ りますが，ア

ルマが息子 ヒラマンに 「善 を行って決して飽

かず，謙遜で柔和な心を抱け・・…・青年 の時智

恵を得よ。……神の命令を守ることを習慣 と

せ よ」(ア ルマ37：34-35)と 教 えたように，

私 を教え導 いて くれた父 と母に愛 と尊敬 をも

って感謝 を述べ たい と思います。両親の愛 と

影響力を私 は永遠に忘れないことでしょう。

また，辛抱強 く理解 を示 して くれた友人や

親戚の人.々に感謝 して ます。私はこれまで自

分 を強め，豊かに して くれた良 き友に恵まれ

てきました。ア リゾナ ・テンペ伝道部 を管理

していた当時の600人 余 りの宣教師たちに も

感謝 しています。あの素晴 らしい伝道から得
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た教訓は決 して忘れ ません。 また天父が与え

て下 さった最 も高貴な助け手である妻のグエ

ンに感謝 しています。.妻はいつ も献身的に私

を支えて くれました。愛 と信仰に満ち，福音

をこよな く愛している妻は，いつも私 を励ま

して くれます。私 は心か ら妻を愛しています。

また，私の6人 の子供 たち，義理の息子， そ

れに私たちの初孫をも愛し，心から感謝 して

います。彼 らの義 しい生活 を見ていると，た

だ喜び と幸せ以外には何 も考 えられ ません。

現在，言語訓練伝道部に入っている息子に

も特別な愛 と感謝 の言葉 を送 りたいと思いま

す。息子は火曜 日にイタ リアのバ トバへ伝道

に出掛ける予定です。

兄弟姉妹，私は きょう皆様に私の証 を述べ

たい と思います。主 イエス ・キ リス トが生 き

ておられ，このみ業が主のみ業であ り， スペ

ンサー ・ウー リー ・キンボール大管長が実に

この地上 における神 の予言者であることを証

します。私はキンボール大管長 を心か ら愛 し

ています。 そして，大管長 と教会幹部の兄弟

たちにまた兄弟姉妹 である皆様に，心 と思い

と勢力 と力を尽 くして仕えるつ もりです。主

イエス ・キ リス トのみ名により申し上げます。

アーメン。

七 十 人 第一 定 員会 会 員

□.バー ト ・E・ ウ エ ル ズ

霊性のはかり

人格と能力と霊的資質は，私たちの進歩の

物差してある

愛 す る兄弟姉妹の皆 さん・私 たちが皆・み
たまによってひとつ とな り，共に高めら

れ， この福音の麗しさを知 って喜び を分かつ

こ とがで きるように祈 るものである。私は今



ポケッ トに1ド ル銀貨を持っているが，その

片面には 「我 ら，神 を信頼す」 と書かれてい

る。私 たちは予言者か ら主を信頼するように

と教えられている。少年ダビデが巨人ゴリア

テ と対決 した時の ように主 を信頼することで

ある。次に，銀貨の もう一方の面には 「さら

ば神，我 らに信頼 を寄す」 と書かれている。

主は私 たちに信頼 して欲 しい と願っておられ

ると同時に，私たちを信頼 したいと望 んでお

られるのである。かつてある偉大な予言者は

次のように語った。「信頼 されるこ とは，愛さ

れること以上の素晴 らしい賛辞である。」(デ

ビッ ド・0・マ ッケイ，万 獺'o漉61勉 励 「信

仰に忠実に」p.274)

この 人生の主たる目的のひ とつは，主か ら

・信頼 を受ける価値があるか どうか を見られる

ごとである。 よく知 られた聖句のひとつに，

次のような言葉がある。「而 して，これにより

て彼 らを試 し，何にて もあれ，主なる彼 らの

神 の命 じたまわんすべてのことを彼 らが為す

や否や を見ん。」(ア ブラハム3：25)私 た ち

はこの地上 で過 ごす間に，信頼 を受け る価値

があるか どうかを試され，計られるのである。

予言者ジョセブ ・ス ミスが語 っているよう

に，私たちはこの世におけ る最高の祝福 を得

るには，たとえ身の危険や犠牲に直面 しよう

とも，何事においても信頼できる と主か ら認

め られるまで，あ らゆる試 しを受け， それを

克服しなければな らない。主 は神のすべての

子 らを愛 してお られ るが，信頼を寄せ る度合

はそれぞれに違 う。主が私たち一人一人を愛

し，信頼でき るとしたら何 と素晴 らしいこと

ではないだろうか。

人の値打ちはその人が どれ程お金を持 って

いるかではなく，その人はどれ程借金ができ

るか，あるいは他人.のお金 をどれ程任せ られ

るかに よって決 まる とよく言われる。これは

銀行家たちが用いる信頼の 目安であるが，そ

の まま霊 に関わる信頼にも応用できると思 う。

銀行家が人格 と能 力と資産を評価す るように，

主は私たちの人格，能力，霊的資産(資 質)，

を評価 し，信頼できる人間か どう.かを決めら

れるのである。

人格は信頼 を勝 ち取 るための一要因である。

借 り手の人格(つ まり1い かなる犠牲を払っ

ても期 日に返済す るというその人の道義心)

に何か疑惑があれば，信頼はされず，お金 を

借 りることはできないであろう。

主は，私 たちが どの ような状況にあっても

正 しいことを行 なう信頼できる者か どうか を，

知 りたいと思っておられる。エジプ トに売 ら

れた ヨセブはポテパルの側近 という高い地位

にのぼ った。そこでポテパルの妻は彼 を誘惑

し，罪に陥れようとした。 ヨセブは故郷や家

族 と遠 く離れていた。彼は信頼を受けてはい

たが，奴隷であることに変わ りはなかった。

ヨセブの道徳心について知 る人 もいなければ，

心配 して くれる人 もいなかった。 ポテパルの

妻の要求 を拒めば面倒 になるのは必至であっ

た。 しか しヨセブは自分の高潔な人格を捨て

去 ることができず，罪を犯 さなかった。その

ためにかえって捕 えられて獄に入れられた。

ヨセブは代価 を払 って清さを守ったのである。

もしそ うしなければ彼の人格にゆゆしく傷つ

いていたはずである。 またニーファイも， そ

の強靱 な性格のゆ えに主の命令に従 うことが

できた。さもなければ悪人レーバ ンに容易に

殺 されていたであろ う。しかし三一ファイは

真ちゅう版 を得 るために主が必ずその方法 を

備えて下 さるとい う証 を持っていたので， も

し彼がその気持 ちに逆 らっていたならば，そ

れはニー ファイの人格 に大 きな傷跡を残すこ

とになったであろ う。このように して， ヨセ

ブ とニー ファイは主か ら信頼 を受けるに足る

者 となったのである。

立派な性格 を身に付けている人は，ひと度

証 を述べたならば，その証にかなった生活を

す る。マルチ ン ・ルターはボルムス議会の場

で，己れに忠実であることの大切 さを述べた。
「私はこのことを撤 回できないし

，撤 回しよ

うとも思わない。なぜなら良心に反する行な

いをしていては，安全 も良い結果 も得られな
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いか らである。 これが私の信念である。ほか

に道はない。神 よ， どうか私 に助け を与 えた

まえ。」(Oo∫ρ61Z4θσZs「福音 の理想」p.354)

ジ ョセブ ・ス ミスはパウロの性格 を次のよ

うに描写 している。「パウロが……光 を見声 を

聞いた示現の顛末 を語った際……ある者 はか

れは偽 りを語 ると言い，他の者はかれは狂え

りと言った，…… しか しなが らすべてこれら

の反対 も，.パウロが示現 を得た と言う現実 を

打 ち破 らなか った。、パウロは，先に示現 を受

けた。彼はこれを受けた と言 う事実 を身 を以

て知った。そして天下のあらゆる迫害 もこれ

を変えることはできなか った。」それか ら，ジ

ョセブは自分が受けた示現について， 自分の

証 を付け加えた。その証はジ ョセブの性格が

いかに強靱であったかを示 している。「私は示

現 を受けたのであるか らそれが事実であるの

を身を以て知 っている。私は神が それを知 り

た もうことを知っている。私 はそれ を打 ち消

すことはできなかった。また敢て打ち消 そう

ともしなかった。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：24

-25)ジ ョセブ ・ス ミスは
， どのような犠牲

を強い られようと信頼 を寄せ るに足る者 であ

ることを神がお認めになった，気高 く大いな

る人格 を備えた人であった。

デビッド・0・ マ ッケイ大管長は次のよっ

に述べている。「人生における最大の関心は金

銭や名声や財産を得ることではない。技能 を

伸ばす ことでも，知識を増す ことで もない。

人間のこの世 における最大の目標 はき：1捻～上

のような人格 を育む ことである。」(：τ翔 θ'o

地 励 「信仰に忠実に」P.32)

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の活発な会

員は， キリス トの ような人格 を育 んでいる。

専任宣教師 として伝道に出ることは，主の信

頼を受けるに足るキ リス トのような性格 を築

き上げるのに役立つ。

次に，能力 も信頼の一部である。銀行家が

顧客に求める能力は，約束 を履行すると確信

できる能力である。主が私 たちに求めてお ら

れる能力は，主に益を もた らす僕 として働け
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る能力である。主は私たちに才能 と賜 と祝福

を与えて下 さっている。そして，私 たちがそ

れ らを伸 ばし，主の信頼にこたえてそれを人々

への奉仕に用 いることを期待 してお られ る。

5タ ラントを渡 された僕はそれ を10タ ラン

トに して帰ってきた時，「良い忠実な僕 よ，よ

くやった。あなたはわずかなものに忠実であ

ったから，多くの もの を管理 させ よう」(マ タ

イ25：21)と 言 ってほめ られた。2タ ラント

を受けた僕が4タ ラン トに して帰 って くると，

先の僕 と同 じようにほめ られた。`しかし与え

られた1タ ラン トを増や そうとし.なかった怠

惰な僕は，主か ら懲 らしめを受けた。この原

則は明 白である。主は僕 たちが能力を倍加す

るように と期待 してお られるのである。才能

で も責任 でも自分の僕たちがその与えられた

ものを倍加す ることを望 んでお られ るのであ

る。偉大な予言者，キ ンボール大管長 もあら

ゆ ることを倍加 してほしいと望んでお られる

ことは確 かである。キンボール大管長は宣教

師の数が2倍 にな り，忠実な新 しい教会 員の

数が2.倍 に増 え聖餐会の出席が2倍 に伸 びる

のを見たい と思っておられる。私たちはそれ

ぞれ 自分の能力や働 きをあらゆる手段 を尽 く

して倍加する聖なる責任 を負っていると思 う。

そ うしたな らば，主は僕である私たちの能力

を信頼 して下 さるに違 いない。

能力 を増す努力は何 も教会の奉仕に限られ 、

たことではない。私たちの 日々の生活の糧 を

得 ている仕事 の技術 を伸ばす努力もしなけれ

ばならない。 また親 として，教師 として，能

力 を伸ばさなければならない。 また人々に黄

金の質問をして福音を分か ち合 う能力 も伸ば

す必要がある。同 じキ リス ト教徒の隣人たち

が人に奉仕 しているように，良識ある市民 と

してその能 力を伸ばす ことも必要である。主

は，私たちが能力 をどのように使 うかに応 じ

て信頼 を寄せて下 さる。私 たちが 自分に与 え

られた もの を用いて何 をな したかに より，私

たちに信頼 を寄せ て下さる。モルモン教会 の

活発な会員たちは物心両面でその能力を伸 ば



している。専任宣教師 として伝道に出ること

は，主か ら信頼され るに足る能力を伸ばすの

に役立つ。

霊的資質 も信頼の一部である。銀行家は，

顧客の緊急時に利用できる資産や積 立金 と同

時に客の事業に対す る意気込み，決意 といっ

た ものを見る。この ことを霊的な事柄に置き

換えてみ ると，主は人生の危機 に直面 した時

の個人の霊的資質 と同時に，主の王国に対す

る個人の決意の度合 も見 られ るのである。

霊的資質はある意味で各人が義 しい生活 を

通 して行なってき'た投資であ る。言わば非常

時に引き出すことのできる予備資産 である。

私たちはその霊的資質 をどの ように して蓄え

れば よいだろうか。聖典や生ける予言者 たち

の言葉 を学んでその投資 をする。天父 ともっ

と親 しく交わ りを持つ ことによって投資する

こともで きる。 また他人に奉仕 し， 人々に無

条件で無私の愛 を示す ことによって投資する

こともで きる。 さらに伝道の投資によって多

くの祝福 を倉に積み上げ，罪の赦 しを得 るこ

ともできる。賢明な両親や従順な子供 となる

ことや， 召しに対 して今 までの2倍 も働 くこ

ともその投資である。こ うした投資が，主か

ら信頼 され，世の障害や誘惑を克服 してゆ く

霊的資質を築 き「上げるのである。

私 たちの先祖は，犠牲 とい う投資によって

霊的資質を築 いてきた。彼 らは， 自分たちの

生活をよく整えていた上に，予言者に従 うた

めに自分 たちの宝をすべて投げ売って犠牲を

捧げ，また天か ら祝福された民であるとい う

ことをよく'知っていたので， どんな困難に も

立ち向か ってゆ くことが できた。彼 らは迫害

を被 った。それでも家族 を後に残 して伝道に

出た。肥沃な農場や快適 な家を捨てて，乾い

た砂漠や寒々 とした山中へ出て行 った。予言

者ジョセブは次のように述べ ている。「あらゆ

るものの犠牲を求めない宗教は，命 と救いを

得るために必要な信仰 を生む力 を持つことは

できない。」(Lθσ魏㎎soη1勉 娩 「信仰講話」

N・B・ ラン ドウェル編，p.58)

キ リス トの教会の活発 な会員は皆，力強い

霊的資質 を築 いている。専任宣教師 として伝

道に出ることは揺るぎない霊的資産 を築 き上

げるのに役立つ。

教義 と聖約の第124章20節 に こう記されて

いる。「わが僕……彼の心誠実なるを以て信任

することを得。彼はわが証を為す を愛す る故

に主なるわれ彼を愛す。」

私は今 ここに証 し人のひ とりとして厳粛に

証す る。神は生 きておられ，私 たちを愛 して

おられる。神の御子イエズ ・キ リス トは栄光

を受け，昇栄 された御姿でその聖なるみ名を

いただ くこの教会の頭 として立っておられる。

この地上における権威ある正当なる主の代弁

者は，予言者 ジョセブ ・ス ミスによって回復

されたこの大 いなる神の教会 を導 く私たちの

生ける予言者ただひとりである。これらのこ

とをイエス ・キリス トのみ名により，申し上

げる。アーメン。

七十 人 第一 定 員会 会 員

ボ ー ン ・J・ フ ェザ ー ス トー ン

伝道の祝福

神の祝福があって，伝道に出ることのでさ

る入すべてが伝道の召しにあずかれるように

「お よそ・出で行 きてこの王国の福音 を宣

べ てすべ ての事に終始忠実なる者は，

何人 も心 に衰えを感ず ることな く， また心暗

くなることもなし。体 も手足 も関節 も衰えず，

神知 りたまわずにはその頭髪一筋 も地に落つ

ることな く， また飢ゆることも渇 くこともな

か るべ し。」(教 義 と聖約84：80)

過 去2年 間，私は家族 と共にテキサスの伝

道部 で働 いて きた。そこでの経験は期待 をは

るかに上 まわる充実 した素晴 らしいものであ
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った。初めてその地を訪れた時，フェザース

トーン姉妹は主に こう祈った。「私たちには時

間があまりありません。 どうかできるだけ早

く私がいろいろなことを覚 えて，み業に携わ

れるように して下 さい。」

後に，彼女はこう話 してくれた。「主は私の

祈 りに答えて下さ り，大切 な教訓 を数々与 え

て下さったわ。そのひ とつが伝道に来て1カ

月とたたない頃に得た教訓なの。来 る日も来

る日も忙 しくて，静かに過 ごす時間が少 しも

なか ったの。でもある日，午後の時間が45分.

位 あいたので，外で愛馬に くしをかけてやっ

たの。その間，少 しの時間だけ， 自分ひ とり

の世界にひたることができたわ」 と。

妻は伝道部でわずか数分の時間 も自分ひと

りになることができなカ〕った。そのために妻

はひざまずいて主に祈った。「天のお父様，ど

うぞ少 しでよいですか ら自分だけの時間 をお

与え下さい。」

するとこの世の事物 を目に見るようにはっ

きりと，次のような言葉が脳裏に浮かんで き

た。「娘よ，これはあなたの時間ではない。私

の時間である」 と。私たちは，主か ら召され

ているこの期間，全力を尽 くして働 こうと努

めている。その労働の基準 も，他の人 とでは

なく，絶えず 自分の基準 と比較する必要があ

る。

ここで，私たちと一緒に働いて きた宣教師

たちの 「信仰」の経験 を少しご紹介したいと

思 う。

ウェイデル長老夫妻が週間報告書にこう書

いて きた。「少 し長 くな りますが，今週あった

ひとつの霊的な経：験 をお伝 えしたい と思いま

す。金曜 日に，アロイ長老 と臨時にその同僚

になったカーチス長老が私たちの家 を訪問し

て下さいました。そしてふた りを宣教師の家

までお送 りしました。その時ア ロイ長老が宣

教師のアパー トがどういうものか中に入 って

見るように勧めて下 さったのです。彼は裏口

か ら入って私たちのために，表の戸 を開けて

くれたのですが，その時彼の顔は何 とも言え
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な い輝 きを放 っていました。

『長老，ほら， いただきものです よ。見て

下さい。』テーブル上には食料品が山と積 まれ

ていました。後でカーチス長老から伺ったこ

とですが，アロイ長老 と同僚 はある時その 日

の食物にも事 欠 く家族に出会い， 自分たちの

食べ物 をそっくりその家族にあげてしまった

ので した。私たちの胸はいっぱいにな りまし

た。」そして最後にウェイデル姉妹はこう結ん

でいた。「主はご自分の弟子 たちを必ず見守っ

ていて下 さいます。」

また，夫を失った後 に宣教師となったロー

ナ ・コール ・アルダー姉妹 は，週間報告書に

次のように書 いてきた。「伝道の経験は証を本

当に強 くして くれます。証 を得た日時につ い

てははっきり告げることはできませんが，私

の信仰の土台を強 く，堅固なもの として くれ

た多 くの出来事 を私はよ く覚 えてい ます。心

を謙遜 にして くれた数多 くの経験を通して，

この8カ 月間ほど主 を近 くに感 じたことはな

かったと思い ます。メキシコの革命 を3回 体

験 し，本当の証 を築 き上げるこ とが できまし

た。教会でレッスンを準備する時 も主 を近 く

に感 じることができました。主 は言葉では言

い尽 くせない沢山の祝福 を与えて下 さいまし

た。けれ ども伝道生活の ように，一 日中霊的

な経験が得 られたことはかつて一度 もあ りま

せんで した。

そのほか特に私の霊性が高め られたのは，

息子たちが伝道に出ていた時のことです。息

子たちは伝道先か ら私にモルモ ン経 を読むよ

うに言ってきました。夫は長 男がチ リで伝道

中に亡 くな りました。その試練の時期に私は

本当に謙遜にな りました。あの辛い経験 と豊

かな祝福 を心か ら感謝 しています。真心 と感

謝 を込めて，アルダー姉妹。」

数 カ月前に，私たちの伝道部へ素晴 らしい

夫婦が赴任 してきた。彼 らの到着す る前に娘

さんか ら次のような手紙が届いていた。「親愛

なるフェザース トーン伝道部長へ。間 もな く，

あなたの伝道部に1年 半の伝道をするために

〆



一組の夫婦が着任す ると思い ますが
，彼らは

世界で最 も素敵 な夫婦です。父母はあなたの

下で働けることを心か ら喜んでお ります。あ

なたのおっしゃるこ とは何で もするつ もりだ

と申してお.りました。あなたはきっ と私 の両

親 をお気に召 していただけると思います。 ど

うか父と母 をくれ ぐれもよろしくお願い しま

す。」伝道に出て くる宣教師の大部分は，主イ

エス ・キ リス トを愛 し，主に仕 え， 人々を主

に導 きたい と望んでいる。しかし少数ではあ

るが，召 しか らの大切 さを忘れ，伝道が成功

していないことを'正当化 しようとする老 もい

る。それは，給料袋 を受け取 って5ド ル足 り

ないのに気がついた人にた とえられる。彼は

主人の ところへ行 き，「今週の給料は5ド ル足

りないようですが」 と抗議 した。

す ると主人は答 えた。「やはりもどって来ま

したね。先週5ド ル余計に払 ったのにもどっ

て来なか ったじゃないですか。」

す ると彼は言った。「ええ，1回 の間違いな

らまあ我慢 もできるのですが，続けて2回 も

するもんですか ら。」

年.配の夫婦や未亡人 も，よ く準備が整いさ

えすれば伝道の召しにあずか るこ とがで きる。

そして子供や孫 たちが夜ひ ざまずいて，「愛す

る天のお父様，テキサスで伝道 しているお じ

いさん とおばあさんをどうぞ祝福 して下さい」

と祈 る時，彼 らは豊かな祝福 を受け るのであ

る。

オルセン姉妹には12人 の子供がいた。そ し

て息子たちを全員伝道に出した。現在はその

子供 たちが母親 を援助 し，伝道に出している。

このように，私は 自分の伝道部で，毎月のよ

うに，宣教師 と家族の間の愛を見聞 きしてい

る。1

また， ひとりの素晴 らしい青年が伝道に召

されてきた。それまで彼は外国の 自動車会社

で働 いていて，国中を車 でまわっていた。末

日聖徒でない彼の上司は，彼が2年 間伝道に

出るとい うのを聞いてその青年にこう言 った。

「伝道に行かずにこれか らも私の下 で働 くな

ら，28，000ド ル のフェラー リを君に進呈 しよ

う。」その グラニス長老は，ゾー ンリーダー と

して1カ 月前に伝道 を終えた。

ある長老は，私がサ ンアン トニオに着任 し

て間 もな く伝道部にや ってきた。彼には大勢

の兄弟がいた。彼の交親は息子の伝道費用の

足しにパー トタイムの仕事 を見付けた。 しか

し，それで も足 りないので，母親が学校給食

の仕事 を手伝 うこ とになった。この仕事なら

子供たちの帰宅時間には家にいられるか らで

ある。それでも， この宣教師に送 られて くる

金額は微々たるものであった。私は面接の時，

その長老に財政のことを尋ね ると，彼は顔を

曇 らせ，一生懸命に倹約 して使ってはいるん

です が， 家 族 の送 金ではどうして も足らな

い とい うことであった。そ して彼はこう言っ

た。「伝道部長，私は決してむだ遣いはしてい

ません。倹約 しようと思 っで，この3日 間，

何 も食べていません。」それから，次のように

語った。「幼い妹 までもが，私 を助けて くれ ま

す。誕生 日に もらった1ド ル札を， 自分より

も私の方が必要だろうか らといって封筒に入

れて送ってくれたのです。」そ う言って彼は泣

き出した。私はワイシャツのポケッ トから手

の切れ るような100ド ル札 を2枚 取 り出 した。

この100ド ル札は必要な時に使って欲 しいと時

折親友が送ってくれ るものである。「実は，私

の友人が， これをあなたにあげるように と送

ってきました」 と言ってその100ド ル札を差

し出す と，両手に顔をうずめて泣きくずれた

のであった。.

また，ダニエル ・ギフォー ド長老は，祝福

師の祝福 で，伝道中に教会幹部の近 くで働 く

とい う約束を受けていた。彼はテキサスで伝

道するように召された時， まだ召されて2，

3カ 月しかならない伝道部長の下でどうして

そのような約束が成就 されるだろうか と不思

議に思 っていた。 ところが，'彼が宣教師訓練

セ ンターで10月 の総大会の最後の一般大会の

模様を聴いていた時に， タナー副管長が次は

七十人第一定員会会員であ り，新 しくテキサ
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ス ・サ ンアン トニ オ伝道部の伝道部長に召さ

れたボーン ・」 ・フェザース トー ン長老です

と発表するのを耳に したのであった。後 日，

ギフォー ド長老は伝道部長補佐に召された時

に， 自分が受けた祝福師の祝福の約束の こと

を私たちに話 して くれた。このギフォー ド長

老にとって， これがだれの業か疑問を説 く余

地があるだろ うか。

別の伝道部か ら移ってきたある長老が，親

元へ帰 りたい と言ってきた。両親や監督が思

い とどまって伝道を全 う して欲 しい と望ん

でいることは本人 も承知 していた。私は何回

も彼を面接 した。その面接の中で，彼は自分

のワー ド部では過去5人 の長老たちがいずれ

も伝道の途中で帰って きていると話 して くれ

た。私は，後に続 く若者たちの悪 い模範 とな

った最初 の長老の軽率 さにあ きれ て しまっ

た。そしてこの長老こそは何 として も立派に

伝道を終えさせ ようと決心 した。彼は約4カ

月間，毎週，宣教師の召 しを解任 してほ しい

と，理由を書き連れて手紙を書き送って きた。

それに対して，私は一通 も欠かさず返事 を書

いた。

そうすると，4カ 月目の終わ りに， ようや

く彼か ら他の宣教師 と同 じような内容の手紙

が届いた。その追伸の ところにこう記されて

いた。「伝道部長 ご覧の通 り，私の負けのよう

です。」それ を読んだ時，私の 目に涙が こみあ

げてきた。
'ビ ンス・ロンバルデ ィは

，「闘いは苦 しけれ

ば苦 しいほど降伏 しがたいものだ」 と言った。

この長老は立派なゾーンリーダー として伝道

を全 うした。彼は暖かい心 と教 える才能に恵

まれ，人々を愛 し，気遣い，霊的に も傑出し，

伝道 も立派に終え，名誉の解任を受 けた。そ

して神殿で美しい女性 と結婚 し，現在は，神

殿の近 くに住み，神殿に もしばしば参入 して

いる。 この長老は自分のワー ド部の将来の宣

教師たちに とって立派な模範 となったのであ

る。

シェフィール ド長老は大手術 を11回 も受け，
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そ のほか1時 間以内の手術 もさらに回数 多く

受 けて きた。彼の最大の願いは，手術に よ.っ

て伝道できる体になることであった。伝道に

出る1年 前，彼は最後の手術 を受けた。それ

に もかか わらず，伝道に出てか らは，週平均

70時 間か ら80時 間 も伝道の業に従事 している。

そ してあらゆる人か ら深 く愛 されている。

シェフィー ル ド長老は，問題を抱えた宣教

師たちにとって大 きな祝福 となっている。あ

る面接で彼の同僚が，シェフィール ド長老は

よく肩をはずすこ とがあると教えそ くれた。

それはひどい痛みを伴い， しか もよく夜中に

起こるそうである。私はす ぐにシェフィール

ド長老 と面接 し，病院に入って必要な手当て

を受けるように勧めた。すると，彼は私の目

を見詰め，め.ったに見せ ない厳 しい表情でこ

う言った。「伝道部長，私は人生の大半 を病院

で過 ごして きました。この伝道が終わればま

た手術を受けなければな りません。私は主に

約束 しました。 もし伝道 させて下 さるな ら，

その間 どんなに具合いが悪 くて もどんなに苦

しくて も，2年 間は1日 た りとも病 院には入

りませ んと約束 したのです。」

伝道の祝福が何 であるか，「あなたたちは知

っているか。」(ア ルマ26：2)

恐 ら くウィリアム ・ケイス ・クラーク兄弟

姉妹はそれを知っていたであろう。彼らはこ

う書いてきた。「愛するフェザーストーン伝道

部長，お手紙 をいただいて喜んでお ります。

私 たち もあなたを愛 してお ります。」(実 に彼

らは私にまだ会ったこ ともないのに愛するこ

とができたのである)彼 らの手紙はこう続い

ている。「私 たちは もう若 くあ りません。ウィ

リアム ・ケイス ・クラー クは81歳 でございま

す。彼は副監督，監督，そ して祝福 師を31年

間務めて参 りました。私エレン ・クラー クは

76歳 で， これまでワー ド部，ステーキ部 のあ

らゆる組織で音楽指揮者 と教師をして参 りま

した。私たちはこれまで恵まれた豊かな人生

を送 らせていただき，福音 を教 えることを大

きな喜び として参 りました。10人 の子供 はみ



んな神殿結婚 をして教会 で活発に働いてお り

ます。最近家族の集 まりを持 ったのですが，

56人 の.孫と26人 の ひ孫が集 まりました。今 回

の伝道は夫には4回 目.，私にとっては3回 目

にな ります。私 たちの一番幸せ な時間はイエ

ス ・キリス トの福音 を教 えている時でござい

ます。」どの宣教師にも愛 と犠牲の体験がある6

私は宣教師たちを心から愛 している。大義に

捧げ る彼 らの献身，主 に対する愛，そして喜

んで主のために奉仕す る心 は，必ずや彼 らの

生活 と子孫 を永遠に祝福するこ とだろう。

愛す る兄弟姉妹 すべての人がイエス ・キ

リス トの福音の回復を聞 く特権にあずか らな

ければならない。宣教師の召 しに応 じる人々

は，「何人も心 に衰 えを感ずることなく，また

心暗 くなることもな し。体 も手足 も関節 も衰

えず，神知 りたまわずにはその頭髪一筋も地

に落つ るこ とな く， また飢ゆることも渇 くこ

ともなかるべ し。」(教 義 と聖約84：80)

私 た ちはあ らゆる人 を捜 し求め， しか もキ

リス トの純粋な愛によってそれ を行なわなけ

ればならない。

人を裁いてはな らない。神がだれ を備えて

お られ るかだれ も知 らないからである。予言

者ジ ョセブ ・ス ミスは，次のように述べてい

る。「今や真理の旗が掲げ られている。いかな

る汚れた者の手 も， このみ業の発展 を止め る

ことはできない。迫害は威を振い，暴徒は連

合 し，軍隊は集合 し， 中傷の風が吹 き荒れる

か もしれない。 しか し神の真理は大胆かつ気

高 く，悠然 と出で立ち，あ らゆる大陸 を貫 き，

あらゆる地方に至 り， あらゆる国に広 まり，

あらゆる者の耳に達 し，神の 目的は成 し遂げ

られるであろう。か くして，大いなるエホバ.

は，み業は成 った と告げられることであろう。」

(研s'oη(～/劾 θC勉2納 「教会歴史」4：540)

神 の祝福があって，伝道に出ることのでき

る人すべてが伝道の召しにあずかれるように。

伝道が確か に祝福 をもた らすこ とを，私 は知

っている。これらのことを，イエス ・キ リス

トのみ名によって 申し上げる。アーメン。

七十 人 第 一 定 員会 会 長

J・ 卜一 マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ

私たちの

共通の先祖

4代 の系図探求を終えた教会員は，教会の

記録抄出プログラムに従事することになる

フ アゥス ト長老・私 たち七+人 第一定員会

会長会 は，あなたの新 しい召 しを全面的

に支持 し，心か らの愛 を表明 したいと思 う。

また，新 しく召された3人 の教会幹部の方々

を心から歓迎 したい。皆 さんは私たちが担 う

幾多の責任 を共に担って下 さる方々であると

確信 している。

私は自分 の父のことを私の父と呼ぶ。 しか

し私の4人 の兄弟姉妹のことを考えると，父

が私だけの父ではな く，私たちの父であるこ

とに気付 く。

祖父を例に とると， もし私が祖 父を自分だ

けの祖父 と呼ぼうとすれば，兄弟だけでな く，

、いとこたちも加わっていっせいに，「彼は私た

ちの祖父だ」 と言 うであろう。曾祖父を私の

曾祖 父と呼ぶならば， またい とこもや ってき

て，曾祖父は私たちの曾祖父だ と言 うに違い

ない。

私 たちの先祖が共通の先祖であることは明

白である。私たちは過去 をさかのぼって 「私

の，私の」 と言 ってはならない。「私たちの」

と言っべ きである。過去にさかのぼればさか

のぼるほど，その叫びは大 きくなる。

最近，系図探求の仕事の中に重複 したとこ

ろがあることが明 らかになってきた。それが

どの程度の ものか具体 的に知 りたい と思 って，

私は自分の系図記録 を専門の系図調査所に持

って行った。そこで私 の記録 を人名録 と照合

してみると，私の記録 の95パ ーセ ン トがすで

にそのファイルに載っていた。 とい うことは，
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新 しい記録はわずか5パ ーセン トしかないと

いりことである。ほかに34人 の依頼人が私 と

先祖 を共通にしていたか らである。これには

すっか り驚いて しまい，だれ もがこんな状態

だろ うか と思 った。そこで私はこの調査所に

依頼 して，合衆国内の全地域か ら教会員，非

教会員を問わず依頼 人を選び出 し，彼 らの先

祖の名前 を互いに照合 してもらった。すると

どうだろう。記録の80パ ーセ ントが重複 して

お り，当人だけの記録はわずか20パ ーセン ト

とい う次第である。

また，別のある機関に調査 を依頼 した とこ

ろ，私には348人 の いとこ， またい とこ， そ

のまたい とこがいて，その全員が同一の2代

目曾祖父を探求す ることもあ り得る とい う調

査報告 を得た。

以上の例から明らかな ように，系図探求に

おける重複は著 しい。キンボール大管長が4

代 前までの先祖の探求 を指示 されたのは， こ

のような基本的理由があったか らである。4

代の系図探求 を終 えた教会貝は，教会の記録

抄出プログラムに従事す ることになる。

それでは，私たちには どのような責任が あ

るのだろ っか。

まず，4代 家族の記録プログラムを考えて

みよう。4月 の総大会でキンボール大管長が

系図について話されて以来，系図活動が盛ん

になってきた。今人々には，「自分 も系図探求

がで きる」 とい う気持 ちがある。そ して， 多

くの 「兄弟姉妹で構成す る家族」が，互いに

協力 し合 って4代 の 「家族の記録」 を見直 し，

情報が正確かどうかの確認を行 なっている。

例 えば，私たち夫婦には5人 の子供がいる。

その5人 はひとつの 「兄弟姉妹 で構成する家

族」を成す。彼 らは私たち夫婦の助力 を得て，

私たちの4代 の 「家族の記録」 を調べる。そ
.
して，記録に記載 された情報がすべて正確で

あることが確認できたら，私たちは家族 とし

て，それを1セ ットの 「家族の記録」に して

提出する。セットを6つ も7つ も作成 してそ

れぞれに提出するようなことはしない。
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4代 家族 の記録プログラムは，ある意味で

専任宣教師 として伝道に出るのに似 ている。

私 たちは専任宣教師に召され ると， この最 も

大切 な神の務めに全力を傾 中する。そして伝

道を終えた後 も伝道活動に対する関心は失わ

ない。依然 として関心は持続す る。 しか し，

伝道中の ように専心す るというわけにはいか

ない。

4代 家族 の記録プログラムは，専任宣教師

として伝道に出るのに似ている。私 たちは，

「兄弟姉妹 で構成す る家族」 として 「家族の

記録」を提出する。そしてこれを終 える と，

ある意味で私たちは 自分の系図の使命は達成

したことになる。しかし， そうだからと言 っ

て系図への関心 を失って よいというわけでは

ない。自分の自由意志 を働かせ て，望む とこ

ろまで探求を続けるのである。 しか しなが ら，

私たちの心を先祖に向ける方法はほかに もあ.

る。それが記録抄出プログラムである。今そ

の長所 と必要性 にっいて少し説明 したい と思

う。

もし皆 さんが ソル トレー ク ・シティーへ来

て，私 に電話 をかけたい と思ったち，電話番 .

号 簿で私の家の番号 を捜す はずである。か り

に，番号簿を開いた時に電話 を設置 した 日付

順に名前が載 っていたとす る。 しか もソル ト

レー ク ・シティーには数冊の電話番号簿があ

る。あなたはまず どの番号簿に私の名前が載

っているかを見定め，.次いでページをめ くっ

てわが家に電話がついた時期 をたよりに番号

を捜すであろう。

だれかがこの番号簿の氏名 をアルファベ ッ 冷

ト順に並べ 直して1冊 の本 にまとめたら， ど1

んなにか翻 が調べやすい・とであろう.寛

数年前 までは，系図を調べるのに，先祖の

記録があると思 う土地へ出掛 けて行 き，牧師

や司祭や記録の保管人に許可をもらって調べ

たものである。

そのような海外旅行のために教会員が莫大

な時間と経費 をかけ，それが教会員にかなり

負担になっていた。そこで，系図部 では人を
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派遣 してマ イクロフィルム撮影の許可 を取 り，

教会員がいながらに してそのマイクロフィル

ム を容易に利用できるように した。これらの

.記録は，電話の設置順に載せ られた電話番号

簿のように，年代順 に収録 されている。

これが現状である。では将来は どうなるの

であろ うか。

各ステーキ部には間 もな く次の方式が紹介

されるはずである。私たちは まずマイクロフ

ィルムか ら全部の名前 を写 し取 り，カー ドに

記入 し， コンピューターでアルファベ ット順

に整理 してゆ く。 これが記録抄出と呼ばれる

仕事である。 こうしてアルファベ ッ ト順 に並

べ られた名前の リス トは，電話番号簿のよう

に，神殿の儀式だけでな く，将来のいろいろ

な資料 の基 となる。

私たちがマ イクロフィルム ・リーダーの前

に座 り，過去の記録か らひ とつずつ人名を書

き出す時，それは，記録に載 っている先祖の

子孫たち一人一人に代 わって行なっているの

である。今後 は，干 し：草の山の中に埋 もれた

針 を捜す ようなこ とはな くなる。電話番号簿

の ように整理 されたものの中か ら捜せばよい

のであ る。

現在はこの世の先祖 のことのみを考 えてい

るが， もし前世の先祖 のことを考 え， それが

天の御父であることを思 えば， 自分が記録の

中に見 る名前は皆 自分の兄弟や姉妹であるこ

とがよ く分かる。これは伝道活動 で言えばさ

しずめ戸別訪 問といった ところである。

これ まで熱心に働いてきた人々の労苦に感

謝 しようではないか。過去の系図探求におけ

る働 きはみな素晴 らし く、，すべて現在の基礎

を築 くものであった。

私たちは開拓者たちの働 きのことを考 える

と，畏敬の念を抱かずにはお られな.い。ある

者は手押 し車で大平原 を越えてきた。今 日の

私たちがあるのはその ような人々あ辛苦 と苦

難のお陰である。私 たちはその手押 し車 とと

りわけそれを押 した彼 らの手に心からの愛 と

尊敬を抱いている。

現代は，超音速の飛行機 もある。命令を与

えさえすれば， コンピュー ターは心を先祖に

向ける手伝 いを一手に引き受けて くれる。

科学技術の もたらす恵み を享受 したか らと

いって，人間性が奪 われるわけではない。そ

れによ り，先祖の探求法が もっと近代化され

るのである。

天父の 目か ら見て，私たちは何をなすべ き

であろ うか。

私たちは福音のもたらす最高の祝福を，か

つ てこの世 に生を受けたすべての神の子供た

ちに， それを受け入れる意志のある限 り与え

るようにしなければならない。

私たちは今 どこまで.それを進展させている

だろうか。

現在，教会全体 で年間およそ100万 人の名

前が聖 なる儀式のために処理 されている。し

か し，この割合でゆけば，10億 の名前を調べ

るのに1，000年 もかかる勘定である。主の時

間表に よると，過去に亡 くなった10億 人ごと

に1，000年 もかけるだけの時間の余裕が果た

してあるだろ うか。

私たちは霊 的に も技術的にも，主の豊かな

祝福 を受けてはじめて，私たちの心を先祖に

向けるという愛を待 ち望んでいる神の子供た

ちに昇栄の機会 を分かつ働 きを促進させ るこ

とができるのであ る。イエス ・キ リス トのみ

名によ り申し上げる。アーメン。

十二使徒評議員会会長

エズラ ・タフ ト ・ベンソン

主が完全に

受け入れたもう価値ある……

父母や祖父母に働きかけて，個人の歴史，

家族の歴史を作っていただきたいと思う

今 卿4月 の総絵 で，スペ・サーw・

キンボール大管長は次のように言われた。「さ
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らに私は，生者への伝道 と同様 に，死者のた

めの神殿活動 も急 ぐ必要があると感 じている。

なぜ ならば， このふたつは基本的に 同じだか

らである。……

大管長会 と十二使徒評議員会は先頃，この

非常に大切 な業を早急に推 し進 めるためには

どのようにすれば よいかについていろいろと

検討を加 えた。……

私たちは4代 家族 の記録プログラムの重要

性をここで再び強調 し，このプログラムに関

する責任 を個人 と家族の双肩に直接課 したい

と思 う。さらに可能 であれば，4代 以上 さか

のぼって調べ，家族の記録 を作成す るよ うに

するとよい。

……系図記録か ら人名を抄出するプログラ

ムを実施する。教会貝は2マ イル行 く精神 を

もって， この抄 出プログラムに従事 し，奉仕

す るようにしていただきたい。 このプログラ

ムは地元の神権指導者が管理 し，運営す る。」

(『生命 と救 いに至るまこ との道』「聖徒の道」

1978年10月 号，p.2)

この発表 によ り，系図探求 と神殿の儀式の

ための名前の提出方法が大幅に変更 され るこ

とになる。それが個人 と家族に実際 どの よう

な影響を及ぼすか， ここで変更になった事柄

と，そ うでない事柄 とを明確に しておきたい

と思 う。

まず，従来 と同様に変わ りのない点を挙 げ

てみよう。

1.教 義 と聖約第128章 にあ る主の命令。「兄

弟 よ，われらまことに偉なる大義に向って

進 まざらんや。・∴…

この故に，いざわれ ら一教会員 として，

一人の民 として
， また末 日の聖徒 として，

義 しきに適 う捧物 を主に捧げん。またいざ

われら，主の神殿の完成せ る時，その中に

於て，主が完全に受け入れた もう価値ある，

われらの死者の記録 を載せたる一冊の書 を

主に呈せん。」(22，24節)

2.日 記 を付け，個人と先祖の歴史を記す責

任。特に系図表にある4代 の先祖の歴史を
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記 す責任。

3.生 きている家族全買が神殿の儀 式を受け

るようにす る責任。
へんさん

4.覚 えの書 を編纂 する責任。また，少な く

とも4代 までの先祖の名前 を提出 し，彼 ら

のために神殿の儀 式を執行する責任。

5.夫 婦 と子供たちで構成 される家族 を組織

立てる責任。子供たちが結婚 し， その子供

が生まれると，祖 父母 を頭 とした家族組織

が構成 される。 このような家族組織 を通 じ

て，教会 の全家族は，伝道活動，家族の備

え，系図と神殿活動，福音の教育，文化 ・

社会活動 に活発に参加す るようにしなけれ

ばならない。以上 の必須の責任は今後 も変

わ らない。

次に，変更になった点を挙げてみ よう。

1.4代 家 族の記録 プログラムは大幅に変更

された。 これまでは，4代 の 「家族の記録」

を提出す る責任は各個人にあった。 しか し，

従来の4代 家族の記録プ ログラムは1978年

12月 を もって終了する。そして1979年7月

以降，教会は，個人ではな く，家族組織で

新 たに作成される 「家族の記録」 と 「系図

表」 を受け入れることになる。したが って，

1979年7月 までの期間に，教会員は兄弟，

姉妹，お よび両親か ら成る家族 を組織立て

て，彼らが共通に持 っている「家族の記録」

の情報を比較 し，情報が正確かどうか， 日

付は正 しいか どうか調べ るように していた 、

だきたい。そして，家族 としてひ とつの記

録 を提出するようにする1次 に，(両 親が健

在であれば)両 親 もこれを行 ない，すべ て

の世代の記録が正確 であるようにす る。ま

た，必要 であれば訂正する。そうすれば，

家族組織の大切 さが分かるであろ う。

2.次 に大 きな変更点は，4代 以上さかのぼ

って系図探求を続けて もよいが，これは教

会の個人や家族に義務 としては課せ られな

いということである。それに代わって，教

会が，大規模 な記録の収集 と抄出のプログ

ラムを実施 し，神殿 の儀式 を施す死者の名



前 を用意することになる。

末 日聖徒の聖典 と系図探求に通 じた人なら

ば，抄出プログラムは 「主が完全に受け入れ

たもう価値ある」教会 の覚 えの書 を作成する

第一歩であることがお分か りいただけると思

う 。抄出プログラムの 目的は，個人の神殿の

儀 式を行 なうために名前を効率よ く確認 し，

神殿活動 を迅速に進めることにある。これに

より，神殿 を運営す るために多数の名前 を用

意す るとい う必要 も解決で きるわけである。

これ までは，先祖の探求に家族が法外な時

間 と金銭 と労力 を費やす ことが珍 しくなかっ

た。しかし今後は，先祖 を捜 し出すこ とに一

度それな りの努力を払えば， たとえ見付け出

せない場合でも家族の責任は完了 し，確認で

きない先祖は抄出/索 引プログラムにまかせ

て，さらに別 の家系の先祖に進むことができ

る。

ここで，先祖 を中心 とした家族組織につい

て一言 申し上げたいと思 う。この家族組織は

共通の先祖 を持つ子孫だちで構成される。先

祖 を中心 とした家族組織を設ける第一 の目的

は，系図活動 を共通の先祖 ごとに相互調整を

す るためである。 ところが この家族組織が，

本来の目的 を忘れて社会活動や文化活動，そ

の他の活動に主眼 を置 くようになると，両親

や祖父母の家族組織の領域が侵 されることに

なる。 したがって， キンボール大管長 の変更

の発表に合わせて，現在進行 中の系図活動が

完了できるように していただきたい。今後は，

両親または祖父母の家族組織で，家族の集い

や資金の調達を行な うように しなければな ら

ない。

この先祖 を中心 とした家族組織のもうひ と

つの大切な目的は，両親や祖 父母の家族組織

が家族の歴史，特に最初の4代 の先祖 の歴史

を作成することができるように，必要な資料

を提供することである。この ように先祖 を中

心 とした家族組織は，記録文書や写真，手紙，

、原稿， 日記，新聞，書籍 などを集めてファイ

ル し，'目録 を作 り，保管する。

繰 り返 し申し上 げるが，教会の全家族は，

両親 また可能であれば祖父母の家族組織に

所属するようにすべ きである。先祖 を中心 と

した家族組織 は，家族 の歴史を含め，系図活

動 の相互調整を行 なうためにのみ存在する。

この目的が十分に果たされたら， この家族組

織は解消する とよい。

教会の家族が予 言者の勧告通 りに組織され，

教会 として， また家族 として可能 な限 り先祖

を調べ上げ ることがで きれば，その時初めて

私たちは，ブ リガム ・ヤ ング大管長の予言 し

た祝福 を受けるにふさわしい資格が得 られる

のである。

「あなた方 は主の神 殿に入 り
，主のみ前で

死者のための儀式 を捧 げるであろう。……こ

の儀式が完了す るまで， シオン山の大勢のイ

スラエルの長老たちは，主の神殿の柱のよう

に， そこか ら出て くることはないだろう。彼

らは神殿の中で寝泊 りし，食事 をとる。また

しば しば次のように言 うことだろう。『昨晩あ

る人が神殿に来ました。その人はだれか知 り

ませんが，私たちの兄弟であるこ とは間違い

ありません。その人は私た ちの知 ら.ないこと

をた くさん教 えて くれ ました。 また，記録に

出ていない，私たちの先祖の名前を沢山教え

て くれ ました。私の真実の系図 と何百年 もさ

かのぼって私の先祖の名前 を与 えて くれまし

た。』この人は，『あなたと私は同じ家族の中で

つながっています。この中にあなたの先祖の

名前が出ていますから，これらの名前を取 り

上げて，書 き出し， あなたと同じように，バ

プテスマ と確認の儀式 を授けてこの人たちを

救 って下さい。彼 らに永遠の神権 の祝福 を授

けて下 さいと私に言いました。』私 たちが この

世に生 を受けた入たちのためにしようとして

いるのはこのこ となのである。これを考える

時に，私はゆっ くり休みたい とは思わない。

む しろ終 日勤勉に働 きたい と思 う。この仕事

はかな り労力 を要する仕事であるので，むだ

に過ごす時間が全然ないか らである。」(ノo簾

欄1(ゾ α 誘6侃欝お 「説教集」6：295)
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私は， これまで説明 した原則に従い， 自分

の家族 を組織 してみた。皆さんの中に も実行

された方は.多いと思 う。私はエズラ・タフ ト・

ベ ンソン家族 とい う，祖父母の家族 を組織 し

た。私の子供 たち と結婚 した孫たちはこの家

族組織の一員であ り， 同時にそれぞれの両親

を中心 とした家族組織の一員でもある。

私たちの親族は 「系図表」 を照合 し，1979

年 にひとつの家族 として教会 に提 出で きるよ

うに 「家族の記録」の確認 を急いでいる。

また，子供たちには家族の歴史 を作成 して

もらっている。私 と妻は子供 たちの模範 とな

るように，私たち自身の歴史を作成 してい る。

さらに私たちの1枚 目の 「系図表」に出て く

る4代 目までの妻 と私のそれぞれの先祖の歴

史をまとめている。つ まり，私たちの子供に

とっては5代 の家族の歴史が で き，孫 にとっ

ては6代 ， ひ孫に とっては7代 の家族の歴史

が残 るわけである。

私たちはこれらの歴史をまとめ る時， ご く

一般的な様式で書 くように努め
，家族の覚 え

の書に収めるのに都合 の よい ように，「系図

表」 と同じサイズの紙にタイプ した。 また，

ひとり当た り10ペ ージ以内をめどに，簡潔に

まとめるように心掛けた。何度使 っても文字

が消えた りしないように， わざわざオフセッ

トで印刷 し， コピーが何枚 も取れ るようにし

た。歴史にはそれぞれ，先祖の写真をはるつ

もりである。私たちは家族組織に属す る全員

に，それらの歴史を各々の家庭の夕べの基礎

資料 として使い，子供 たちに先祖に対する愛

と感謝 と尊敬 を教 えるように勧めている。

もし皆さんがまだ始めていなければ，現在

の自分の家族 と祖父母の家族 を組織立てて，

個人 と家族の歴史を作成 していただ きたい と

思 う。

「さあ行って私 たちの儀式にあずか ろうで

はないか。そうすれば，霊 界に行 って父，母，

兄弟，姉妹に会った時に，怠惰の責め を彼ら

から受けることはない。…… これら 〔神殿〕

の儀式は私たちに啓示 されたものである。私
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た ちはその ことを知 っている。 したがって，

その儀式にあずか らなければ罪の宣告 を受け

るであろ う。」(ウ イルフォー ド ・ウッ ドラフ，

ノo%7ηα」(ゾ1)ガs6伽駕6s「説教集」13：327)

予言 者ジ ョセブ ・ス ミスは次のように述べ

ている。「われらまことに偉 なる大義に向って

進 まざらんや。進み行 きて退 くことなかれ。

奮い起てよ，……進み進みて勝利に至れ。汝

ら喜べ大いに喜べ よ。世の人，歌声 を張 り裂

けしめ よ。死者よ，王インマニュエルに永遠

讃美の歌を語 り出だせ。インマニ：ユエル こそ
ひとや

創世 の前よ り，われらをして死者をその囚屋

よ り腰 うを得 しむ ることを定めた まえ り。そ
めしうど ゆる

は囚人は釈 さるべければな り。

…… この故に
，いざわれ ら一教会員 として，

一人の民 として， また末 日の聖徒 として，義

しきに適 う捧物 を主に捧げん。またい ざわれ

ら，主の神殿の完成せ る時，その中に於て，

主が完全に受け入れたもう価値あ る，われ ら

の死者の記録 を載せ たる一冊の書 を主に呈せ

ん。」(教 義 と聖約128：22，24)

これ らのことをイエ ス ・キリス トのみ名に

より申 し上 げる。アー メン。
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十二使徒評議員会会員

リグラン ド・リチャニズ

伝道のもたらす
　 り

暑ひ

私たちの偉大な指導者の期待を裏切ること

なく，すべての男子を伝道に送り出せるよう

に祈っている

ム 宵，この場に立ち， この聖な るタバナ ク7

ル をいっぱいに満た した神権者 の大会衆

を拝見すると非常な感動 を覚 える。特に，私

はアロン神権の長 として，14年 間，教会の管

理監督 を務めた関係上， ここにお集 ま りのア

ロン神権者 を拝見すると，深い感動 を覚 える。

もちろん，他の会場 でこの大会の話 に耳 を傾

けているアロン神権者に対 しても，同 じよう

な気持ちを抱いている。私たちは世 界各地 で，

聖徒たちがキンボール大管長に対 して， また

特にキンボール大管長が伝道活動 を強調 して

お られる.ことに対 して大 きな関心 を寄せてい

ることを目にする時，深い感動 を覚 える。御

存 じのように，キンボール大管長は，すべて

の少年は伝道に出るように と語っている。

私は少年の時に経験した，ひ とつの出来事

を思い出す。 まだ執事に聖任 される前で，私

の育 った小さな田舎 町のワー ド部の集会に出

席 した時のことである。その 日，南部諸州で

の伝道を終えて帰 ってきたふた りの宣教師の

伝道報告 を聴 いたも当時の宣教師は，財布 も

袋 も持たずに旅 をし，宿のない時には幾晩 も

屋外で眠らなければな らなか った。私はその

夜，ふた りの宣教師から何か特別 な話を聴い

たかどうか覚 えていない。 しか し，た とえ特

別な話 を聴かなかった として も，主が私 に何

か特別なものを与えて下 さったことは確かで

ある。 というのは，その集会が終わった時，

私は， もし召されたら，世 界の どの地方 にで

も伝道に出掛けようと思 ったか らであ る。私
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は帰宅すると， 自分の寝室に入り，ひざまず

いて主に祈 った， そして，伝道に出かけるこ

とのできる年齢に達 したら召 しを受けられる

よう，十分にふさわしい生活が送れ るよ うに

助けて下 さいと願った。後年， ソル トレ」 ク

駅か らオランダに向けて旅立つ時，私が愛す

る人々に言った最後の言葉は，「きょうは，生

涯最良の 日です」であった。

私が伝道に出掛ける前に，当時大管長会の

一員であったアンソン ・H・ ラン ド副管長は
，

私 たち宣教師に次のように語った。「皆さんは

人々か ら愛されるでしょう。 しか し，おごり

高ぶ ってはな りませ ん。皆 さんが愛 されるの

は，皆さんが他の人々よりも優れているため

ではないか らです。皆 さんが携 えて行 くもの

のために，人々は愛 して くれるのです。」その

時は，私 はその言葉の意味が分か らなかった。

しか し，約3年 間過ごしたオランダの地 を後

にする時に， ラン ド副管長の言ったことの意

味がよく理解 できたのであった。私 は聖徒た

ちや，それ までに教会に導いた改宗者たちに

別れのあいさつ をして回った。その時， 私は

伝道に出掛ける際に愛す る入々に別れを告げ

た時の何千倍 もの涙 を流 した。

例 えば，別 れのあいさつをするためにアム

ステルダムのある家庭 を訪れた時のことであ

る。それは，私が改宗 に導いた家庭である。

私が訪れると，夫人は頬に涙 して私の顔 を見 、

上げ，こ う言った。「リチャー ズ兄弟，シオン

に行 く娘を数 カ月前に見送 りましたが， とて

も寂 しく感 じました。でも， あなたを見送る

方が もっと寂 しいですわ。」私は，その家庭 を

初めて訪れた宣教 師であった。その時に私は，

「皆さんは人々か ら愛 され るでしょう」 と，

ラン ド副管長の語った意味が分か った気が し

た。

次に私は，オランダひげをはや した兄弟に

別れ を告げに行った。彼はオランダの服 を着

て出て くる と，ひざまずいて私の手 を取 り，

しっか りと握 って 口づけをし，涙で私の手を

ぬ らした。その時 も私は，「皆さんは人々から



愛されるで しょう」 と， ラン ド副管長 の語っ

た意味が分か った気がした。

ここで， グラン ト大管長が よく私たちに話

して下 さった，改宗者 は宣教師 をどれ程愛 し

ているか という話 をご紹介 したい。 グラント

大管長 はスカンジナ ビアのある国か らアメリ

カに移住 してきた夫婦につ いて話 した。その

、夫婦は福音 の知識はあまりなかったが，福音.

が 真実 であるこ とを知 っていた。そこで監督

はこの夫婦 のところへ行 き，什分の一の律法

について教 えた。すると彼らは什分の一 を納

めた。.それか ら監督は再 び彼 らのところへ行

き，断食献金について教えた。す ると彼 らは

断食献金 を納めた。監督はまた，ワー ド部の

集会所 を建てるための献金の要請に出掛けた。

彼 らは，什分の一か らその資金 をまか なうべ

きだ と考えた。けれ ども，監督が去る前に，

その夫婦は集会所の建築資金 を納めたのであ

った。

それか ら間 もなくして，監督はその家庭 を

訪れ，父親に息子 を伝道に行かせてほしい と

頼んだ。私には， グラン ト大管長がここに立

って，「それにまったく耐えられない重荷でし

た」 と語る声が聞こえるような気がす る。そ

の兄弟はこ う言った。「彼は私たちのたったひ

とりの子供です。妻が寂 しがることでしょう。

だから，彼 を伝道に.出すわけにはいきません。」

それに対 して監督は言った。「△△兄弟，あな

たは自分の親族 を別に して，だれを一番愛 し

ていますか。」すると彼は少しの問考えていた

が，やがて，「白夜の国 を訪れて，イエス ・キ

リス トの福音を教えて くれた若者を愛 してい.

ます」と答えた。監督はまた言 った。「△△兄

弟， あなたの息子さん をそのように愛 され る

人に してはいかがですか。」す ると彼は，「監

督， あなたには負けました。 どうぞ息子 を連

れて行 って下さい。伝道のために息子 を捧げ

ます」 と言 った。

さて，父親の皆さん， あなたの息子 さんを，

白夜の国を訪れて福音 を教 えたあの若者の よ

うに，ほかの人か ら愛 され る人に してはいか

がであろ うか。私は，オレゴンで伝道 したあ

る帰還宣教師の話を聞いたことがある。・彼自

身，教会への改宗者であった。彼はしっか り

した足取 りで説教 台の前に立つと，「私は百万

ドルの小切手 と引換 えでも，伝道の経験は手

離せ ませ ん」 と言った。彼の後方の席に座 っ

ていた私は，心の中で考えた。「オランダでの

最初 の伝道 を，百万 ドルと引換 えにで きるだ

ろっか」 と。それか ら私は， 自分が仲立ち と

なって教会に導いた家族 を数えてみた。百万

ドル と引換えに彼らを売る としたら， 自分は

一体 どんな人間だろう
。私 は，全世界のお金

と引換えでも手離せない。

ある晩のこ と，私はアパー トの一室で，過

去のことを思い起こしてみた。私は主の使い

として10家 族 を教会に導いていた。そ して，

彼 らの息子たちが何人も伝道に出掛けていた。

今か ら数年前のこと，私はブ リガム ・ヤング

大学 で開かれたインディアンのための食事会

で話 をするこ とになっていたので，.これ ら10

家族 の中の一家族が どうなっているか調べ，

その家族につ いて話す ことに した。当時，そ

の一家族だけで153人 の直系子孫がいた。そ

してその中の35人 が，専任宣教師の経験を持

ち，4人 がステーキ部宣教師 として働 いてい

た。 もしひ とりが2年 間伝道 した とすると，

彼 らの改宗 した人々の伝道 を入れな くて も，

その家族だけで70年 間伝道活動 を行なったこ

とになる。 また，その会に出席 していたある

家族は， インデ ィアンの子供をふた り家庭に

引き取った。そして， その中のひ とりは8年

間，その家族の世話になり，後に伝道に出た。

私 と同僚がその家族 を教会に導いた時，私た

ちは70年 先 を見通せなかった。彼らがどうな

るか予想で きなか った。

私はまた， 自分が仲立ち となって教会に導

いたもうひ とつの家族 を調べた。詳 しいこと

は分か らなか ったが，聞いたところでは，彼

らの祖父はす でに亡 く，当時150人 の直系子

孫が教会に所属 し，その中の5人 が監督 を務

めている とのことであった。
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私はある日，これ ら10家 族のことを思い巡

らし，イエスのみ言葉 を思い浮かべ た。「あな

たがたは自分のために，虫が食い，さびがつ

き，また，盗人 らが押 し入って盗み出す よう

な地上に，宝をた くわえてはな らない。

む しろ， 自分のため，虫も食わず， さび も

つかず，また，盗人らが押 し入って盗み出す

こともない天に，宝 をた くわえなさい。」(マ

タイ6：19-20)

私 が青年時代のわずか数年間に，オランダ

の人々の間で過 ごした数年 間に， どれ程の宝

を天に蓄えたかお分か りいただけるだろうか。

ある人々はすでに他界 した。しかし私は自分

自身の家族 と同じように彼 らを愛している。

私は自分の時が来てかの世 界の人々の所へ行

ったら，再び彼 らに会えるこ とだろう。私は

その日を楽しみにしている。

私は宣教師 と共に働 く機会 を何度 も得 た。

私はこれ まで4回 伝道に阻て，その中2回 は

伝道部を管理す る責任 を与えられた。 また，

数 多くの伝道部 を訪問 してきた。若 い人々が

述べ る証 を聴 くのが，私 は大好 きである。例

えば，オレゴン州のある青年 は， どんなに給

料の高い会社であっても伝道活動を止めて入

社す る価値のある会杜はこの世にひ とつ とし

てないと，証会で述べた。：彼は，数年間の兵

役 を終えて帰郷 した後，伝道に出てきたので

あった。

先週，アイダホ州 で伝道中のある宣教師か

ら手紙 をいただいた。その一部 をここで皆 さ

んにお読み したい。

「伝道活動に勝 る仕事 はあ りませ ん
。私は，

これまでの27年 間の人生 で最 も素晴 らしい報

いをこの伝道から得 てきました。私 は自分の

生活を主に捧げてい ます。私の心は，今私の

目から流れ落 ちている喜 びの涙の よっに，満

ちあふれています。伝道の成功 と喜 びを味わ

えることは，何にも増 して素晴 らしいことで

す。」

先 日，私は，アルゼ ンチンでの伝道 を終 え

たある兄弟の訪問を受けた。彼 と旅 を共にし
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た宣教師たちはワシン トンに帰ったが，彼は

他の宣教師たちの訓練を手伝 うため， ソル ト

レー ク ・シテ ィーに来たのであった。すでに

彼は3年 間，親元を離れて暮 らしていだ。私

は彼に言った。「クレッグ，あなたは伝道地に

いる時間が無駄だ と思いませんか。故郷に帰

れば教育は受けられるし，安定 した生活の道

を開 くこともできるでしょう。」すると彼は言

った。「いいえ，監督。私 を幸せにしたいと思

った ら，明日の朝にで も飛行機に乗せ，アル

ゼンチ.ンへ送 り返 して下 さることセす 。」若人

の心に，お金でこのような気持ちを抱かせ る

ことが果たして可能 であろうか。このような

信仰 を人々の心 に植 え付けることができるの

は，人の感情 を創造 した もうた主ただおひ と

りである。

兄弟の皆さん，私 は自分のために伝道に出.

た いというような息子 を持ちた くない し，そ

のような息子 を伝道に出 した くもない。 なぜ

ならば，私たちは世の人々に福音の真理 を宣

べ伝 える責任 を負っているか らである。また，

子供たちを伝道に備 えさせ る確かな方法のひ

とつは，彼らのために伝道資金の口座 を開 き，

彼 らにその貯蓄を行 なわせ ることである。そ

うすれば，幼ない頃か ら伝道す るようになる

であろう。一例 を挙げると，私が訪問 したカ

リフォルニア州のあるワー ド部の監督は，少

年が執事に聖任されたら，宣教師基金か ら15

ドルをその少年 に与えるとい うプロ グラムを

実施 している。監督か ら15ド ルをもらった少

年は，父親にも同額のお金 をもらう。 またそ

の後，少年は面接 を受けるたびに，例えば教

師に聖任 され る時に，伝道資金の貯蓄額を調

べ られる。

教会のすべてのワー ド部がそのワー ド部の

ように行 なって宣教師 を送 り出したら，55，500

人 の宣教師が出てもよい計算になる。私は自

分の家系に属する， まだ伝道に出ていないす

べての男子に伝道資金の 口座 を開かせ，幼な

い時か ら伝道の意識 を持たせ るようにしてい

る。



神が皆 さん全員を視福 したもうように。ま

た，私たちの偉大な指導者の期待 を裏切 るこ

とな く，すべ ての男子を伝道に送 り出せ るよ

うに祈っている。私は皆 さんに私の祝福 をお

残 ししたい。主 イエス ・キリス トのみ名によ

って申し上げる。アーメン。

七十 人 第 一 定 員会 会 員

デ ィ ー ン ・L・ ラ ー セ ン

信 仰 ，'勇 気 ， 決 断

入生においてどのようなチャレンジに直面

するかはそれに対して下す決断に比べればそ

れほど重要てはない

私 は・信仰 と勇気 と決断につ いて・アロン
神権 の年代にある若 人の皆 さんにお話 し

たい と思 う。そして，皆 さんが成長期に伴 う

数々のチャレンジに直面 した時に，私の話 を

役立ててそれ を乗 り越えて下さるよ うに と願

っている。

最：近，私は宣教師か らレッスンを受けてい

るひ、とりの青年に会 った。彼はモルモン経 を

読んで祈った時に，答えを得たと感 じていた。

彼が行 なうことは，バプテスマ を受け るか否

かの決断を下す ことだけであった。

彼は優秀 な青年で， これまで厳 しい試練 を

幾度か経験 し，大 きな勇気 と思慮深 さを示 し

てきた。 しか し，教会員になろうとす る今，

これまでにないチャレンジに直面 したのであ

る。

私たちは，彼が新 たに下 さなければな らな

い最 も重要 な決断について話 し合った。「なぜ

多 くの人がモルモンに批判的なのですか」 と

彼は尋ねた。そして，宣教師 と交際 している

ために友人や家族，会社の同僚か ら受けてい

る扱いについて話 し， さらに次のよっに晋っ

た。』「教会に入った としても，とてもそのよう

な感情の中で生活 して行けるという自信はあ

りません。で も，あなたの教会の教 えは信 じ

てい ます。ですか ら，モルモンとしてではな

く，善良なクリスチ ャンとして生活 したいと

思 うのですがいかがで しょうか。」

この青年が家族や友人の悪感情 を恐れてバ

.プテスマ を受けないという決断を下すならば，

どの ような結果 を招 くか想像するのは難しく

ない。もちろん，彼には選択する完全な自由

が与えられている。しか し，選択の招 く結果

を選 ぶ自由はないのである。

私たちは時 として，末 日聖徒であることを

忘れて主から受けている信頼 を損な う思いや

行 ないにふけ るように誘惑されることがある。

しか し，私たちはいつ も自分が正 しいと知っ

ている事柄に基づいて物事の選択 をす るよう

に求められる。私たちはほとん どの場合， 自

由に決断 を下せ るが，その選択のもたらす最

終的な結果については選択する自由はないの

である。

何が正 しいかを知 ること，またそれが良い

と信 じるこ.と， それだけでは十分でない。私

たちは進んで自分の立場 を明らかに し，いか

なる状況の下にあっても自分の信念に従って

行動・しなければならない。た とえ自分に信念

があって も， その信念に反する行為 を秘かに，

あるいは公然 と行な うとすれば，その信念は.

何 ら価値がないのである。

今 日の社会において，忠実な末 日聖徒であ

るためには， 多くの勇気が必要 とされる。多

くの聖徒に とって，それは容易 なことではな

い。 また，時の経過 と共に次第に容易になる

というものでもない。現代の試練は厳しい。

とりわけ，アロン神権者である若入に とって

は厳 しい。 というのは，主の教 えに忠実に従

って生活 したか らといって，必ず しも人々の

称賛を得 られないか らである。 しか し，勇気

を持 って 自分の信念 を貫 くならば，必ずやそ

の報 いを得 るであろう。西 ドイツの13歳 の少

年， アー ミン ・サ ッコー ・ジュニアは 自分の

経験か らこのことを知 り，「ニュー ・エラ」誌
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L、

に次のように書 き送った。「クリスマスの時に，

ぼ くたちは先生 と一緒にイエス様 のことにつ

いて話 しました。先生は，『キリス トは死 んで

地上か らいな くな り，今 も死 んだままです』

と言いました。ぼ くは，先生 の言葉 を聞いた

時に，教会の教えについて考 えました。ぼ く

は，キ・リス トが3日 後に復活 し， 多 くの人々

に現われ，それか ら天に昇 られたことを知 っ

ていました。ですか ら，事実は先生の話 と全

く違 うことを先生や友達に教 えなければいけ

ないと感 じました。先生はぼ くのことを相手

に しませんで した。で も，ぼ くは……イエス

様が復活されたことを皆に話 しました。ぼ く

が先生の言ったことを訂正 しようとしたので，

先生は不愉快 そうでした。けれ どもぼ くはか

まわず話しました。すると先生は， これは考

え方の相違にす ぎません と言 いました。ぼ く

はそれに答えて， 『ぼ くが話 したことは，だれ

でも聖書か ら読むことができる事実です。は

っきりと書かれていますから，ぼ くの話 した

こ とと違 う考 え方のできる人はいない と思い

ます』 と言いました。授業が終わってか ら，

先生は，ぼ くが どこの教会に属 しているのか

尋ねました。そこでぼ くは，『末 日聖徒 イエ

ス・キリス ト教会です』と答えました。その 日

は，心の中に本当に良い気持 ちが しました。」

("：τ%6翫 加oγ五勿召s!"八 珍ωE名 α『救 い主は

生 きておられる』「ニュー ・エ ラ」1977年12月

号 ，P.18)

自分 の信 じていることを話そ うと決意 した

アー ミン少年に賛辞 を送ろう。それは決 して

容易なことではなかった。 しか し， アー ミン

少年は 自分が正 しい と知 っているこ とを行動

に移 したのである。

私たちがこの世で直面す るチャレンジの中

には，極めて個人的なものもある。身体障害

や それに類する制約がそ うである。このよう

な場合でも，落胆や敗北感ではな く，満 足と

達成感を得 る決断 を下す機会が与えられる。

皆さんの中には 「ニュー ・エラ」誌(「聖徒の

道」1977年1月 号)の ステ ィーブン ・フェラ
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ンスの話 を読んだ方 もおいでだろう。彼は4

歳 の時に進行性筋無力症 という不治の病 にか

かった。医者は，12歳 まで生 きられないだう

っと言った。 しか し，スティーブ ンは人生に

背を向けて無気力な病人になった りせずに，

可能な限 りあらゆる活動に自ら参加 したので

ある。彼は人生を明るい 目で眺めなが ら，一

生懸命に過ごした。そして， 自分の障害 を補

う方法 を見いだ したのである。彼は医者の宣

告 よ りも6年 も長 く生 きた。晩年 のスティー

ブンは人の助けを借 りなければ動 くことも困

難 な状態にあったが，熱意 と独創力とユーモ

アのセンスは決して失わなかった。彼は自分

の人生 を幸福で意義深いものにしただけでな

く，彼 を知 るすべての人々 を霊的に鼓舞 し，

良枢感化を与えたのである。若人の皆さんの.

中 で，スティーブ ンの話 を知 らない人がおい

でな らば是非，読 んでいただ きたいと思 う。

(ベ ン ・ホニ トン，『スティーブン』「聖徒 の道」

1977年1月 号，pp.21-23参 照)

以前に私は高等学校のバスケッ トボール ・

チームのコーチを務めたことがある。そのシ

ー ズンは例年 にな く不調で
，開幕後，立て続

けに何試合 も負けた。そのため， ファンや町

の人々の中には成績不振に不満を押さえ切れ

ない人々がいた。多 くの人々か ら公然 と非難

を受けた。 これはチームの選手にとって大き

な試練であった。その結果，数 人の選手が落

胆 して退部 してしまった。 しか し，残 った選

手たちは， 自分 自身 とコーチ を信頼す る気持

ちを失わなか った。そ して，チームの不振が

誘因とな り，かえって練習に精出すこととな

ったのである。

シーズン半ばになる と，状態は一変 し，チ

ームは試合に勝ち始め
，州大会に出場する資

格 を獲得 して人々を驚かせた。しかし， さら

に驚いたことに，チームはその州大会で優勝

したのである。これは学校創立以来の快挙で

あった。

決勝戦後，優勝杯 の授与式 と祝賀会 を終え

て，私は数 人の選手 と共に車で帰宅の途 に就



いた。車の中で，私たちはそのシーズンに成

し遂げた信 じ難い出来事 を思い返 して，みん

な沈黙していた。 しばらくする と，大会の優

秀選手のひ とりに選 ばれた少年が 口を開いた。

「コーチ
，ぼ くは今晩の試合に勝つ と思って

いました。」

私は，なぜ そのように考えたのか興味を覚

え，彼に尋ねた。「どうして，勝つ と思ったの

かね。」.

す ると，簡潔で率直な答えが返 って きた。

私 はその言葉 を生涯決 して忘れないだろう。

「それだけのことをしたからです
。」これが彼

の返事 であった。

確か にその通 りであった。彼らはそれだけ

の代価 を払 ったのである。 その波乱に富んだ

年に少年たちは，彼らの生涯にとって価値の

ある貴重な教訓 を学んだのである。

人生においてどのようなチャレンジに直面

す るかは，それに対 して下す決断に比べれば

それほ ど重要 ではない。最善 を尽 くす勇気 と

信仰 を持 っている人は 自分が この世に来た 目

的を達成 し， さらにほかの人々にも各 自の 目

的を達成する力を与えるこ とだろう。

私が最初に紹介 した青年は，非常に重大な

決断に迫 られている。決断をあいまいにする

こ とは許されない。教会員に与えられ る祝福

を享受するには，バプテスマ を受けて教会に

入 り， それによって生 じる結果 を進んで負わ

なければならない。進んで代価 を支払 うこと

が必要なのである。そのためには，信仰 と信

頼が要求 されるであろう。私 たちが直面す る

チャレンジに対 して選択 をす る場合 も同様で

ある。アロン神権者の皆 さん，主 は大 きな信

頼 を寄せ，皆 さんが 自分の立場を堅持 してな

すべ きことを行なうように期待 してお られる。

皆 さんはすべて勝利者 となるためにこの世 に

来 たのである。主のみ業は必ずや伸展す るこ

とだろっ。そして，主の王国 を建設するため

に皆さんが行なうべ きことは多い。

私 たち一人一人が，神 の助 けを受 けて 「代

価 を支払い」，いつの 日か神のみもとに帰るこ

.　「

とが で き る よ うに ， イ エ ス ・キ リス トの み 名

に よ り祈 る も の で あ る 。 ア ー メ ン 。

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン

あなたがたの光を

輝かせなさい

各神権者はあらゆる機会をとらえて救い主

のことを証すべきである

私 たちの心に鯛 に焼きついた心温まる思
い出は， いつ まで も忘れ得 ぬものである。

そのような思 い出のひ とつに，昨年東 ドイツ

の ドレスデンで開かれた伝道部大会がある。

1936年 以 来40年 以 上 もの問，この地方を教会

の大管長が訪れたことはなかった。 しか し，

つ いに聖徒の祈 りが答 えられた。キンボール

大管長が伝道部大会に出席 され るとの発表が

あったのである。

1，200名 以 上の教会員と求道者が，遠方か

らあるいは近隣か ら，予言者の言葉を聴 くた

めに集 まった。中には，数百 キロも旅 をして

大会に出席 した人々もいた。会場は満員で，

それ以上 ひとりも入る余地がない程 であった。

ある兄弟は， このまた とない機会 を逃 したく

ないために，大 きなは しごを持 ち出して壁に

立て掛 け，上の窓か ら大会の模様 を眺め，大

管長の話に聞 き入っていた。彼の顔にはほほ

えみがあった。私にはその意味がよ く理解で

きた。たとえ2時 間半の間，地上4メ ー トル

半のはしごの上 で危険な状態にあろうとも，

彼は大会に出席で き.たことに感激 し，感謝 し

ていたのである。

キンボール大管長の話 を聴 きなが ら，超満

員め会衆の目に涙が光っていた。大管長は祝

福 と霊感をその大会衆 とは しごの上の兄弟に

与えただけでな く，車椅子の姉妹，マーガレ
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ット・ヘルマ ン姉妹にも与えた。 このヘルマ

ン姉妹は若い頃か ら腰の病気 を患 っていた。

そして年がたつ と共にその痛みはます ます激

しくな り，つ いに松葉杖 を使わなければ歩け

ない状態 となった。歩行の痛み を和 らげ，場

所の移動 を容易にす るために，教会貝がお金

を集めて彼女の車椅子を購入した。しかし，

この車椅子もしば しの安 らぎしか与 えなか っ

た。やがて，車椅子に座 っているだけで，耐

え難い苦痛 を感 じるようになったからである。

同時に，彼女の左側の顔面神経が麻痺 し，苦

痛はさらに激 しくなった。そのようなある 日，

予言者が ドレスデ ンに来るという知 らせが届

いたのである。そこで彼女は どんなこ とがあ

っても大会に出席 し，予言者に手 を触れたい

と熱望す るようになった。

彼女は，予言者が 自分の頭に手 を置いて祝

福 を与える時間などあろうはずが ない と思っ

た。しかし，マルコによる福音書に記されて

いる12年 間長血 を患った女性 と同 じような信

仰 をもっていた。イエスのことを聞いて， 「せ

めて，み衣にでもさわれ ば，なおしていただけ

るだろう」 と思ったあの女性 である。その女

性がみ衣に触れ ると， イエスは次のよっに言

った。「娘 よ，あなたの信仰が あなたを救 った

のです。安心 して行 きな.さい。」(マ ル コ5：

25-34参 照)

ヘ ルマン姉妹は孫のフランクに頼んで早 目

に会場 まで連れて行 ってもらい，予言者が通

る通路に車椅子 を置いて予言者 を待 った。 こ

の時の模様が，彼女の手紙の中に麗しい言葉

で記されている。「予言者が 私の方に近づいて

来られ，私の手を優 し く握 って下 さいました。

そして，愛のこもったまなざしで， じっと私

を見詰め ました。それからというもの，現在

に至 るまで，私は まった く痛みを感 じません。

これは私の生涯で最 も素晴 らしい証 です。」

記念すべ き大会 も終わ り，私 たちが 人々の

間をぬって退出す る時，出席者は心を込あて

美しい讃美歌 「神 よまた逢 うまで」を歌った。

まさにそれは，忘れ得ぬ思 い出であ り，神 の
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力 と信仰に対する力強い証であった。

兄弟の皆さん，私の切 なる願 いは，福音の

ためにすべて を忘れては しごに登った兄弟の

ように，各 自が進んで行動す ることである。

また，車椅子の姉妹のように強い信仰 を育ん

で下 さるよう願っている。

そのための最善の方法は，主に仕 え，神権

を尊ぶことである。これが私の証である。神

権 を尊ぶには，イエスがこの世 で導 きと教 え

を施 してお られた期間に述べた もうた偉大 な

教えと，啓示 を通 してこの末 日に下された偉

大な教えを，私たちのすべての思 いと行ない

の基にすることである。また，祈 り，清い思

い，汚れない言葉遣い，健全 な身だ しなみ，

他の人々への奉仕，そ し.て今 日の誘惑 を退け

るのに助 けとなる自らの改宗 を図る努力，こ

れ らの事柄 を通 して神権 を尊ぶのである。個

々の生活の中で模範の光 を輝かせ，加 えて家

庭 と家族を強め， さらに教会の独身成人の生

活に祝福 をもたらし励 ましを与 えるために，

できる限 り理解の手を差 し伸べ るようにしよ

う。

家庭 と家族 を強めるために，私たちにで き

ることは沢山ある。中で も大切なこ とは，私

たちの妻や娘が扶助協会で活発であるように

励 ます ことである。残念なことに，現在教会

の多 くの女性がこの祝福を受けていない。皆

さんの働 きを通 して扶助協会の現状が改善 さ.

れ るな らば，皆さんの家庭 は祝福 され るであ

ろう。

最近，アイダホ州のある警察官か ら聞いた

話は，この事実 を裏イ寸け るものであった。彼

は，妻が活発な扶助協会の会員であったので，

20年 以上 もの間，子供 をしか る必要がなか っ

た ということである。

夫，妻，息子，娘がそれぞれ協力す るなら

ば， イエスが教えられた最 も大切 な言葉 を真

に達成できるのである。

「あなたがたは
，世 の光である。山の上 に

ある町は隠れることができない。
ます

また，あか りをつけて，それ を枡め下にお



く者はいない。む しろ燭台の上において，家

の中のすべてのものを照らさせ るのである。

その ように，あなたがたの光 を人々の前に

輝か し，そして，人々があなたがたの よいお

こないを見て，天にいますあなたがたの父を

あがめ るようにしなさい。」(マ タイ5：14-

16)

私 た ちは福音の原則に従 って生活す る時に，

「あなたが たは世 の光である」(マ タイ5：14)

と宣言 された救 い主のみ言葉を.成就す るこ と

がで きる。 この光 を持つ私たちは，生活 と行

ないを通 して人々の間に光 を放 ち，彼 らが天

父の栄光 を輝かす ように感化 を与 えるのであ

る。

イエスは私たち一人一人が主を知るように

望んでお られる。なぜ ならば，主 を知 る知識

には人を変 える力があ り，私たちの生活に至

上の喜 びをもた らすか らである。 しか し，福

音 の及ぼす影響は個人にとどまらず，周囲の

人々の生活か ら暗闇 を追い払 う光 となる。 自

分ひとりで救われる人間はいない。それは丁

度， ランプが光 を放つ のは， ランプ自体のた

めでないの と同 じである。

今 日， キ リス ト教は教義の基本において分

裂 している。全世 界の忠実な末 日聖徒 でこの

現状に疑いを抱かない者はない。この分裂の

ことが，最近の 『タイム』誌に 「イエスの神

性に関する新 たな論争」 と題 して掲載 された。

現代 の多くの学者が，「イエスは永遠なる神の

御子であるとは主張なさらなか ったし，初期

のクリスチ ャンも同様であった」 という見解

を発表 した。英国では7大 学の神学者が， イ

エスは神ではなかったという内容の書物を出

版 した。アメリカでも同様である。ある著名

な牧師は，「イエスが 自分 を神であるとか，御

子であると主張 したことはない」 と確信 をも

って述べている。『タイム』誌は以上のことを

次の ように要約 した。「(いわゆるキ リス ト教

唱道者の)新 たなキ リス ト研究の観点 に立つ
ズ へ

と，，キ リス トは か つ て の よ っに 神 聖 な 存 在 で

は な い 」 と。(π'耀 「タ イ ム 」1978年2月27

日)

このように曲解 された，危険な見解の中で

明らかに要求 されるこ とは，教会の柱である

神権者 と姉妹が 「パ ン種 の よ うな」(マ タイ

13：33)模 範 を示 し， その影響力 をさらに広

く及ぼ して非惨な世の中を満たす ごとである。

私たちの主であり救い主であるイエス ・キ リ

ス トの神性について， 回復 された教会 と教会

貝が とる立場は， ジェームズ ・E・ タルメー

ジ長老の次の言葉 に雄弁に語 られている。

「今，生 きていると死んでいるとにかかわ

らず，無数の人々の厳粛な証が， このイエス

こそ神であ り，生ける神の御子であることを，

また人類の腰 い主，救い主であって，人間の

身 も霊 も裁 く永遠の裁 き主であ り，父なる神.

が選 んで油注 ぎた もうた御方，すなわち 『キ

リス ト』である と異口同音に宣言している。」

(「基督 イエス」P.2)

私 た ちの教会は，現在も将来 も，この点に

ついて決 して妥協 をしない。私たちはイエス・

キ リス トの神性 について揺 るぎない証 を述べ

る時いつ， いかなる場所にあっても， ため ら

ってはならない。不承不承行なってもならな

い。世 の状態が どうあれ，各神権者はあらゆ

る機会をとらえて救い主のことを証 し，福音

の真理 を教 え，模範を示 し，私たちの救い主

イエス ・キリス トに関する真理が永久に残る

ように友人や見知 らぬ人々の前に光 を輝かさ

なければな らないのである。

最後に，ブルー ス ・R・ マ ッコンキー長老

の 「我キ リス トを信ず」 と題す る簡潔で美 し

い詩 を引用 して，救い主へ の絶対的な信頼を

心か ら厳粛に証 したい と思 う。

「我キ リス トを信ず，そは我が主，わが神

主 によりて我は恵みの上にあ り

力をつ くして我はあがめん
ま こ と

主 は真理の光の源なれば

我キ リス トを信ず，

よし何事か起こらん とも

主のみ もとにぞ我は立たん

かの大いなる日，主再 び地に降 りたまい
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す

すべて人の子 を統べ たまわんその ときに」

(『イエスについての証』「聖徒の道」

1973年4月 号，pp.158-59)

(『イエスの証』「エ ンサイン」1972年7月p.

109)

キ ンボール大管長は確かに主の力強い予言

者であることを証す る。大管長の霊感あふれ

る言葉 と模範は，揺 るぎない証が確かな もの

であることを表 わしている。大管長 は私たち

に豊かな祝福 を宣言 し，限 りない愛 と励 まし

を与えて下さっている。私 たちが偉大な指導

者である大管長 の指示に従 えるように， イエ

ス ・キリス トのみ名によりへ り下 り祈 るもの

である。アー メン。

第二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

キ リス トの弟子

神の律法を守ること，これこそ真実にキリ

ス トの弟子となるすべての人が従わなければ

ならない大切な事柄てある

兄 弟の皆 さん・私 は・ イエスの弟子になる
といっことにつ いて，少 しお話 したいと

思 う。私たちは神権 を受けてお り， キ リス ト

の弟子 となるにふさわしくあ りたい と願 って

いる。このことに関連 して，教義 と聖約41章

5節 に次のよう.に記されている。
おきて

「わが律法 を受けてこれを行 う者 はすなわ
おきて

ちわが弟子にして，わが律法 を受けた りと言

いてこれを行わざる者はわが弟子にあらず。

これらの者は，汝らの中より追 い出さるべ し。」

キ リス トは，主の弟子 となるようにすべて

の人を招 いてお られる。すべての人々に呼び

かけ，そして約束 を与 えて下さっている。「す

べて重荷 を負うて苦労 してい る者は，わた し

のもとにきなさい。あなたがたを休 ませてあ
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げ よ う」(マ タ イ11：28>と 。

ま た ，主 は 言 っ て お られ る。 「そ の 罪 を捨 て
きた

てわれに来 り，わが名 を呼 び，わが声に従い，
いましめ おもて

わが戒命 を守 るあらゆる人々はゴわが面を見

てわれ在 るを知ることあ らん。」(教 義 と聖約

93：1)

イエ スは， この招 きに対 して礼金を求め た

りは決 してなさらない。ニーファイが記 して

いるように，主は，「世界の隅々に至 る一切の

人々よ。われにきて金銭な しに無料で乳 と蜂

蜜 とを買え」(IIニ ーファイ26：25)と 言 って

お られ る。 しか しながら，金銭の支払い を求

め られないか らといって，まった く代価 を払

わな くてよい というわけではない。キ リス ト

の弟子 となるためには，支払わなければなら

ない ものがある。 しか も，現実に要求 される

ものが。それは金銭ではない。実際の行為 で

ある。

イエスはこのことをはっきりと述べておら

れる。主に従 うと公言する人々は，代価の要

求 されることを，最初に知 らなければならな

い と，主は述べ ておられる。ルカによる福音

書か ら，幾つか例 を挙げてみよう。

「道を進んで行 くと， ある人がイエスに言

った，『あなたがおいでになる所ならどこへで

も従 って まい ります』。

イエスはその人に言われた，『きつねには穴

があり，空の鳥には巣がある。しか し， 人の

子にはま くらする所がない。

またほかの人に，『わた しに従って きなさ

い』と言われた。するとそあ人が言った，『ま

ず，父を葬 りに行かせて ください』。

彼は言われた，『その死 人を葬 ることは，死

人に任せ てお くがよい。あなたは，出て行て

神の国を告げひろめなさい』。

またほかの人が言 った，『主よ，従ってまい

りますが， まず家の者に別れを言いに行かせ

て ください』。

イエスは言われた，『手をすきにかけてから，

うしろを見る者は，神の国にふさわしくない

ものである』。」(ル カ9：57-62)



イエスは， 口先ばか りの人 を求めてはお ら

れない。 イエスが求めておられるのは，努力

し犠牲を払 うことこそ主に従 うこ とであると

知 っている人々である。

ルカは次のように記している。「大ぜいの群

衆がついて きたので，イエスは彼らの方に向

いて言われた，『だれで も，父，母，妻，子，

兄弟，姉妹， さらに 自分の命 までも捨てて，

わたしのもとに来るのでなければ，わたしの

弟子 となることはできない。 自分の十字架を

負 うてわた しについて来 るものでなければ，

わたしの弟子 となることはできない。……

それ と同 じように，あなたがたの うちで，

自分の財産をことごとく捨て切 るものでな く

ては，わた しの弟子 となることはできない』。」

(ル カ14：25-27，33)

イエ スのこのみ言葉には，厳 しさが うかが

える。しかし，「文字通 り自分の家族 を憎んで

捨て ることが弟子 となるための条件であると

は言っておられない。」弟子 になろうと思 う者

は，個 人やこの世の 「要求 よ りも， まず神 に

対す る義務 を果たさな くてはならない」 こと

をイエスは強調 しておられるのである。(ジ ェ

ーム ズ ・E・ タルメー ジ 「基督イエス」p .

522)

また イエスは， この世 の事業を行なう場合

と同様，費用 を計算す ることが大切 であると

述べてお られ る。主は次のように言われた。

「あなたがたのうちで，だれかが邸宅 を建

てようと思 うなら，それ を仕上 げるのに足 り

るだけの金を持 っているかどうか を見るため，

まず，すわろてその費用 を計算 しないだ ろう

か。

そ うしないと，土台をす えただけで完成す

ることができず，見ているみんなの人が，

『あの人は建 てかけたが
，仕上げがで きな

か った』 と言ってあ ざ笑 うようにな ろ う。」

(ル カ14：2830)

主 は この神権時代 に，かつて主 ご自身がこ

の世 において模範 を示 されたように，私たち

が主のみ業にすべてを捧げ，主の戒めに厳密

に従 うことが大切 であると述べてお られる。

教会が組織 された翌年の1831年 ， 主は， ミ

ズー リ州 ジャクソン郡に集合 していた聖徒た

ちを訪れた予言者ジ ョセ ブ ・ス ミスに，「こ

は約束の地に して シオンの市を建つべ き所な

り」(教 義 と聖約57：2)と ， 啓示を下 された。

この朗報に， シオ ンの祝福 を得たいと切 に願

っていた聖徒 たちは大喜び した。.しかし同時

に，シオ ンが建設できるか否かは，聖徒 たち

が主の律法に従順であるか どうかにかかって

いると告げられたのである。主は彼 らに次の

ように言われた。「聞け，汝らわが教会の長老

たちよ。わが言に耳 を傾けよ。汝らに関 して

わが欲するところ， また汝 らを遣わ したるこ

の地に関 してわが思 うところをわれより知れ。

われ誠に汝らに告 ぐ，生 くるも死ぬるもわが

戒命を守る者は幸福なるかな。およそ銀難の

中に も忠実なる者の報いは天国に於て更に大

いなるべ し。多 くの銀難の後に祝福 は来る。
あらかじ

……わが豫め告 ぐるこの事 を心 に憶え よ
。」

(教義 と聖約58：1-2，4-5)

主 は このように告げ，約束 されたシオンの

祝福 を，その栄光のあるがままに受 けるため

には，銀難 を体験 しなければな らないという

ことを聖徒たちに明らかにされた。

また主は聖徒たちに，当時 シオンであ り将

来 もシオンとなるミズー リ州 ジャクソン郡で

は，律法すなわち主の律法 を守 らなければな
.らな
いと警告 された。そこに住む者は，真実

の弟子 とならなければならなかった。 ミズー

リ州 の聖徒たちにこのことが知 らされたので

ある。私 たち もまた，このことをはっきりと

知 る必要がある。神の律法を守ること，これ

こそ真実 にキ リス トの弟子 となるすべての人

が従 わなければな らない大切 な事柄である。

それか ら1週 間後，予言者 ジョセブ ・スミ

スがカー トラン ドに向か って旅立つ間際に，

主は彼 を通 して，すべ ての ものを捧げること

の大切 さを強調するひ とつの啓示.を下 された。

「主は言 う
。誠心 を以てわが栄光を仰 ぎ見

て今 この地に集 り来たれ る人々は，見よ，幸
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福なるかな。そは生 くる者は地をつ ぐことを

得，死ぬる者は全 く働 きを休 みて安息 を得。

されど彼 らのなしたる業はその人々につ き従

いて，わが備 えたる父の住居に於て冠 を受け

しむればな り。然 り，その足 シオンの地の上

に立ちて，わが福音に従い居る者は幸福なる

かな。その者は報い として地の善 きもの を受

け，而 も地はそれ を力強 く生ずべければな り。

またわが前に忠実に して勤勉なる者は，天 よ

り祝福 をもて冠を受 くべ く， また誠に少から

ざる戒命とその時々に関す る啓示 とを与えら

るるな り。この故に，われ彼 らに一つの戒命
いわ

を与 う。臼 く，汝心を尽 し，勢力 と思 いと体

力 とを尽して主なる汝の神 を愛すべ し。 また，

イエス・キリス トの名によりて神 に仕 うべ し。」

(教義 と聖約59：1-5)

主 の律法に耳 を傾け，受け入れ ると公言す

るだけでは十分ではないのである。

次いで，主 は，聖徒 たちが シオンで繁栄す

るために行なわなければな らない事柄 を，具

体 的に幾つか挙げられた。

「汝己れの如 く汝の隣 りを愛せ よ
。.汝盗む

なかれ。また，姦淫 を犯すなかれ。 また，人

を殺すなかれ。 また何事にてもこれに類す る

ことを為す ことなかれ。すべての事に就 きて，

主 なる汝の神 に感謝すべ し。汝誠 に真にへ り

くだりたる心 と悔 いる精神 とを以て，汝の神

に義 しき捧物 となすべ し。汝なおさら充分に

世 の汚れに染まざる様，祈 りの家 に行 きてわ

が聖 日に汝の聖式を捧 ぐべ し。」(教 義 と聖約

59：6-9)

これ は，主が ミズー リの聖徒たちに告げ ら

れたことで，主の弟子たるにふ さわしいこと

を証明するためには，これ を守 らなければな

らない。シオンのステーキ部 の中心地である

ミズー リ州 ジャクソン郡に聖徒たちを導 きた

もうた時に，主は この ように告げ られたので

ある。

また主は，最後に次のように言われた。

「正 しき業 を行 う者はよき報い を得，すな

わちこの世 に在 りては平和 を得，次の世 にあ
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りては永遠の生命 を得ん。」(教 義 と聖約59：

23)

私 は ここで， ミズー リ州 ジャクソン郡 の聖

徒 たちの歴史につ いて話すつ もりはない。た

だ当時の聖徒 たちは， シオンを築 くために必

要な献身を示 さなかったと言 えば，それで十

分である。その結果，彼 らは 「敵の手によ り

て追払われ且つ危害 を与えられた。」(教 義 と

聖約103：2)そ の後，1834年2月24日 ， 主

は予言者ジョセブ ・ス ミスに，聖徒 たちがそ

の地を追い払われた訳 を次のように語 ってお

られる。

「そは，……わが名 を冠す る者たちが与 え

たる教え と戒命 とをこ とごとく聴かざ りし故，
しは こら

暫 しの問痛 く且つ苦 しき懲 しめに服さしめん

ためな り。」(教 義 と聖約103：4)

彼 らは本当の意味で主の弟子にな らなかっ

たのである。 しか し主は彼 らに，次のような

大いなる約束を与えられた。「彼 らは即刻 その

敵 を守 ることによりて，彼 らはこの世の国々
あしもと

わが脚下に服 し，聖徒 らにこの世の与 えられ

ていつ までもこれ を占め るに至るまで敵に打

勝つを止め ざるべ し。」(教 義 と聖約103：6-

7)

この大いなる約束は私たちに与 えられた も

のである。私たちは，主がこの世 にシオンを

お建てになるまで，敵 に打ち勝ち続けること

だろう。そして，この大いなる約束がいつ成

就 されるかは，神の神権 をあずかる者がいつ

真実の弟子 となるかにかヵ・っている。 したが

って私 たちは，福音の教 えにかなった生活を

す るこ とによって， この世にはびこっている

放蕩や邪悪に立ち向かわなければならない。
いのち

「何 人もわが為に生命を捨つ ることを怖る

るなかれ。わが為に生命を捨つ る者は再びこ

れを得べければなり。」(教 義 と聖約103：27)

また次の言葉は，私の胸 を強 く打たずには

おかない。

「また何人にまれ
，わが為に喜 びてその生

命を捨 てざる者はわが弟子にあらず。」(教 義

と聖約103：28)



私たちはこの大いなる宣言 を考 える時に，

メルケゼデ ク神権 を持つすべての人々に関わ

る誓約が思い出 され る。

教義 と聖約第84章 の啓示は，「聖なる神権」

(教義 と聖約84：6)と 「小神権」(教 義 と聖

約84：30)に つ いて明 らかにした後，さらに

次の ように続 く。

「およそ忠実にしてわが今語れる二つの神

権 を得，而 してその天よ りの召 を全力を尽 し

て遂行す る者たちは，『みたま』により聖め ら

れてその肉体再新 さる。これらの者はモーセ

の息子たちとなり;ア ロンの息子たちとなり，

アブラハムの子孫 とな り， また教会員にして

王国の民 とな り神の選 民 となる。主は言 う，

またすべて この神権 を受け入るる者 は，われ

を受 くるな り。そは，わが僕 らを受け入るる

者はわれを受 くればなり。 また，われ を受け

入れる者はわが父 を受 くるな り。而 して，わ

が父を受 け入るる者はわが父の王国を受 くる

なり。 この故にわが父の もて るすべ ては彼に

与え らるべ し。而 してこは神権 に属 ける誓詞

と誓約に よりて然るな り。この故にこの神権

を受 くる者 は，すべてわが父のこの誓詞 と誓

約 とを受け，而 して これ をわが父は破 ること

も変えることも為 した もうはずなし。されど

何人にまれ一度 この誓約 を受けて後 これ を破

り， またことごとくこれに違背する者は この

世に於て も未来の世に於て も罪の赦 しを受 く

ることなかるべ し。」(教義 と聖約84：33-41)

私 は，すべての神権者がこの誓約 を忘れず，

この誓約の下に各自の務めを果たして，その

宣言に従 う者に約束 されている祝福 を得 られ

るように と切に願 い， また祈 っている。

「誠に
，主か くの如 く言 う。その罪を捨て

われに来 り，わが名 を呼び，わが声に従い，

わが戒命 を守 るあらゆる人々は， わが面 を見

てわれ在 るを知 ることあらん。」(教 義 と聖約

93：1)

兄 弟 の皆さん，私はここで皆 さんに証 を残

したい と思 う。私は，1神が生 きておられるこ

とを知 ってお り，神のこ とを もっとよく知 り

たいと心から願 っている。私は これまで，イ

エス ・キ リス トの福音が真実であるというこ

とについて疑いを持 ったことはない。私は，

自分が今生 きている.ように確かに，イエスが

生 きてお られ ることを知 っている。イエスは，

いつの時代 にも肉における神の独 り子であり，

私 たちの瞭い主である。

私は， ジョセブ ・ス ミスがこの最後の神権

時代 を開いたことを知 っている。御父と御子

が森の中でジョセブ ・ス ミスに姿を現わ した

もうたこと，そ して，御父が予言者ジョセブ・

ス ミスに私たちの主なるイエス ・キ リス トを

.親 しく紹介なさったことを思 う時に，深い感

動を覚 える。私は，天使たちが訪れてきて，

予言者 とオ リヴァ ・カウ ドリに神権 を回復 し

たこ とを知っている。神は地上に再び主の教

会 を建て られた。そ して，末 日聖徒イエス ・

キ リス ト教会は，主の教会である。イエス ・

キ リス トの名 をおいて，人類を救 い得 る名は

天下のだれにも与 えられていない。.私たちが

世界の隅々に至るまで広 く宣べ伝 えているイ

エス ・キ リス トの福音 を受け入れ， これに従

う者のみが， この世 において，物心両面の救

いを得ることができるのである。

私 は近 い将来主のみ前に立って， この世 で

自分 のな した事柄について報告 をしなければ

ならないことだろう。私は皆 さんにこの証 を

述べ ると共に，私たちが福音に完全 に従 って，

キ リス トのまことの弟子 とな り， この世にお

いて平和 を得，来るべ き世 において永遠の生

命 を得 ることができるように祈 るものである。

イエス ・キ リス トのみ名によ り申し上げる。

アー メン。

☆ ☆
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第 一 副管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

面接のもたらす

祝福.

私たち.の第一の目的は，入に救いをもたら

すことであリ，教会員にこの世の使命と目的

を理解させることである

兄 弟の皆さん・ この ようにテンプルス クエ
アのタバナクルに会 した大勢の神権者 を

目のあた りにすることは， まこ とに素晴 らし

い光景である。この会場以外に，全世界の約

1，500の 建物で何万人という神権者が この放

送に耳 を傾けていることを思 うと，この上 な

い力強 さを感 じる。

私たちが今宵ここに集まったのは，神の予

言者である教会の大管長をは じめ とす る指導

者か ら指導 を受けるためである。私たちは皆，

神権 とは与えられた職の範囲内で神 のみ名に

よって行動するために人に授けられた神の権

能 であることを知 っている。人に与えられる

祝福の中で，福音の証 を持つ ことと，神権 を.

持 つことに勝る祝福 はない。

皆さん方は全員神権者 として主のみ業に携

わって，真理 と正義の大義を打ち建 て，神 の

王国を建設 しようと努めてお られ ることと思

う。実際に，私 たちはこのことを行な う責任

がそれぞれに課せ られているのである。

私たちは皆，この教会がイエス ・キ リス ト

の教会であり，主 ご自身が神の予言者である

スペンサー ・W・ キンボール大管長 を通 して

この教会のみ業 を導いておられることを知 っ

ている。私は皆 さん方全員が このことを知 っ

ているよう.にと切 に望んでいる。

この教会が神権を有す る唯一の教会である

ことを知っているとは， どういう意味 である

か考えていただきたい。アロン神権， これは

バプテスマのヨハネが遣わされて ジョセブと
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オ リヴァに授 けた尊い神権である。メルケゼ

デ ク神権，これはペテロ，ヤ コブ， ヨハネが

按手礼によってジョセブとオ'リヴァに授けた

神権である。

これ らふたつの神権の権威 と権能，および

神権の職に伴 う働 きを考えてみると，何 と素

晴 らしいことであろうか。ア ロン神権者は聖

餐を祝福 し，教会員に聖餐を配 ることができ

る。また，監.督か ら割 り当て られ るその他様

々の義務 を果 たす。祭司は，天父 .と御子 と聖
.霊とのみ名によって実際に人々にバ プテスマ

を施すことができる。 しか し，このような儀

式 を執行する人は皆，主の信任 を受け るにふ

さわしい清い神権者でなければならない。

兄弟の皆さん，私たちは神権 を与えられる

ことを当然だと考 えてはいないだろうか。私

たちは主が寄せて下さる信頼 と，福音の儀式

を執行する特権に感謝 しているだろうか。

私 たちに与 えられた責任をふさわ しい状態

で果たすことの必要性 は，い くら強調 しても

し過 ぎるとい っζとはない。

私は毎朝毎晩，私たちの指導者 である，ス

ペ ンサー ・W・ キンボール大管長が健康 と活

力 を得，理解 と知識 を深め，主に代わって教

会 を導 くために必要な霊感 と啓示 を受け られ

るように祈 っている。

また，私たちすべての教会幹部が主 の導き

を得て神権の召しを全力を尽 くして遂行でき

るように祈っている。また，常に考え方に一

致があ り，各自の受けている職にふ さわしく

生活できるように祈っている。さらに，全世

界の神権者 と教会貝が人々の中にあって良い

模範を示 し， 良い感化 を及ぼ し， 人々が私た

ちの善い行ないを見て福音に興味を持 つよう

になることを祈 っている。福音は，その教え

を信 じて生活に取 り入れるすべての人々に生

命 と救 いをもたらす ものである。

私たちが この世 に来たのは，天父のみ もと

に帰る資格のあることを立証す るためであ り，

また，他の人々を同じ祝福が得 られるように

備 えさせ ることである。



そのために，私たちは福音の教 えに従 って

生活 しなければな らない。主は，私 たちがこ

の目的を遂げることができるように数々の組

織 を与 えて下 さった。

そのひとつが家族 である。ここで少 し私の

家族について述べてみたいと思 う。私がアロ

ン神権者の時，幸いに も父は監督であった。

そのため，面接 を.受け る時，父が父親 として

面接 しているのか，監督 として面接 している

のか分か らないことがあった。しかし，面接

の時にいつ も父は，神権がどれほ ど大切 であ

るか， また神権者 としてふさわし くあるには

どうすべ きかについて説明して くれた。父は

私に とって最良の友であった。すべ ての監督

は，アロン神権者に とって家族外の最良の友

であるべ きだ と思 う。アロン神権者は，次の

こ とを心に留めておかなければならない。す

なわち，監督はあなたがふさわ しい生活 をし

て，誓約 を守 り福音の教えに従 う者だけに与

えられる大いなる祝福 を受け られ るように助

ける人であるということである。父親が模範

的で家族に良い影響 を及ぼしている家庭，定

期的に家庭の夕べ を開いている家庭 で生活で

きることは素晴 らしいことである。

教会の補助組織や聖餐会，.神権定員会はす

べ て，.教会員に備 えをさせ ることを目的 とし

て定め られたものである。

これ らの組織や集会は，知恵の言葉 を厳密

に守 り，什分の一 を納め，集会に出席 し，す

べ ての行為や取引きにおいて正直で高潔で正

当であ り， 自立 し，薬物の乱用や卑わいな言

葉 を避 け，伺 性愛な どの不道徳 な行為 を断ち

切 るな ど，主の 目にか なった生活 をす るこ と

の重要性 を強調す る。このような生活 をして

こそ，神権の昇進 を受け，神殿に参入し，伝

道 に出るという大 いなる祝福にあずか るこ と

ができるのである。

教会の神権者は，主のみ業 を妨げるような

行 ないは一切 しないであろ うと私は確信 して

いる。

.神権者の中にあ
っても，教会員でない人々

と共にいて も，神権者 たる者は行動や思いや

感化力を常に最善の状態に保って， この地上

に神の王国を築 き， 人を救 う業に携わってい

ると人々に見 なされるようでなければならな

い。アロン神権者の皆 さん， どこにあろうと

も， これが私たち神権者の責任であ.る。ひ と

たび神権 を受けた者は，教 えられた通 りの生

活 をし，模範 となるよ うに期待 されているの

である。

監督やステーキ部長は， 自分が管理 してい

る人々に先程私が述べ た義務 を教え，彼 らを

訓練 し，励まし，力づける責任 を負っている。

一方
，若人はこれ らの事柄に備えてふさわ

しい生活をす る責任が ある。

この ように互いがその義務 を果たす時に，

監督は若人にとって家族以外で得 られる最高

の友 とな り， あらゆる面で模範 となるのであ

る。しかしなが ら，監督や ステー キ部長 には，

若人が神権の昇進 を受 けるにふさわ しいか，

伝道に出る資格があるか，神殿に参入できる

状態か どうかを面接によって判断する責任が

ある。

監督や ステーキ部長 は，若入が どの ように

戒めに従 って生活 しているか を観察 し，面接

を行なってこの判断 を下す。その際，若 人が

ふ さわ しい生活 をしてなければ，神殿に参入

できないし，伝道に出ることもできない。ふ

さわし くなるまで待たなければならない。

中には，ふさわ しくない状態で神殿に参入

し，良心の呵責に耐え られずに数年後に大管

長に告 白し， どうすればよいか尋ねる若い男

女がいる。

また，監督やステーキ部長に うそを言って，

ふ さわしくない状態で伝道に出る若い男性 も

いる。 こめよっなことは決 して正 しいことで

はな く，主の 目に忌み きらわれることである。

ふ さわしくないままで伝道に行 くよりは，ふ

さわ しい状態になるまで待つか，伝道に出な

方が賢明である。'

この世 は，邪悪 と誘惑に満 ちている。私た

ちはこのような誘惑に背を向けるべ きであっ
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て，世の誉れを得ようとして誘惑に陥っては

ならない。

悪の満ちている今 日，面接す る責任のある

人が正 しい面接 を行 なうことが最 も重要 であ

る。

私たちの第一の 目的，責任 は，人を救 うこ

とである。このことを常 に忘 れないでいただ

きたい。.

大切 なことは，面接す る相手に，彼らは神

の霊の子供であ り，人々から愛されているこ

とを自覚 させ ることである。 また，彼らの幸

福 と人生における成功 を願い，助けにな りた

いと思っているこ とを知 らせ るこ とである。

資格の有無 を判断する面接は，監督や ステ

ーキ部長の大きな責任である
。 また同時に，

面接を受け る側に も同等の責任が伴 う。面接

をする場合は，常 に一対一で行な うようにす

ること.が大切 である。

若い男性 と伝道に出る面接 をする時には，

主 と主の教会 を代表する宣教師に主が何 を望

んでおられるかにつ いて話 し合 う。例 えば，

知恵の言葉，道徳，正直， 自立，什分の一，

従順，献身等について主は宣教師に何 を期待

してお られるか彼に説明させ る。

若い男性 に，あなたが主に代 わって面接 し

ていることを告 げる。 したが って，あなたに

話す ことは，主に対す る約束 となるのである。

面接 と同時に，彼に自己評価 させる。主は

彼 を，主の代理 として望んでお られるだろう

か。彼はあらゆる面で主の 目にか なっている

だろうか。主 はすべてのことを御存 じであ り，

決 してあな どられるよっな御方ではないこと

を思い出させ る。

彼に何か欠けている点があれば，それを正

す方法があることを知 らせる。悔 い改めには

大 いなる清めの力がある。

ふさわ しくない ままで伝道に出るよ りは伝

道 を延期 した方がはるかに よいことを，彼に

知 らせ る。ほ とん どの場合，悔い改めによっ .

て伝道の備 えをす ることができる。

重大な罪を犯 した場合 は，教会幹部の承認
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を得なければな らない。 しか しそれも，監督.

とステー キ部長の双方が面接 をして，彼が完

全な悔い改め をし，伝道に出るにふさわ しい

者 となっているこ とを認めてか・らでなければ

な らない。

面接の約束は， ステーキ部長が教会幹部 と

その件について話 し合 い，面接の時間の有無

を確認 してとるように しなければな らない。

過 ちを犯 した者は，面接 され るの を.待たず

に，友である監督に自ら進んで話す ようにす

べ きである。

かつて過 ちを犯 した若者が生活を一新 し，

主の使 いとな るために清 くふさわ しい生活を

始めることほ ど喜ばしいことはない。

面接は，思いや りと温情 と愛 を基 としてい

ることを常に心に留めておかなければならな

い。これは非常に大切なことである。相手に

愛 していることと，助けたい と思っているこ

とを知 らせ なければならない。

監督やステーキ部長は，神殿推薦状 を発行

するための面接をする時，次のよっに言 っと

よい。

「あなたは神殿 に参入する推薦状 を受 ける

ために ここにおいでになりました。そして，

私は主の代理 としてあなたを面接する責任が

あります。資格のあることが確認で きました

ら，.私はあ なたの神殿推薦状 に署名 します

が，私の署名以外に必要な署名が あります。

それは あなた の署名です。 この両方 が あっ

ては じめて，推薦状 として認め られ るの で

す。

そして，推薦状に署名する時に，あなたは

この推薦状 を持つにふ さわ しい者 となるとい

う約束を主 と交わすことにな ります。これか

ら，幾つかの質問 をしますので，すべ てに正

直にお答え下 さい。」

数年前に，私の友人が次のような話 をして

くれた。彼が まだワー ド部で責任 を持ってい

た頃，神殿推薦状の発行を受けるために監督

の ところに行 った時のことである。

彼の監督は忙 しそうにこ う言った。「さて，




